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（
鳥
取
県
江
府
町
）

　

標
高
９
１
０
㍍
。
鳥
取
県
屈
指
の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
観
光
客
の
み
な
さ
ん
を
魅
了
す
る「
鍵
掛
峠（
か

ぎ
か
け
と
う
げ
）」。

　

大
山
の
南
壁
と
日
本
屈
指
の
規
模
を
誇
る
ブ
ナ
の
原

生
林
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
一
枚
の
絵
画
の
よ
う
で

す
。

　

そ
ん
な
鍵
掛
峠
が
一
番
の
美
し
さ
を
誇
る
の
が
秋
の

紅
葉
で
す
。
10
月
末
か
ら
11
月
初
旬
の
ピ
ー
ク
時
に
は

数
万
人
も
の
観
光
客
が
訪
れ
、
七
色
に
染
ま
る
ブ
ナ
の

鮮
や
か
な
紅
葉
絵
巻
に
た
だ
た
だ
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　

大
山
南
壁
の
猛
々
し
い
白
い
綾
線
を
背
景
に
、
鮮
や

か
な
紅
葉
は
陽
の
あ
た
り
具
合
、
雲
の
流
れ
な
ど
に

よ
っ
て
、
少
し
ず
つ
そ
の
表
情
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

　

奥
大
山
の
澄
ん
だ
空
気
と
風
を
体
い
っ
ぱ
い
に
感
じ

な
が
ら
、
極
上
の
指
定
席
で
楽
し
む
秋
の
紅
葉
。

　

鍵
掛
峠
の
紅
葉
に
は
、
そ
ん
な
小
粋
な
演
出
が
隠
さ

れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
江
府
町
奥
大
山
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
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日時 平成25年11月26日（火）
13時30分～16時30分［開場12時30分］

会場 三重県総合文化センター［中ホール］
（三重県津市一身田上津部田1234）

定員４００名

ネルディスカッションパ

調講演（対談トークショー）基

入場
無料

■ コーディネーター
　原田  勝広（明治学院大学教授）

■ パネリスト［五十音順］
　大口  秀和（志摩市市長）
　鳥田  陽史（野原村元気づくり協議会会長）
　松浦  信男（万協製薬（株）代表取締役社長）

主催／三重県・一般財団法人 地域活性化センター　後援／総務省・中日新聞社・伊勢新聞社・朝日新聞社・読売新聞社・毎日新聞社・日本経済新聞社・産経新聞社・地域づくり団体全国協議会（順不同）

　地域には魅力的な地域資源があるものの、地域住民だけではその資源を十分
に活かしきれていません。そこで近年、地域活性化のパートナーとして企業への注
目度が高まっており、人材、ノウハウ、ビジネスの面から補完できる企業の価値が再
評価されています。他方、企業側も社会貢献活動や社員の健康増進、新規ビジネス
の機会の場として地域を再評価する動きが見られます。
　三重県では、「三重のふるさと応援カンパニー推進事業」として、地域と企業を結
びつけて両者にメリットがある新しい関係づくりを目指す取り組みを進めています。
　本フォーラムでは、どのようにして地域と企業との連携を深めていくか、また新し
い関係づくりを推進するにはどうしたらよいかなど、その課題と今後の展望につい
て考えます。

1937年三重県伊勢市
生まれ。60年慶應義塾
大学経済学部卒業後、
株式会社赤福入社。68
年代表取締役社長、05
年代表取締役会長に
就任。93年には伊勢神
宮内宮前に、江戸から
明治期の町並みを再
現した「おかげ横丁」
を誕生させた。伊勢特
有の町並みである妻
入の建物や伊勢河崎
の蔵、桑名の洋館など

が忠実に再現されている。おかげ横丁設立前の92年に
は35万人だったおはらい町の往来者数は、おかげ横
丁設立とともに増加し、12年には年間450万人を突破
した。伊勢商工会議所会頭、皇學館大學常任理事、（財）
伊勢神宮崇敬会常務理事等を歴任している。

浜田 益嗣
三重県伊勢市生
まれ。津田塾大
学時代から劇団
「東京キッドブラ
ザース」に所属。
1980年フジテレ
ビ にアナウン
サーとして入社。
85年に退社後、
フリーになり女
優に転身。02年
に自ら脚本・演
出を手がけ主演
した二人芝居

「私とわたしとあなたと私」を上演。07年には
ニューヨークでその英語版「I and Me & You and I」
をオフブロードウェイの劇場で上演。現在は、映
画・舞台・TV・CMなど、さまざまな分野で活躍
しており、三重県観光大使も務める。

山村 美智（やまむら みち・女優）
■鉄道／近鉄名古屋線津駅下車、
　　　　JR紀勢本線津駅下車、
　　　　伊勢鉄道津駅下車

■バス／三重交通路線バスで
　　　　津駅西口から約5分

■徒歩／津駅西口から約25分

■タクシー／津駅西口から約５分

■自家用車／伊勢自動車道
（芸濃インターから約
15分・津インターから
約10分）
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（　　　　　　　）はまだ ますたね・赤福10代目当主/
（株）濱田総業代表取締役社長

申込み方法 メール・FAXまたはハガキにより、郵便番号、住所、氏名、職業、電話
番号、参加人数を下記までお知らせください。

問い合わせ・申込み先 一般財団法人地域活性化センター　地域づくり情報課
〒103-0027 東京都中央区日本橋2-3-4 日本橋プラザビル13階
TEL：03-5202-6138　FAX：03-5202-0755
E-mail：jcrd-forum@jcrd.jp　URL：http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/

「三重の元気なまちづくりをめざして！
～企業が地域のためにできること～」

首都圏に三重の魅力を発信！
首都圏営業拠点

「三重テラス」
９月28日（土）
東京日本橋に
オープン！

夕暮れの大山南壁
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超高齢社会に立ち向かう医療福祉政策
～今から備える 2025 年問題～

滋賀県知事 ● 嘉田由紀子

　

世
界
有
数
の
長
寿
国
と
い
わ
れ
る
日
本
で
す
が
、
戦
後
増
え
続

け
て
き
た
人
口
は
、
２
０
０
８
年
、
減
少
に
転
じ
、
未
曾
有
の
超

高
齢
社
会
・
多
死
社
会
の
到
来
が
目
前
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

滋
賀
県
は
、
現
在
、
数
少
な
い
人
口
増
加
県
の
一
つ
で
す
が
、

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
２
０
１

５
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
減
少
に
転
じ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
の
自
治
体
と
同
じ
よ
う
に
、
総
人
口
が
減
少
す
る
な
か
で
、
高

齢
者
が
急
増
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
２
０
２
５
年
問
題

へ
の
備
え
は
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
昨
年
７
月
に
実
施
し
た
「
滋
賀
の
医
療
福
祉

に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
」
の
結
果
に
よ
る
と
、
人
生
の
最
期
を

迎
え
た
い
場
所
と
し
て
、
48
％
の
県
民
が
自
宅
を
希
望
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、「
介
護
し
て
く
れ
る
家
族
に
負
担
が
か
か
る
」

や
「
急
変
時
の
対
応
が
不
安
で
あ
る
」
と
の
理
由
で
、
自
宅
で
最

期
ま
で
療
養
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、
55
・
７
％
の
人
が
実
現
困

難
で
あ
る
と
答
え
て
い
ま
す
。
現
状
で
は
、
自
宅
で
の
死
亡
が

14
・
９
％
で
あ
る
の
に
比
べ
、
病
院
で
の
死
亡
が
78
・
３
％
と
な
っ

て
お
り
、
滋
賀
県
民
の
看
取
り
に
つ
い
て
の
理
想
と
現
実
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
色
濃
く
表
れ
て
い
ま
す
。
県
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

看
取
り
の
姿
を
め
ざ
し
て
、
在
宅
医
療
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

現
在
、
滋
賀
県
で
は
、
住
み
心
地
日
本
一
の
滋
賀
を
目
指
す
、

基
本
構
想
「
未
来
を
拓
く
８
つ
の
扉
」
の
一
つ
に
「
地
域
を
支
え

る
医
療
福
祉
・
看
取
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
位
置
づ
け
、
こ
の
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

県
民
の
「
医
療
依
存
度
が
高
く
て
も
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
生

活
し
た
い
」
と
い
う
希
望
や
「
在
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
」
と
い

う
希
望
を
実
現
す
る
た
め
に
、
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に

受
け
ら
れ
る
地
域
を
県
民
と
と
も
に
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
の
考

え
か
ら
、
次
の
５
本
柱
に
沿
っ
て
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
す
す

め
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
①
入
院
か
ら
在
宅
へ
の
円
滑
な
移
行
の
促
進
、
②
在

宅
療
養
を
支
援
す
る
医
療
資
源
の
整
備
・
充
実
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
推
進
、
③
本
人
が
望
む
場
所
で
の
看
取
り
が
可
能
な
体
制
の
整

備
、
④
在
宅
医
療
を
担
う
人
材
の
養
成
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
仕
組

み
の
構
築
、
⑤
在
宅
療
養
を
支
援
す
る
拠
点
の
整
備
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
５
本
柱
の
推
進
は
、
全
県
一
律
で
は
な
く
、
２

次
医
療
圏
域
や
市
町
の
地
域
特
性
を
ふ
ま
え
、
今
後
、
地
域
包
括

ケ
ア
計
画
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
医
療
と
介
護
の
一
体
的
な
推

進
」
お
よ
び
「
県
民
の
理
解
と
主
体
的
な
取
り
組
み
」
と
連
動
し

な
が
ら
す
す
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
の
医
療
福
祉
の
問
題
は
、
行
政
だ
け
で
担
え
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
問
題
の
本
質
を
県
民
・
医
療
福
祉
サ
ー
ビ

ス
関
係
者
・
行
政
職
員
等
が
共
有
し
、
同
じ
土
俵
の
上
に
立
っ
て

議
論
し
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
備
え
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

滋
賀
県
で
は
、
病
気
や
障
害
が
あ
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
、
老
い
を
迎
え
、
安
心
し
て
死
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
る
医
療
福
祉
滋
賀
モ
デ
ル
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
平
成
23

年
８
月
に
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
関
係
者
の
主
導
の
も
と
、
県
民
や

行
政
関
係
者
も
参
画
し
、「
医
療
福
祉
・
在
宅
看
取
り
の
地
域
創

造
会
議
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
私
自
身
も
、
ひ
と
り
の
県
民
と

し
て
の
思
い
で
、
こ
の
議
論
の
場
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
立
場
や

職
種
を
こ
え
て
お
互
い
が
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築
し
な
が
ら
、

多
職
種
連
携
の
仕
組
み
を
ど
う
つ
く
る
か
？　

死
を
タ
ブ
ー
視
せ

ず
、
命
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
人
生
の
最
期
に
備
え
る
に
は
？　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
普
及
拡
大
を
ど
う
す
る
か
？　

な
ど
現

場
感
覚
を
大
切
に
し
た
議
論
の
場
は
、
熱
い
想
い
に
溢
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
地
域
創
造
会
議
の
活
動
か
ら
『
よ
り
ど
り
看
取
り
』
と
い

う
言
葉
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
現
に
は
賛
否
両
論
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
県
民
そ
れ
ぞ
れ
の
望
む
死
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う

社
会
環
境
を
整
え
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
言
葉
の
真
の
意
味
を
伝
え
な
が
ら『
よ
り
ど
り
看
取
り
』

の
滋
賀
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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映画によるまちづくり映画によるまちづくり

まちおこしがテーマの映画「JAZZ爺MEN」
のポスター
 ● 埼玉県本庄市（p18-19）

ドキュメンタリー映画「弁護士　布施辰治」
の撮影風景
 ● 宮城県石巻市（p12-13）

木造工場を再生した「鶴岡まちなかキネマ」の外
観。工場のイメージを生かし映画館に見えない
 ● 山形県鶴岡市（p14-15）

映画「ATARU」で使われた群馬大学同窓
記念会館
 ● 群馬県桐生市（p16-17）

ゆうばり映画祭の閉会式の模様。ゲストによ
るサインボール投げで映画祭は終幕する
 ● 北海道夕張市（p8-9）

「田んぼdeミュージカル」の１シーン、台所ダンサーズ。
お年寄りが制作・出演した映画は大きな反響を呼んだ
 ● 北海道むかわ町（p10-11）
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神戸映画資料館に併設されているミニシアタ
ー。週末を中心に上映を行っている
 ● 神戸市（p24-25）

映画「WOOD JOB !～神去なあなあ日常～」
の撮影風景。津市の美杉地域が舞台となっている
 ● 三重県津市（p22-23）

「シネマ尾道」の映写室で映画について学ぶ
子供たち
 ● 広島県尾道市（p26-27）

「しまね映画塾」の参加者たち。塾では10班程
度に分かれ、思い思いの短編映画を制作する
 ● 島根県（p28-29）

「さぬき映画祭2013」のゲストトーク後の記念写真。
前列左端が映画祭のディレクターを務めた本広克行監督
 ● 香川県（p30-31）

「富士町古湯映画祭」。上映後の周防正行監督
（右）のトークショー
 ● 佐賀県佐賀市（p32-33）

川越の街中に唯一残った「川越スカラ座」の
館内
 ● 埼玉県川越市（p20-21）
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は
じ
め
に

　

個
人
的
に
は
こ
こ
し
ば
ら
く
コ
ン
テ
ン
ツ
作
品
を
活
用

し
た
地
域
の
振
興
に
注
目
し
て
き
た
。
近
年
で
は
い
わ
ゆ

る
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
事
例
研
究
を
中
心
に
、
依

頼
が
あ
れ
ば
自
治
体
、
関
連
団
体
等
と
映
画
制
作
、
楽
曲

制
作
、
そ
し
て
コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ッ
プ
制
作
な
ど
の
支
援
を

研
究
と
並
行
し
て
行
っ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
衰
退
す
る
地

域
の
振
興
の
機
会
創
出
が
念
頭
に
あ
っ
て
の
こ
と
だ
。
映

画
に
は
個
人
的
に
も
一
定
の
注
目
は
し
て
き
た
つ
も
り

だ
。
映
画
祭
が
広
範
囲
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
集

客
事
業
と
し
て
も
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確
保
し
つ
つ
あ

る
し
、
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
編
に
寄
与
し
て
い
る
点
も

評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

た
だ
最
近
で
は
映
画
祭
か
ら
、
映
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
は
更
に
多
様
化
を
見
せ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
組
織
化
、
活
発
化
に
よ
る
ロ
ケ
誘
致
の

積
極
的
展
開
で
あ
る
。
ま
た
ひ
と
つ
は
地
域
映
画
の
制
作

に
よ
る
対
外
的
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
展
開
で
あ
る
。
同
時
に

映
画
人
材
の
育
成
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
こ
の
背
景
に
は
当
然
、
経
済
産
業
省
、
観
光
庁
等
の

施
策
が
存
在
す
る
点
に
も
ま
た
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
Ｊ
、
ナ
イ
の
「
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
」
の
提
唱
、
イ
ギ
リ
ス

の
ク
ー
ル
・
ブ
リ
タ
ニ
ア
政
策
か
ら
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
注

目
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
従
来
の
地
域
振
興

と
い
う
文
脈
の
み
な
ら
ず
、
国
レ
ベ
ル
で
の
政
策
的
な
転

換
も
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
に
違
い
な
い
。

国
内
映
画
祭
の
こ
れ
ま
で

　

世
界
三
大
映
画
祭
と
は
、
Ｆ
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｆ
（
国
際
映
画
製

作
者
連
盟
）
の
指
定
し
た
国
際
映
画
祭
の
う
ち
、
ベ
ル
リ

ン
国
際
映
画
祭
、
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

国
際
映
画
祭
の
三
つ
を
主
に
指
す
。
最
古
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
国
際
映
画
祭
は
１
９
３
２
年
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ

ン
ナ
ー
レ
と
い
う
国
際
美
術
展
の
映
画
部
門
と
し
て
誕
生

し
た
。
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
が
こ
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
対

抗
し
て
始
ま
っ
た
と
い
う
の
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

国
内
で
は
地
方
映
画
祭
と
し
て
は
湯
布
院
映
画
祭
が

も
っ
と
も
古
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
１
９
７
６
年
の
開
催

以
来
、
毎
年
、
夏
に
は
全
国
か
ら
邦
画
フ
ァ
ン
が
集
ま
っ

て
い
る
。
し
か
し
こ
の
湯
布
院
映
画
祭
以
降
、
地
方
映
画

祭
が
急
速
に
増
え
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

つ
ま
り
資
金
の
確
保
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
確

保
が
地
方
で
は
ま
だ
難
し
く
、
１
９
８
０
年
代
に
入
っ
て

公
的
資
金
の
活
用
が
可
能
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
。
例

え
ば
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
を
使
っ
た
ゆ
う
ば
り
国
際
フ
ァ

ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
映
画
祭
（
本
誌
事
例
１
）
が
そ
の
代
表

例
で
あ
る
。
こ
れ
は
地
域
の
文
化
行
政
が
首
長
の
下
で
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
ま
ち
お
こ
し
」
の
一
環
と
し
て

映
画
祭
を
企
画
す
る
自
治
体
が
現
れ
た
と
い
う
こ
と
で
も

あ
る
。
そ
の
後
、
１
９
９
０
年
代
に
は
バ
ブ
ル
経
済
の
崩

2013・11月号 4

特集

映
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

法
政
大
学
大
学
院
政
策
創
造
研
究
科
教
授　

●　

増
淵
敏
之

映
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
と
今
後
の
展
望

　

004-007　基調論文.indd   4004-007　基調論文.indd   4 2013/10/22   8:45:582013/10/22   8:45:58



特集 映画によるまちづくり

壊
に
よ
っ
て
、
大
規
模
な
映
画
祭
は
開
催
さ
れ
な
く
な
っ

た
が
、
ま
ず
国
の
外
郭
団
体
か
ら
国
内
の
映
画
祭
へ
の
助

成
な
ど
が
始
ま
り
、
そ
こ
に
地
方
自
治
体
か
ら
の
支
援
も

加
わ
っ
て
、
日
本
各
地
に
小
規
模
な
映
画
祭
が
次
々
と
誕

生
し
て
い
く
と
い
う
経
過
を
辿
る
。

　

２
０
０
７
年
度
の
「
映
画
祭
に
関
す
る
基
礎
調
査
」（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
シ
ネ
マ
支
援
セ
ン
タ
ー
）
が
映
画
祭
に
関
し

て
の
代
表
的
調
査
だ
が
、
そ
の
時
点
で
１
２
７
の
映
画
祭

が
国
内
で
は
実
施
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
後
、
幾
つ

か
の
映
画
祭
は
、
開
催
さ
れ
な
く
な
っ
た
。（
例
え
ば
20

年
続
い
た
さ
っ
ぽ
ろ
映
画
祭
は
２
０
０
８
年
を
最
後
に
、

14
年
続
い
たneo

ア
ジ
ア
映
画
祭
も
２
０
０
９
年
を
最
後

に
開
催
さ
れ
な
く
な
っ
た
）

　

資
金
難
、
組
織
運
営
、
観
客
の
変
化
な
ど
が
そ
の
原
因

と
推
察
で
き
る
が
、
や
は
り
持
続
的
に
運
営
し
て
い
く
の

は
至
難
の
業
な
の
だ
ろ
う
。
ま
た
映
画
祭
の
数
が
増
え
た

と
い
う
側
面
も
無
視
で
き
な
い
。

　

映
画
祭
が
地
域
振
興
に
果
た
し
た
役
割
は
決
し
て
小
さ

な
も
の
で
は
な
い
。
ゆ
う
ば
り
国
際
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ

ク
映
画
祭
が
自
治
体
の
破
綻
に
よ
っ
て
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

た
が
、
市
民
レ
ベ
ル
の
情
熱
に
よ
っ
て
規
模
の
縮
小
こ
そ

あ
れ
、
維
持
さ
れ
て
い
る
背
景
に
も
そ
の
点
が
あ
る
。
産

炭
地
と
し
て
の
夕
張
は
極
度
の
人
口
減
少
に
直
面
し
て
お

り
、
定
住
人
口
の
増
加
は
現
実
的
に
望
め
な
い
も
の
だ
と

す
れ
ば
、
や
は
り
集
客
人
口
の
増
大
に
期
待
を
か
け
る
の

も
納
得
い
く
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
今
後
、
各
地

の
映
画
祭
も
淘
汰
さ
れ
て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
夕

張
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
市
民
レ
ベ
ル
の
情
熱
が
映
画
祭
の

継
続
に
期
待
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　

２
０
０
１
年
、文
化
芸
術
振
興
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
で
は
、映
画
を
含
ん
だ
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
制
作
・

上
映
支
援
な
ど
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
じ
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
、
こ
れ
と
連
動
す
る
形
で
、
地
方
公
共
団
体
に

よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
示
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
文
化

庁
は
地
域
振
興
に
結
び
つ
く
映
画
制
作
に
つ
い
て
助
成
す

る
こ
と
を
打
ち
出
し
、
各
地
方
公
共
団
体
は
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
設
立
・
運
営
、
お
よ
び
当
該
組
織
を

通
じ
て
の
映
画
制
作
の
誘
致
な
ど
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。
更
に
、『
眠
る
男
』（
群
馬
県
）
や
『
船
を
降
り
た
ら

彼
女
の
島
』（
愛
媛
県
）
な
ど
の
よ
う
に
、
地
方
公
共
団

体
が
「
補
助
金
」
や
「
寄
付
」
な
ど
に
依
存
す
る
形
で
は

な
く
、
映
画
制
作
に
関
し
て
直
接
出
資
す
る
例
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
映
画
等
の
撮
影
場
所
誘
致

や
撮
影
支
援
を
す
る
機
関
で
あ
る
。
日
本
で
は
１
９
８
０

年
代
に
大
林
宣
彦
監
督
が
故
郷
・
尾
道
で
、
多
く
の
地
元

賛
同
者
の
協
力
を
得
て
撮
影
し
た
「
尾
道
三
部
作
」（『
転

校
生
』『
時
を
か
け
る
少
女
』『
さ
び
し
ん
ぼ
う
』）
が
、

そ
の
先
駆
け
と
い
わ
れ
る
。現
在
、フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
地
方
公
共
団
体
、
観
光
協
会
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
な
ど
の
公
的
機
関
、
そ
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
一
般

社
団
法
人
が
事
務
局
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
ま

た
民
間
企
業
で
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
狙
い
は
映
画
撮
影
な
ど
を
誘
致
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
地
域
活
性
化
、
文
化
振
興
、
観
光
振
興
を
図
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

全
国
的
な
組
織
と
し
て
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ジ
ャ

パ
ン
・
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｊ
Ｆ
Ｃ
）
が
あ
る
。

正
会
員
は
95
団
体
（
２
０
１
３
年
4
月
現
在
）
だ
が
、
実

際
に
は
加
盟
し
て
い
な
い
も
の
も
含
め
て
２
０
０
前
後
の

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
全
国
に
は
あ
る
だ
ろ
う
と
い

わ
れ
て
い
る
。
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

２
０
０
１
年
か
ら
２
０
０
９
年
ま
で
活
動
し
て
い
た
全
国

フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会
を
母
体
と
し
て

い
る
。
小
規
模
な
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
人
員
、
予

算
の
問
題
で
こ
の
組
織
に
は
加
盟
し
て
い
な
い
。

　

世
界
で
初
め
て
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
１
９

４
０
年
代
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ユ
タ
州
で
発
足
し
た
と
さ

れ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ス
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
日
本
で
は
映
画
等
の
撮
影
場
所
誘
致

や
撮
影
支
援
を
す
る
こ
と
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る

が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
作
品
に
対
す
る
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

機
能
を
重
視
し
て
い
る
し
、
ま
た
映
画
だ
け
で
は
な
く
コ

ン
テ
ン
ツ
全
般
を
対
象
に
し
て
い
る
。

　

全
体
を
統
括
す
る
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
フ
ィ
ル
ム
カ
ウ
ン

シ
ル
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
9
カ
所
の
ス
ク
リ
ー
ン
エ
イ

ジ
ェ
ン
シ
ー
に
対
し
て
補
助
金
、
宝
く
じ
関
連
フ
ァ
ン
ド

に
よ
る
資
金
面
で
の
援
助
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
公
共
放

送
局
か
ら
の
支
援
も
受
け
て
お
り
、
基
本
的
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
い
う
形
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
だ
日
本
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
歴
史
も
浅

く
、
当
面
模
索
は
続
く
だ
ろ
う
が
、
例
え
ば
映
画
や
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
を
誘
致
・
支
援
す
る
茨
城
県
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
推
進
室
は
、
２
０
１
２
年
度
の
ロ
ケ
支
援

作
品
数
が
前
年
度
比
74
作
品
増
の
３
９
０
作
品
と
な
り
、

過
去
最
高
を
記
録
し
た
と
発
表
し
た
。
ま
た
、
２
０
０
２

年
度
の
「
い
ば
ら
き
Ｆ
Ｃ
」
設
立
以
来
の
累
計
作
品
数
が

３
０
０
０
作
品
を
突
破
し
て
お
り
、
こ
れ
は
市
町
村
の
Ｆ
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Ｃ
が
計
25
に
増
え
た
こ
と
で
全
県
的
な
対
応
が
可
能
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
（
図
表
１
参
照
）。
な
お
、

「
い
ば
ら
き
Ｆ
Ｃ
」
は
全
県
を
統
括
す
る
形
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
活
動
を
停
止
し
た
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が

あ
る
半
面
、
こ
う
い
う
実
績
も
上
が
っ
て
い
る
こ
と
に
は

注
目
し
た
い
。

地
域
映
画

　

２
０
０
３
年
に
北
海
道
穂
別
町
（
現
む
か
わ
町
）
が
開

町
90
周
年
を
記
念
し
て
制
作
し
た
「
田
ん
ぼde

ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
」
と
い
う
地
域
映
画
が
あ
っ
た
。
崔
洋
一
監
督
が

監
修
し
た
こ
の
映
画
は
各
地
の
映
画
祭
で
大
き
な
話
題
を

呼
び
、
そ
の
顛
末
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
番
組
と

し
て
紹
介
さ
れ
た
。
地
域
の
高
齢
者
が
出
演
、
制
作
し
た

こ
の
映
画
は
少
子
高
齢
化
に
直
面
す
る
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
再
生
、
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
地
域
映
画
と
い
っ
て
も
幅
広
く
、
広
義
の
意
味
で
は

そ
の
地
域
を
舞
台
に
し
た
映
画
ま
で
も
含
め
る
考
え
方
も

あ
る
が
、
現
在
、
地
域
で
独
自
の
映
画
制
作
が
相
次
い
で

行
わ
れ
る
契
機
に
も
な
る
映
画
だ
っ
た
（
本
誌
事
例
２
）。

　

地
域
映
画
と
は
あ
る
特
定
の
地
域
を
主
要
な
舞
台
に
し

て
物
語
が
展
開
し
て
い
く
映
画
作
品
を
指
す
。
い
わ
ゆ
る

地
方
を
舞
台
と
し
た
映
画
作
品
は
古
く
か
ら
存
在
す
る
も

の
の
、
近
年
、
行
政
・
市
民
・
企
業
な
ど
地
方
側
が
主
体

的
に
動
い
て
企
画
制
作
さ
れ
た
作
品
が
「
ご
当
地
映
画
」

と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
ら
を
一
般
的
に
は
地
域
映
画
と
捉
え

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
現
実
的
に
は
地
方
側
は
配

給
業
務
や
宣
伝
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
経
験
に
乏
し

い
た
め
、
多
く
の
場
合
は
映
画
会
社
・
民
間
放
送
局
・
広

告
代
理
店
な
ど
と
組
む
こ
と
が
多
い
が
、
あ
く
ま
で
一
部

は
自
主
映
画
の
形
態
を
と
る
こ
と
も
あ
る
。「
田
ん
ぼde

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
は
そ
の
代
表
的
な
事
例
で
あ
ろ
う
。

　

例
え
ば
２
０
１
２
年
公
開
の
「
ふ
る
さ
と
が
え
り
」
は
、

広
域
合
併
を
経
て
13
の
自
治
体
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
岐
阜

県
恵
那
市
が
舞
台
に
な
っ
て
い
る
。
形
の
上
で
は
一
つ
に

な
っ
て
も
地
域
や
心
の
交
流
は
な
か
な
か
進
ま
な
い
と
い

う
現
実
を
前
提
に
し
て
、市
民
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
、人
々

の
融
和
を
目
指
し
た
「
映
画
制
作
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
ま
っ
た
。
映
画
の
企
画
段
階
か
ら
、

様
々
な
プ
ロ
セ
ス
を
イ
ベ
ン
ト
化
、
市
民
総
参
加
型
を
目

指
し
て
多
く
の
人
を
巻
き
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
こ
の
作
品
は
全
国
の
大
学
や
公
共
ホ
ー
ル
な
ど
で
の

公
開
と
い
う
形
を
取
っ
て
い
る
。

　

ま
た
同
じ
２
０
１
２
年
公
開
の
「
人
生
、
い
ろ
ど
り
」

は
高
齢
化
と
過
疎
化
が
進
む
徳
島
県
上
勝
町
で
、
木
の
葉

や
道
ば
た
の
草
を
料
理
の
つ
ま
も
の
と
し
て
販
売
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
た
高
齢
者
の
女
性
た
ち
が
成
功
を
収

め
た
実
話
を
映
画
化
し
た
も
の
だ
が
、
こ
ち
ら
は
配
給
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特集 映画によるまちづくり

ル
ー
ト
に
乗
せ
て
公
開
と
い
う
方
法
を
取
っ
て
い
る
。

　

ま
た
複
数
の
都
市
を
舞
台
と
し
た
場
合
で
も
、
同
一
県

内
若
し
く
は
近
隣
市
町
村
な
ど
狭
い
地
域
が
舞
台
の
場
合

は
地
域
映
画
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
が
、
舞
台
が
広
範
囲
に

な
る
と｢
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
境
界
は
明
確
で
は
な
い
。
本
来
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再

編
、
集
客
な
ど
の
地
域
振
興
を
目
的
に
し
て
き
た
が
、
近

年
で
は
そ
の
土
地
が
抱
え
る
社
会
・
経
済
問
題
な
ど
負
の

側
面
を
描
い
た
問
題
提
起
的
な
作
品
も
制
作
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
も
い
る
。

　

最
近
は
、
２
０
０
１
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た
文
化
芸
術

振
興
基
本
法
、
そ
れ
を
受
け
た
文
化
庁
の
地
域
主
導
の
映

画
制
作
に
対
す
る
助
成
等
の
動
き
に
対
応
し
て
、
各
地
方

公
共
団
体
に
よ
る
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
等
の
設
立
・

運
営
、
お
よ
び
当
該
組
織
を
通
じ
た
地
域
映
画
づ
く
り
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。 

ま
た
地
方
を
舞
台
と
し
た

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
が｢

ご
当
地
ア
ニ
メ
」
と
し
て
注

目
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

人
材
育
成

　

地
方
か
ら
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
の
流
出
を
避
け
る

た
め
に
、
様
々
な
施
策
展
開
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
地
方
都
市
に
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
が
定
着
す
れ
ば
雇

用
も
創
出
さ
れ
る
し
、
ま
た
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
は
若
年
層

に
は
魅
力
的
な
領
域
と
も
い
え
る
。
ま
た
確
か
に
札
幌
の

ク
リ
プ
ト
ン
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
メ
デ
ィ
ア
が
開
発
し
た
「
初

音
ミ
ク
」、GR

eeeeN

な
ど
を
育
て
た
仙
台
の
エ
ド
ワ
ー

ド
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
よ
う
に
地
方
独
自
の
成
功
事

例
も
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
が
地

方
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
つ

ま
り
地
方
の
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て

き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

映
画
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
先
述
し
た
地
域
映
画
も
人
材

育
成
と
い
う
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
と
く
に
自
主
映
画
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
作
品
で
は
地
元
の
人
材
を
活
用
し
た
も

の
も
あ
る
。
と
く
に
経
済
産
業
省
及
び
各
地
方
経
済
産
業

局
を
中
心
に
人
材
育
成
の
施
策
が
目
白
押
し
だ
し
、
札
幌

市
、
横
浜
市
、
大
阪
市
、
福
岡
市
な
ど
自
治
体
が
独
自
に

人
材
育
成
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
は
な
い
。
た

だ
残
念
な
が
ら
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
結
果
が
得
ら
れ
て
い
な

い
の
は
、
あ
く
ま
で
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
は
東
京
を

中
心
と
し
た
企
業
で
、Ｏ
Ｊ
Ｔ
（
企
業
内
で
の
教
育
訓
練
）

と
い
う
形
で
人
材
育
成
が
行
わ
れ
て
き
た
と
い
う
経
緯
が

あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
地
方
都
市
の
コ
ン

テ
ン
ツ
企
業
が
結
果
を
出
し
た
例
も
あ
る
が
、
ノ
ウ
ハ
ウ

の
移
転
に
は
ま
だ
多
少
の
手
間
が
か
か
る
こ
と
は
予
測
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
は
経
済
産
業
省
が
行
っ
て
い
る
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業

や
伝
統
文
化
な
ど
を
海
外
に
売
り
込
む
「
ク
ー
ル
・
ジ
ャ

パ
ン
戦
略
」
に
も
共
通
す
る
の
だ
が
、
従
来
、
民
間
企
業

や
個
々
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
努
力
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た

産
業
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
プ
ロ
セ
ス
が
明
解
に

存
在
す
る
の
で
、公
的
支
援
の
あ
り
方
に
関
し
て
は
更
に
、

議
論
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
日
本
の

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
中
心
に
文
化
産
業
の
海
外
展
開
支

援
、
輸
出
の
拡
大
や
人
材
育
成
、
知
的
財
産
の
保
護
な
ど

を
図
る
官
民
一
体
の
事
業
を
行
う
こ
と
が「
ク
ー
ル
・
ジ
ャ

パ
ン
戦
略
」
に
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
少
々
、
遅
き

に
失
し
た
と
い
う
感
想
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
と
め

　

以
上
、
み
て
き
た
よ
う
に
映
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
は

活
発
化
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
個
々
の
問
題
点

を
解
決
し
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
、
持
続
的
な
手
法
を
練

り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
わ
ゆ
る
ブ
ー
ム

で
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
け
は
避
け
る
べ
き
だ
ろ
う
。

日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
様
々
な
領
域
の
差
こ
そ
あ
れ
、
総

体
的
に
は
充
分
に
海
外
競
争
力
も
持
ち
得
る
も
の
だ
。
も

ち
ろ
ん
映
画
は
外
部
に
情
報
発
信
を
行
う
ツ
ー
ル
の
ひ
と

つ
で
も
あ
る
が
、
同
時
に
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
醸

成
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
も
あ
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
作
品
に

は
そ
の
両
面
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た

視
点
を
変
え
る
と
消
費
財
と
し
て
の
側
面
と
文
化
的
財
と

し
て
の
側
面
を
併
せ
持
つ
も
の
で
も
あ
る
。
そ
し
て
地
域

に
お
い
て
は
映
画
祭
、地
域
映
画
、人
材
育
成
と
い
う
個
々

の
展
開
も
相
互
に
連
関
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
も
理
解

す
る
必
要
が
あ
る
。
や
は
り
点
で
は
な
く
面
で
捉
え
る
こ

と
が
、
今
後
の
地
域
を
左
右
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
そ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
編
の
意
味
な
の
だ
と
思

う
。
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炭
鉱
の
町
、
最
盛
期
に
は
17
の
映
画
館

　
「
ゆ
う
ば
り
国
際
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
映
画
祭
」
は

北
海
道
夕
張
市
で
毎
年
２
月
下
旬
に
５
日
間
行
わ
れ
、
長

短
編
合
わ
せ
て
１
０
０
本
以
上
の
娯
楽
性
あ
ふ
れ
る
映
画

を
上
映
し
て
い
る
映
画
祭
だ
。
来
年
24
回
目
の
開
催
を
迎

え
る
べ
く
、
今
ま
さ
に
そ
の
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
夕
張
市
の
人
口
は
１
万
人
弱
で
高
齢
化
率
は

45
％
を
超
え
人
口
流
出
が
相
次
い
で
い
る
。
そ
ん
な
場
所

で
、
何
故
映
画
祭
を
開
催
し
て
い
る
の
か
？
と
い
う
素
朴

な
疑
問
を
よ
く
い
た
だ
く
。

　

昔
、
夕
張
市
は
石
炭
の
採
掘
で
栄
え
た
ま
ち
だ
っ
た
。

ピ
ー
ク
時
の
１
９
６
０
年
に
は
10
万
人
を
超
え
る
人
が
こ

こ
で
生
活
し
、
17
も
の
映
画
館
が
軒
を
連
ね
、
そ
の
中
に

は
24
時
間
営
業
の
も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
眠
ら
な
い
産

業
都
市
で
の
炭
鉱
労
働
者
の
福
利
厚
生
の
一
環
と
し
て
炭

鉱
会
社
が
運
営
し
て
い
た
も
の
が
そ
う
だ
っ
た
の
だ
。
ま

た
、
映
画
『
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
』
の
ラ
ス
ト
シ
ー

ン
に
た
な
び
く
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
は
夕
張
市
民
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
り
、
誇
り
で
も
あ
る
。
映
画
が
こ
の
小

さ
な
谷
間
の
ま
ち
の
盛
衰
を
見
つ
め
、
市
民
の
娯
楽
と
文

化
を
支
え
て
い
た
と
い
う
下
地
が
あ
っ
た
。

ゆ
う
ば
り
映
画
祭
誕
生

　

直
接
の
き
っ
か
け
は
１
９
８
８
年
、
竹
下
登
内
閣
に
よ

る
「
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
」
で
全
国
の
自
治
体
に
交
付
さ

れ
た
１
億
円
だ
っ
た
。
当
時
は
バ
ブ
ル
景
気
真
っ
盛
り
、

全
国
で
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
夕
張
も
そ

の
例
に
漏
れ
ず
ス
キ
ー
場
の
再
開
発
を
行
っ
て
い
た
。
そ

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ま
た
地
域
活
性

化
の
起
爆
剤
と
し
て
夕
張
市
の
主
催
で
計
画
さ
れ
た
の
が

こ
の
映
画
祭
だ
っ
た
。

　

中
心
人
物
は
当
時
の
夕
張
市
長
・
中
田
鉄
治
氏
。
市
民

会
館
内
に
市
営
の
映
画
館
を
開
設
し
、
自
ら
作
品
の
選
定

に
も
一
家
言
持
つ
ほ
ど
の
映
画
フ
ァ
ン
で
あ
っ
た
。
お
手

本
に
す
べ
く
フ
ラ
ン
ス
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
・
ア
ボ
リ

ア
ッ
ツ
で
開
催
さ
れ
て
い
た
国
際
映
画
祭
に
ま
で
直
接
視

察
に
行
く
ほ
ど
の
熱
の
入
れ
よ
う
で
、
国
内
の
み
な
ら
ず

海
外
の
映
画
ス
タ
ー
や
著
名
監
督
を
招
待
し
て
第
１
回
の

ゆ
う
ば
り
映
画
祭
が
盛
大
に
幕
を
開
け
た
の
が
１
９
９
０

年
だ
っ
た
。

　

当
時
、
北
海
道
の
一
地
方
都
市
で
国
際
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
と
い
う
の
は
大
き
な
冒
険
で
あ
っ
た
。
夕
張
市
に

と
っ
て
、
成
功
へ
の
素
地
は
あ
っ
た
に
せ
よ
相
当
に
リ
ス

キ
ー
で
背
伸
び
を
し
た
事
業
だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
幸
運
な

こ
と
に
、
こ
の
映
画
祭
は
年
を
重
ね
る
ご
と
に
映
画
人
や

フ
ァ
ン
た
ち
の
支
持
を
集
め
成
長
し
て
い
っ
た
。
成
功
の

大
き
な
要
因
は
歓
迎
す
る
夕
張
市
民
の
素
朴
な
「
お
も
て

な
し
」
と
そ
こ
で
生
ま
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ

た
。

ゆ
う
ば
り
国
際
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
映
画
祭
実
行
委
員
会

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

　

●　

澤
田
直
矢

「
ま
ち
お
こ
し
」か
ら「
映
画
お
こ
し
」
へ

―
ゆ
う
ば
り
国
際
映
画
祭
の
過
去
と
現
在―

1
北
海
道
夕
張
市

映
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

特集

今も残る『幸福の黄色いハンカチ』ラストシーンロケ地
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ゆ
う
ば
り
映
画
祭
の
特
徴

　

例
え
ば
、
ゆ
う
ば
り
映
画
祭
名
物
〝
ス
ト
ー
ブ
パ
ー

テ
ィ
ー
〞
は
零
下
10
度
以
下
の
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
野
外
に

石
炭
ス
ト
ー
ブ
を
持
ち
出
し
、
そ
の
周
り
で
温
か
い
汁
や

地
元
海
産
物
な
ど
の
焼
き
物
を
楽
し
む
と
い
う
も
の
。
ゲ

ス
ト
も
市
民
も
観
客
も
垣
根
が
な
い
フ
ラ
ッ
ト
な
交
流
会

場
だ
。
地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
食
材
を

つ
く
っ
て
も
て
な
す
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
の
パ
ー

テ
ィ
ー
も
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
有
名
無

名
を
問
わ
ず
様
々
な
出
席
者
が
自
由
に
そ
の
場
を
楽
し
ん

で
い
る
。

　

ま
た
、
当
初
か
ら
若
手
作
家
支
援
を
コ
ン
セ
プ
ト
の
一

つ
に
し
て
い
た
の
も
大
き
い
。
初
期
の
ゆ
う
ば
り
映
画
祭

に
参
加
し
た
映
画
監
督
た
ち
が
中
堅
ど
こ
ろ
と
し
て
日
本

映
画
界
を
支
え
つ
つ
、
新
作
を
持
っ
て
映
画
祭
を
訪
れ
て

く
れ
て
い
る
。
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
映
画
祭
で
紹
介
さ

れ
る
作
品
の
厚
み
が
増
し
、
映
画
祭
自
体
の
重
み
も
増
す

と
い
う
好
循
環
を
生
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
、
夕
張
に
も
市
民
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
く

と
い
う
予
期
せ
ぬ
効
果
が
生
ま
れ
た
。
当
初
計
画
に
な

か
っ
た
自
主
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
次
々
と
組
織
さ
れ
、

そ
れ
ら
が
結
果
と
し
て
市
の
財
政
破
綻
に
よ
る
中
止
か
ら

こ
の
映
画
祭
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
か
く

い
う
私
も
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
人
で
あ
っ
た
。

夕
張
市
破
綻
と
映
画
祭
の
復
活
、

「
ま
ち
お
こ
し
」
か
ら
「
映
画
お
こ
し
」
へ

　

２
０
０
６
年
６
月
、
夕
張
市
が
財
政
破
綻
を
宣
言
し
た

の
に
伴
い
、
映
画
祭

も
中
止
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
追
い
込

ま
れ
た
。
映
画
祭
な

ん
て
派
手
な
事
業
を

や
っ
て
い
る
か
ら
破

綻
し
た
な
ど
と
言
わ

れ
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
ほ
ど
な
く
我
々

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
、

映
画
祭
継
続
を
願
う

電
話
や
手
紙
や
メ
ー

ル
が
続
々
と
届
き
始

め
た
。
新
聞
や
メ

デ
ィ
ア
を
通
し
て
の

著
名
監
督
や
俳
優
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
相
次
い
だ
。

　

そ
こ
に
あ
っ
た
の
は
、
限
り
な
い
映
画
へ
の
愛
情
と
夕

張
へ
の
深
い
慈
し
み
で
あ
り
、
財
政
破
綻
の
中
に
あ
る
夕

張
市
民
有
志
が
映
画
祭
復
活
へ
の
烽
火
（
の
ろ
し
）
を
上

げ
る
の
に
十
分
な
熱
量
に
充
ち
満
ち
て
い
た
。

　

２
０
０
７
年
２
月
、
ゆ
う
ば
り
映
画
祭
は
開
催
さ
れ
な

か
っ
た
も
の
の
、
東
京
の
映
画
人
有
志
が
「
ゆ
う
ば
り
応

援
映
画
祭
」
を
開
催
し
、
夕
張
か
ら
「
映
画
」
の
灯
火
が

絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
間
、
関
係
者
の
尽
力
の

甲
斐
あ
っ
て
、翌
年
ゆ
う
ば
り
映
画
祭
は
復
活
を
果
た
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

復
活
に
当
た
り
、
映
画
祭
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
と
は

何
か
よ
く
考
え
た
。当
初
の
目
的
は
そ
れ
だ
っ
た
は
ず
が
、

結
果
と
し
て
、
市
は
財
政
破
綻
し
、
冒
頭
に
書
い
た
通
り

の
有
様
で
、
何
の
た
め
の
映
画
祭
だ
と
。
そ
こ
で
「
ま
ち

お
こ
し
」
の
映
画
祭
で
は
な
く
、「
映
画
お
こ
し
」
の
映

画
祭
を
本
気
で
や
ろ
う
と
決
め
た
。

　

新
鮮
で
面
白
い
作
品
を
映
画
祭
で
見
ら
れ
る
の
は
当
た

り
前
。「
ま
だ
見
ぬ
才
能
の
発
掘
」
を
合
い
言
葉
に
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
充
実
に
取
り
組
み
、
現
在
グ
ラ
ン
プ
リ

監
督
に
は
次
回
の
制
作
支
援
金
を
授
与
し
て
翌
年
の
映
画

祭
で
上
映
を
行
う
ほ
か
、
一
般
公
開
や
海
外
上
映
へ
の
サ

ポ
ー
ト
も
行
う
な
ど
、〝
ゆ
う
ば
り
〞
出
身
監
督
に
継
続

し
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
ま
た
、
日
本
が
抱
え
る
人
口
減
と
少
子
高
齢
化

に
代
表
さ
れ
る
課
題
に
夕
張
市
が
現
在
直
面
し
て
い
る
の

も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
夕
張
市
に
お
け
る
イ
ベ
ン

ト
は
日
本
の
未
来
へ
向
け
て
の
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
も
言
え

よ
う
。
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
ど
れ

だ
け
年
間
を
通
し
て
地
域
に
効
果
を
生
む
か
が
期
待
さ
れ

て
い
る
の
も
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る
。

ゆうばり映画祭名物のストーブパーティー

今年のコンペ表彰式の模様
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「
ニ
ュ
ー
ズ
・
ウ
イ
ー
ク
」
も
紹
介

　
「
お
年
寄
り
た
ち
が
映
画
を
制
作
し
て
全
国
で
上
映
し

て
い
る
な
ん
て
、
世
界
に
例
が
な
い
」
と
教
え
て
く
れ
た

の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
「
ニ
ュ
ー
ズ
・
ウ
イ
ー
ク
」
誌
で
あ

る
。
２
０
０
４
年
秋
、
写
真
入
り
で
２
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ

て
、
北
海
道
の
山
奥
の
小
さ
な
町
（
現
む
か
わ
町
穂
別
）

の
「
特
異
な
」
活
動
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
「
英
語
だ
ぞ
、
ぜ
ん
ぶ
英
語
だ
ぞ
」

　

お
年
寄
り
た
ち
の
感
激
は
、
ま
る
で
畏
れ
多
い
と
い
わ

ん
ば
か
り
の
か
し
こ
ま
り
方
で
あ
る
。
加
え
て
韓
国
や
フ

ラ
ン
ス
の
テ
レ
ビ
局
ま
で
も
が
取
材
に
訪
れ
た
。

　

最
初
は
何
か
ら
手
を
つ
け
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ

た
お
年
寄
り
た
ち
が
、「
映
画
」
な
る
も
の
に
取
り
組
ん

で
か
ら
10
年
を
こ
え
た
。
作
り
あ
げ
た
作
品
は
４
本
、
ど

れ
も
が
次
々
と
全
国
的
な
賞
を
得
た
。

戦
後
の
「
北
海
道
・
穂
別
」
を
舞
台
に

　

国
の
減
反
政
策
で
コ
メ
か
ら
メ
ロ
ン
栽
培
へ
転
作
し
て

い
く
農
家
の
父
と
子
の
葛
藤
と
対
立
、
家
族
と
地
域
の

人
々
の
思
い
や
り
を
描
い
た
第
１
作
「
田
ん
ぼ
ｄ
ｅ

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」（
２
０
０
３
年
、
地
方
の
時
代
映
像
祭

市
民
部
門
奨
励
賞
、
毎
日
新
聞
自
治
大
賞
奨
励
賞
な
ど
）、

着
る
も
の
よ
り
も
食
べ
る
こ
と
に
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
戦

後
開
拓
の
こ
ろ
の
「
晴
れ
着
」
を
思
い
、
い
ま
刈
り
入
れ

を
終
え
た
田
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
展
開
す
る
「
田

ん
ぼ
ｄ
ｅ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」（
05
年
）、
そ
し
て
第

３
作
は
「
町
村
合
併
反
対
」
を
叫
び
オ
ー
ト
バ
イ
で
爆
走

す
る
「
い
い
爺
い
ラ
イ
ダ
ー
」（
08
年
、
地
域
づ
く
り
総

務
大
臣
表
彰
、
ス
ポ
ニ
チ
文
化
芸
術
大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
な

ど
）、
４
作
目
は
何
と
西
部
劇
に
挑
戦
し
た
。
ダ
ム
を
つ

く
り
電
源
開
発
に
挑
む
村
長
の
情
熱
と
対
決
す
る
炭
鉱
の

悪
役
た
ち
の
、
ま
さ
に
ド
ン
パ
チ
ド
ラ
マ
「
赤
い
夕
陽
の

ジ
ュ
リ
ー
」（
11
年
）
で
は
、
燃
え
さ
か
る
火
事
の
シ
ー

ン
に
も
取
り
組
ん
だ
。
い
ず
れ
も
戦
後
ま
も
な
く
の
穂
別

の
背
景
か
ら
展
開
さ
れ
る
物
語
で
あ
る
。

　

終
戦
時
、
今
の
お
年
寄
り
た
ち
は
20
代
だ
っ
た
。
敗
戦

の
重
い
痛
み
に
耐
え
つ
つ
、
水
田
を
つ
く
り
、
村
づ
く
り

に
汗
を
流
し
た
。
脚
本
を
書
い
た
私
も
初
め
て
の
経
験

だ
っ
た
が
、
お
年
寄
り
た
ち
か
ら
聞
く
当
時
の
苦
労
と
情

熱
た
ぎ
る
多
く
の
話
が
、
脚
本
を
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
し
て

く
れ
た
。「
こ
れ
は
ま
る
で
お
れ
の
こ
と
だ
」
と
、
演
技

を
こ
え
る
感
動
を
お
年
寄
り
た
ち
は
も
つ
の
だ
っ
た
。

崔
監
督
の
一
言
が
き
っ
か
け
、

平
均
年
齢
76
歳

　

そ
れ
に
し
て
も
、
何
が
お
年
寄
り
た
ち
を
か
き
た
て
た

の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
と
の
始
ま
り
は
、
崔
洋
一
氏
と
い
う
異
色
の
映
画
監

督
を
、
地
元
に
招
い
た
２
０
０
２
年
５
月
の
文
化
講
演
会

で
、「
監
督
、
わ
し
ら
で
も
映
画
作
れ
る
べ
か
」
と
手
を

あ
げ
た
お
年
寄
り
に
、「
で
き
る
、
で
き
る
、
ど
う
せ
な

ら
歌
っ
て
踊
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
を
」
と
監
督
が
言
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
本
気
で
取
り
組
む
と
は
監
督

も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。

　
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
っ
て
何
だ
」

　

首
を
か
し
げ
な
が
ら
お
年
寄
り
た
ち
の
真
剣
な
作
業
が

始
ま
っ
た
。
撮
影
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
カ
メ
ラ
好
き

だ
っ
た
星
勇
さ
ん
（
農
業
、
88
歳
）、
監
督
は
青
年
団
の

こ
ろ
芝
居
を
や
っ
て
い
た
伊
藤
好
一
さ
ん
（
森
林
組
合
理

事
、
82
歳
）、
メ
ー
ク
は
娘
時
代
に
パ
ー
マ
屋
さ
ん
だ
っ

た
高
橋
安
佐
子
さ
ん（
82
歳
）ら
物
好
き
な
人
た
ち
が
次
々

と
集
ま
っ
た
。

　

役
者
も
も
ち
ろ
ん
地
元
の
お
年
寄
り
た
ち
。
第
１
作
の

出
演
者
総
数
は
１
２
５
人
、
平
均
年
齢
は
76
歳
だ
っ
た
。

町
の
人
た
ち
に
声
を
か
け
て
歩
い
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
役

は
元
消
防
団
長
の
原
田
幸
一
さ
ん
（
86
歳
）、
作
曲
は
町

内
の
音
楽
好
き
の
教
師
や
役
場
職
員
ら
。
ダ
ン
ス
の
振
付

け
は
保
育
園
の
保
育
士
さ
ん
、
老
体
の
健
康
管
理
に
と
役

田
ん
ぼ
ｄ
ｅ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
委
員
会
事
務
局
長　

●　

斉
藤
征
義

お
年
寄
り
た
ち
が
映
画
制
作
、め
ざ
す
は「
カ
ン
ヌ
」

―
既
に
４
作
、
全
国
的
な
賞
も
次
々
獲
得―

2
北
海
道
む
か
わ
町

映
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

特集
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場
の
保
健
師
さ
ん
も
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
っ
た
。
衣
裳
や
編

集
に
主
婦
た
ち
も
参
加
し
て
、「
よ
ー
い
、
ス
タ
ー
ト
」

の
カ
チ
ン
コ
を
崔
監
督
か
ら
頂
い
た
。

自
主
上
映
会
の
申
し
込
み
殺
到
、

新
聞
・
雑
誌
で
紹
介
も

　

驚
い
た
こ
と
に
は
、
崔
監
督
の
指
導
が
ま
と
も
に
き
び

し
く
、
来
町
は
20
回
を
こ
え
た
。
謝
礼
は
全
部
航
空
券
代

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
撮
影
機
材
が
そ
ろ
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
カ
メ
ラ
は
ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
で
、
マ

イ
ク
は
カ
ラ
オ
ケ
マ
イ
ク
、
物
干
し
竿
の
先
に
つ
け
て
使

い
、
ま
わ
り
な
が
ら
撮
る
ド
ー
リ
ー
に
は
車
椅
子
を
使
っ

た
。

　

驚
く
こ
と
は
ま
だ
あ
る
。
打
ち
合
わ
せ
の
た
び
に
「
万

一
の
と
き
」
を
心
配
し
た
。
と
こ
ろ
が
お
年
寄
り
た
ち
は

「
撮
影
中
は
葬
式
出
す
な
。
お
ま
え
の
代
役
は
い
な
い
ん

だ
か
ら
」
を
合
言
葉
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
素
人
の
手
づ
く
り
映
画
が
、札
幌
の
劇
場
で
封
切
ら
れ
、

東
京
や
名
古
屋
、
横
浜
な
ど
各
地
で
上
映
さ
れ
、
自
主
上

映
会
の
申
し
込
み
が
殺
到
し
た
り
、
映
画
雑
誌
や
新
聞
の

芸
能
欄
で
紹
介
さ
れ
た
り
し
た
。

５
作
目
に
挑
戦
、
め
ざ
す
は
「
カ
ン
ヌ
」

　
「
映
画
は
い
つ
ま
で
も
残
る
。
人
や
町
が
な
く
な
っ
て

も
、
１
０
０
年
後
に
海
外
で
再
評
価
さ
れ
る
か
も
」
な
ど

と
聞
く
と
、「
作
品
と
し
て
も
っ
と
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い

も
の
を
」
と
い
う
崔
監
督
の
き
び
し
い
指
導
も
理
解
で
き

る
。
そ
の
こ
と
に
お
年
寄
り
た
ち
が
、
ま
る
で
新
し
い
生

き
が
い
を
見
つ
け
た
よ
う
に
張
り
切
っ
て
い
る
の
を
み
る

と
、
ま
さ
に
「
魂
の
活
動
」
な
の
だ
と
思
う
。

　
「
４
作
で
は
縁
起
が
悪
い
か
ら
、
せ
め
て
も
う
１
本
撮

ろ
う
」
と
い
う
お
年
寄
り
た
ち
の
声
に
、
い
ま
５
作
目
の

準
備
に
入
っ
た
。
平
均
年
齢
は
お
そ
ら
く
80
歳
に
な
る
だ

ろ
う
。
そ
し
て
、
め
ざ
す
は
海
外
上
映
だ
と
意
気
込
む
。

い
ま
合
言
葉
は
「
カ
ン
オ
ケ
よ
り
カ
ン
ヌ
へ
」
で
あ
る
。

「田んぼdeミュージカル」の村人ダンサーズ

第３作「いい爺いライダー」。オートバイに乗り、町村合併反対を叫ぶ

第４作「赤い夕陽のジュリー」では西部劇にも挑戦
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食
材
王
国
・
石
巻

　

宮
城
県
石
巻
市
は
東
洋
一
の
大
き
さ
の
漁
港
と
、
世
界

三
大
漁
場
の
一
つ
で
あ
る
黒
潮
と
親
潮
が
交
差
す
る
「
金

華
山
沖
」
の
漁
場
を
有
す
る
、
わ
が
国
屈
指
の
港
町
・
水

産
都
市
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

｢

金
華
ブ
ラ
ン
ド
魚｣

を
は
じ
め
、
新
鮮
で
多
種
類
の

魚
介
類
が
日
々
水
揚
げ
さ
れ
、
農
業
地
帯
も
広
大
で
あ
る

こ
と
か
ら
、｢

食
材
王
国
・
石
巻｣

、「
食
彩
・
感
動
・
石
巻
」

と
し
て
、
全
国
か
ら
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
美

味
し
い
お
寿
司
は
も
ち
ろ
ん
、
地
場
産
の
旬
の
食
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
し
た
和
・
洋
・
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
の
料
理
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

石
巻
の
魅
力
を
発
信

　

石
巻
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
い
し
の
ま
き
Ｆ
Ｃ
、

加
藤
俊
治
代
表
）
は
、
石
巻
市
、
女
川
町
、
東
松
島
市
で

行
わ
れ
る
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

撮
影
を
支
援
す
る
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
２
０

０
９
年
（
平
成
21
年
）
11
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

映
像
制
作
者
に
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
撮
影
す
る
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
石
巻
を
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
撮
影
の
場
と
し
て
選
ん
で
い
た
だ
き
、
完
成
し
た
映
像

を
通
し
て
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
石
巻
市
な
ど
の
魅
力
を

発
信
す
る
こ
と
が
大
き
な
目
的
で
す
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の

撮
影
協
力
に
奔
走

　

石
巻
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
設
立
さ
れ
て
初
め
て

手
が
け
た
の
が
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
弁
護
士　

布

施
辰
治
」
の
撮
影
支
援
で
し
た
。
布
施
辰
治
（
１
８
８
０

―

１
９
５
３
年
）
は
石
巻
市
出
身
の
弁
護
士
・
社
会
運
動

家
で
、
各
種
の
刑
事
事
件
の
弁
護
や
普
選
運
動
な
ど
の
ほ

か
、
特
に
朝
鮮
独
立
運
動
に
関
す
る
事
件
の
弁
護
活
動
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
で
の
撮
影
は
２
０
０
９
年
11
月
に
１
週
間
程
度
行

わ
れ
ま
し
た
。
布
施
辰
治
が
男
女
平
等
の
参
政
権
を
求
め

て
普
選
運
動
を
す
る
中
、
郷
里
の
石
巻
で
演
説
会
を
す
る

シ
ー
ン
な
ど
が
撮
影
さ
れ
ま
し
た
が
、
石
巻
Ｆ
Ｃ
で
は
エ

キ
ス
ト
ラ
の
募
集
（
１
０
０
名
）
に
加
え
、
撮
影
に
伴
う

運
営
協
力
（
炊
き
出
し
、
受
け
付
け
、
撮
影
地
や
宿
泊
施

設
の
紹
介
な
ど
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

設
立
後
、
初
め
て
の
撮
影
と
あ
っ
て
、
右
も
左
も
分
か

ら
な
い
状
態
の
中
で
の
協
力
で
す
。
ま
ず
は
、
エ
キ
ス
ト

ラ
の
参
加
依
頼
が
撮
影
隊
の
方
か
ら
来
ま
し
た
が
、
設
立

間
も
な
い
石
巻
Ｆ
Ｃ
と
し
て
は
１
人
も
い
る
わ
け
が
あ
り

ま
せ
ん
。「
さ
ぁ
ど
う
し
よ
う
」
と
関
係
者
一
同
大
い
に

戸
惑
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
と
も
か
く
撮
影
隊
の
要
請
に
応
じ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
石
巻
市
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

各
団
体
へ
の
協
力
依
頼
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
で
の

参
加
の
呼
び
か
け
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
家
族
・
知
人
へ
の

石
巻
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
務
局　

●　

亀
山
泰
弘

ロ
ケ
誘
致
で
震
災
復
興
と
活
性
化
め
ざ
す

―
石
巻
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン―

3
宮
城
県
石
巻
市

映
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

特集

「お菓子放浪記」。日和山での撮影後の記念写真。
中央にはいしだあゆみさんの姿も見える
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特集 映画によるまちづくり

要
請
な
ど
、
知
り
得
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
フ
ル
に
活
用
し

て
、
エ
キ
ス
ト
ラ
の
募
集
を
か
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

市
民
な
ど
エ
キ
ス
ト
ラ
１
０
０
人
が
ど
う
に
か
集
ま
り
、

演
説
会
の
シ
ー
ン
を
無
事
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

思
い
出
深
い
映
画
「
お
菓
子
放
浪
記
」

　

翌
２
０
１
０
年
に
は
日
本
テ
レ
ビ
の
「
満
天
★
青
空
レ

ス
ト
ラ
ン
」（
撮
影
に
伴
う
運
営
協
力
＝
受
け
付
け
、
撮

影
地
・
宿
泊
施
設
紹
介
な
ど
）と
テ
レ
ビ
朝
日
の「M

U
SIC 

ST
A
T
IO
N

」（
撮
影
に
伴
う
運
営
協
力
と
出
演
者
紹
介
）

と
い
う
２
つ
の
テ
レ
ビ
番
組
の
支
援
を
し
た
ほ
か
、
こ
れ

ま
で
で
最
も
大
き
な
仕
事
と
な
っ
た
映
画「
エ
ク
レ
ー
ル
・

お
菓
子
放
浪
記
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
の
原
作
は
小
説
家
・
西
村
滋
氏
の
自
伝
的
作

品
『
お
菓
子
放
浪
記
』
で
す
。
戦
中
・
戦
後
を
必
死
に
生

き
抜
い
て
い
く
少
年
の
姿
を
描
い
た
感
動
的
な
小
説
で
、

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
映
画
に
は
、
い
し
だ

あ
ゆ
み
さ
ん
、
林
隆
三
さ
ん
ら
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー

が
出
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
で
の
撮
影
は
２
０
１
０
年
10
月
15
日
か
ら
１
カ
月

ほ
ど
行
わ
れ
ま
し
た
。
宮
城
県
内
及
び
石
巻
市
を
メ
イ
ン

に
撮
影
さ
れ
た
初
め
て
の
映
画
の
撮
影
協
力
で
、
毎
日
が

初
め
て
づ
く
し
。
撮
影
地
候
補
の
選
定
や
紹
介
、
エ
キ
ス

ト
ラ
（
全
体
で
約
４
０
０
名
）
募
集
、
出
演
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
全
面
協
力
体
制
で
臨
み
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
は
、
石
巻
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ほ
か

に
、
石
巻
市
や
石
巻
商
工
会
議
所
、
支
援
団
体
な
ど
も
協

力
し
て
、
街
全
体
で
取
り
組
ん
だ
作
品
と
し
て
石
巻
市
民

が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
映
画
と
な
り
ま
し
た
。
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
前
の
豊
か
な
自
然
や

建
造
物
も
多
く
作

品
中
に
残
っ
て
お

り
、
そ
う
い
う
意

味
で
も
貴
重
な
映

画
と
し
て
、
と
て

も
思
い
出
深
い
作

品
で
す
。

　

こ
う
し
た
石
巻

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
活
動
は

震
災
に
よ
っ
て
や

む
な
く
中
断
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
２

０
１
２
年
３
月
に

は
自
動
車
の
Ｃ
Ｍ
の
撮
影
協
力
、
同
９
月
に
は
映
画
「
特

別
で
は
な
い
場
所
」
の
支
援
を
行
う
な
ど
活
動
を
再
開
さ

せ
て
い
ま
す
。

復
興
と
活
性
化
を
願
っ
て

　

石
巻
Ｆ
Ｃ
の
加
藤
俊
治
代
表
は
「
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
な
ど
、
一
つ
の
作
品
を
作
る
た
め
に
は
撮
影
に
関
わ
る

全
て
の
人
々
が
協
力
し
、
心
を
一
つ
に
し
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
石
巻
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
石
巻

市
の
人
々
が
撮
影
に
携
わ
り
、
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

そ
の
絆
に
触
れ
、地
元
へ
の
愛
着
心
、石
巻
市
の
絆
を
作
っ

て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

３
・
11
の
震
災
に
よ
っ
て
全
国
的
に
知
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
石
巻
市
。
震
災
の
影
響
で
人
口
も
激
減
し
、
過
疎

化
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
歴
史
的
な
建
造
物
・
資

料
、
自
然
豊
か
な
景
観
な
ど
失
わ
れ
た
も
の
は
計
り
知
れ

ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
の
石
巻
、
こ
れ
か
ら
の
石
巻
を
映
像
や
画
像

な
ど
の
デ
ー
タ
で
後
世
に
残
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
石
巻
の
魅
力
を
残
し
、
あ
る
い
は
発
信

す
る
こ
と
に
よ
り
、観
光
業
や
基
盤
産
業
が
盛
ん
に
な
り
、

地
域
の
活
性
化
に
繋
が
り
ま
す
。

　

石
巻
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
今
後
も
地
域
振
興

に
力
を
入
れ
、
映
像
を
通
し
て
石
巻
の
復
興
と
活
性
化
、

地
域
の
人
達
の
地
元
愛
を
育
ん
で
い
け
た
ら
と
願
い
、
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

○
石
巻
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.ishinom

aki-fc.com

テレビ朝日の「MUSIC STATION」撮影風景

石巻フィルムコミッションの加藤代表（右端）と筆者（左端）ら
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中
心
市
街
地
活
性
化
で
「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」

　
「
株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
鶴
岡
」
は
、
平
成
19
年
７
月

10
日
に
鶴
岡
市
内
の
32
事
業
所
（
商
工
会
議
所
を
含
む
）

の
出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
、
民
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
会
社
で
あ
る
。
現
在
は
平
成
22
年
２
月
の
増
資
に
よ

り
68
の
事
業
所
・
団
体
・
個
人
か
ら
賛
同
を
い
た
だ
き
支

え
ら
れ
て
い
る
。

　

当
社
は
、
鶴
岡
市
の
「
中
心
市
街
地
活
性
化
」
の
た
め

の
事
業
を
行
う
こ
と
が
大
き
な
目
標
で
あ
る
。
将
来
に
わ

た
る
継
続
的
な
事
業
と
し
て
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
事
業
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。
し
か
し
、
原
則
的
に
「
人
を
集
め
る
仕
掛
け
」
や

「
人
を
集
め
る
拠
点
づ
く
り
」
に
よ
る
ま
ち
の
活
性
化
が

目
標
で
あ
り
、
一
つ
の
企
業
や
商
店
で
は
で
き
な
い
仕
組

み
づ
く
り
を
先
導
す
る
の
が
当
社
の
役
割
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

映
画
館
を
中
心
に
新
た
な
人
の
流
れ
つ
く
る

　
「
ま
ち
づ
く
り
鶴
岡
」
で
は
、
地
域
住
民
と
市
外
か
ら

の
来
訪
者
の
両
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
集
客
施
設
と
し

て
「
ま
ち
な
か
映
画
館
等
整
備
事
業
」
を
実
施
し
た
。
施

設
の
名
称
は
「
鶴
岡
ま
ち
な
か
キ
ネ
マ
（
略
称
：
ま
ち
キ

ネ
）」
で
、
平
成
22
年
5
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
当
社
と

し
て
は
基
幹
的
位
置
づ
け
に
あ
る
事
業
で
あ
る
。

　

で
は
な
ぜ
「
映
画
館
」
だ
っ
た
の
か
。
理
由
は
大
き
く

分
け
て
4
つ
あ
る
。

　

第
１
は
映
画
に
は
「
楽
し
み
が
あ
る
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
医
療
機
関
や
行
政
機
関

に
行
く
の
と
は
違
い
、
目
的
が
「
娯
楽
」
で

あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

第
２
に
、
近
年
の
藤
沢
周
平
作
品
の
映
画

化
や
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞
を
契
機
に
ブ
ー

ム
と
な
っ
た
「
お
く
り
び
と
」、
庄
内
映
画

村
に
よ
る
多
く
の
ロ
ケ
撮
影
作
品
な
ど
、
映

画
に
お
け
る
庄
内
地
方
の
評
価
も
高
ま
り
、

映
画
が
市
民
に
と
っ
て
よ
り
身
近
に
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
「
市
内
で
映
画
を
楽
し
み
た
い
」

と
市
民
か
ら
渇
望
す
る
声
が
多
か
っ
た
。

　

第
３
に
、
映
画
は
幅
広
い
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
相
手
に
で
き

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
ご
高
齢
の

方
ま
で
年
齢
性
別
を
問
わ
ず
来
て
い
た
だ
け
る
可
能
性
を

持
っ
て
い
る
施
設
が
映
画
館
で
あ
る
。
ま
た
、
次
々
と
作

品
が
変
わ
れ
ば
リ
ピ
ー
ト
客
も
生
ま
れ
る
。
も
う
少
し
言

う
と
、
一
度
足
を
運
ぶ
と
２
度
目
が
な
い
よ
う
な
観
光
施

設
や
特
定
の
年
齢
層
し
か
利
用
し
な
い
よ
う
な
施
設
と
は

違
う
と
い
う
観
点
で
あ
る
。

　

第
４
に
、
商
業
だ
け
で
は
人
を
集
め
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
物
は
飽
和
し
、
消
費
自
体
が

低
迷
す
る
中
で
、
品
揃
え
、
大
規
模
店
化
、
低
価
格
化
な

ど
郊
外
大
型
店
自
体
が
シ
ェ
ア
の
奪
い
合
い
の
中
で
生
き

残
り
を
模
索
す
る
時
代
に
、
中
心
市
街
地
で
同
じ
土
俵
に

上
が
っ
て
競
争
で
き
る
と
は
考
え
に
く
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
映
画
館
整
備
事
業
の
ね
ら
い
は
、「
映

画
機
能
」
に
よ
る
集
客
拠
点
の
形
成
か
ら
周
辺
商
店
街
へ

の
新
た
な
人
の
流
れ
を
つ
く
る
仕
掛
け
づ
く
り
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
点
が
ポ
イ
ン
ト

株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
鶴
岡 

企
画
部
長　

●　

菅　

隆

木
造
工
場
を
映
画
館
に
再
生
し
、集
客
拠
点
に

―
「
鶴
岡
ま
ち
な
か
キ
ネ
マ
」
の
挑
戦― 4

山
形
県
鶴
岡
市

映
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

特集

建物のイメージを創る象徴的なエントランスホー
ル。屋根は一部ガラス張りで、自然の光が降り注
いでいる
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特集 映画によるまちづくり

と
な
る
。

　

①
集
客
施
設
と
し
て
「
映
画
館
（
複
数
館
）」
等
を
設

置
し
、
ま
ち
の
中
で
楽
し
く
過
し
て
も
ら
う
場
を
提
供
す

る
。
こ
う
し
て
中
心
市
街
地
に
来
な
か
っ
た
顧
客
を
取
り

込
む
と
と
も
に
、
商
店
街
と
の
回
遊
性
を
高
め
る
新
た
な

販
促
等
の
仕
掛
け
を
設
け
る
。

　

②
集
客
施
設
を
活
用
し
た
多
様
な
企
画
・
イ
ベ
ン
ト
等

を
通
し
て
、
中
心
市
街
地
に
人
が
集
ま
る
仕
掛
け
を
つ
く

り
、
隣
接
す
る
商
店
街
へ
の
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
。

　

③
集
客
施
設
に
駐
車
場
を
整
備
し
、
隣
接
す
る
商
店
街

に
不
足
す
る
来
客
向
け
駐
車
場
の
補
完
機
能
を
担
う
。

　

こ
の
ほ
か
今
回
の
事
業
の
特
徴
と
し
て
、
環
境
に
配
慮

し
た
再
開
発
と
、
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
企
画
・
運
営
の
２

点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

木
造
工
場
を
映
画
館
に
再
生

　

地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応
や
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

に
向
け
、
今
あ
る
も
の
を
う
ま
く
利
用
し
続
け
る
ス
ト
ッ

ク
型
社
会
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
個
性
と

魅
力
あ
る
鶴
岡
中
心
部
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
地
域
の
歴

史･

記
憶
を
継
承
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
認
識
に
基
づ

き
、
既
存
の
木
造
工
場
を
解
体
す
る
こ
と
な
く
映
画
館
に

再
生
す
る
と
い
う
方
法
を
採
用
し
た
。

　

対
象
と
な
っ
た
の
は
、松
文
産
業
㈱
の
木
造
工
場
２
棟
。

こ
の
同
社
鶴
岡
工
場
は
昭
和
７
年
（
１
９
３
２
年
）、
大

泉
機
業
場
を
譲
り
受
け
創
設
さ
れ
、
最
盛
期
に
は
従
業
員

が
約
４
０
０
名
に
上
る
な
ど
鶴
岡
の
絹
織
物
産
業
を
支
え

た
代
表
的
な
事
業
所
で
あ
っ
た
。
建
物
は
、
市
内
中
心
部

に
残
さ
れ
た
貴
重
な
「
歴
史
的
産
業
遺
産
」
で
あ
り
、
６

間
（
約
10
・
８
メ
ー
ト
ル
）
と
い
う
長
大
な
陸
梁
（
ろ
く

ば
り
）
に
は
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
入
手
困
難
な
「
一
本

も
の
の
杉
材
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

映
画
館
へ
の
再
生
に

当
た
っ
て
は
天
井
を
取

り
払
い
、
特
徴
的
な
木

造
の
屋
根
裏
の
小
屋
組

み
を
露
わ
に
し
た
こ
と

で
、
建
物
の
持
つ
魅
力

を
十
分
に
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の

屋
根
は
自
然
光
が
入
る

よ
う
に
一
部
ガ
ラ
ス
張

り
と
し
、
開
放
感
た
っ

ぷ
り
の
空
間
を
生
み
出

し
た
。

　

こ
う
し
て
整
備
さ
れ
た
「
鶴
岡
ま
ち
な
か
キ
ネ
マ
」
は

敷
地
面
積
が
約
１
万
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
（
約
３
１
７

０
坪
）
で
、
木
造
１
階
建
て
２
棟
（
合
計
床
面
積
は
１
５

２
１
平
方
メ
ー
ト
ル
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

主
な
施
設
は
次
の
通
り
。

　

①
映
画
館
：
４
ス
ク
リ
ー
ン
合
計
４
３
７
席

　
　

 

キ
ネ
マ
１
（
１
６
５
席
）、キ
ネ
マ
２
（
１
５
２
席
）、

キ
ネ
マ
３
（
80
席
）、
キ
ネ
マ
４
（
40
席
）

　

②
飲
食
店
：
１
店
舗
（
テ
ナ
ン
ト
）

　

③
駐
車
場
：
１
１
９
台
収
容

市
民
を
巻
き
込
む
企
画
運
営

　
「
鶴
岡
ま
ち
な
か
キ
ネ
マ
」
で
は
鑑
賞
し
た
い
映
画
を

鑑
賞
者
自
ら
が
宣
伝
す
る
な
ど
、
市
民
参
加
型
の
作
品
上

映
も
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
映
画
館
の
企
画
運
営

に
市
民
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
よ
り
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
が
可
能
と
な
り
、
こ
の
点
が
当
計
画

に
お
け
る
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
。

　

ま
た
映
画
以
外
の
施
設
利
用
も
進
め
て
い
る
。「
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
」、「
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」、「
落
語
会
」、

「
朗
読
会
」、「
絵
画
展
示
」、「
各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催
」
な
ど
、

多
面
的
な
利
用
を
促
す
企
画
を
実
施
し
続
け
て
お
り
、
映

画
以
外
の
目
的
で
も
市
民
が
集
い
活
動
す
る
場
と
な
っ
て

い
る
。

　

今
後
も
、
市
民
が
映
画
館
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
身
近

な
文
化
施
設
と
し
て
当
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
中
心

市
街
地
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

木造の内装で温かみのある劇場内

エントランスホールはコンサート会場にも利用されている
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民
間
初
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　

関
東
平
野
の
奥
座
敷
に
位
置
す
る
人
口
13
万
人
の
群
馬

県
桐
生
市
は
、
美
し
い
山
々
と
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
歴
史

と
伝
統
が
息
づ
く
織
物
の
街
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

織
物
商
人
に
よ
り
発
展
し
た
街
で
あ
り
、
織
物
産
業
や

そ
れ
に
関
わ
る
商
業
に
よ
り
繁
栄
し
た
近
代
化
遺
産
の
宝

庫
で
あ
る
街
並
み
を
目
指
し
て
、「
わ
た
ら
せ
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
が
設
立
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
映
画
「
突

入
せ
よ
！
あ
さ
ま
山
荘
事
件
」
や
映
画
「
の
ど
自
慢
」
な

ど
数
多
く
の
映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
の
撮
影
が
行
わ
れ
、
そ

の
た
び
に
、
市
民
の
多
く
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
や

エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
関
わ
っ
て
き
て
い
た
。

　

そ
こ
で
市
役
所
の
若
手
グ
ル
ー
プ
が
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
注
目
し
研
究
を
重
ね
た
。
民
間
人
所
有
の
歴
史

的
資
産
の
多
い
街
で
あ
る
こ
と
、
時
間
を
か
け
て
制
作
者

と
信
頼
関
係
を
築
き
上
げ
る
た
め
担
当
の
異
動
が
な
い
の

が
望
ま
し
い
こ
と
、
行
政
の
枠
を
超
え
た
サ
ポ
ー
ト
が
で

き
る
体
制
が
望
ま
し
い
こ
と
を
考
慮
し
、
行
政
主
体
で
は

な
く
、
30
歳
代
を
中
心
と
し
た
民
間
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成

す
る
「
わ
た
ら
せ
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
が
２
０
０

２
年
9
月
、
国
内
で
は
初
め
て
の
民
間
に
よ
る
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
誕
生
し
た
。

　

栃
木
県
足
尾
か
ら
群
馬
県
み
ど
り
市
・
桐
生
市
へ
と
渓

谷
を
流
れ
る
渡
良
瀬
川
、
そ
の
連
な
り
す
べ
て
の
広
域
を

活
動
の
舞
台
に
す
べ
し
と
の
意
図
か
ら
、「
わ
た
ら
せ
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
名
付
け
た
の
は
、
設
立
後
も
顧

問
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
故
・
深
作
欣
二
監
督
で
あ
る
。

地
域
を
学
び
、
愛
す
る
契
機
に

　

全
国
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
掲
げ
る
事
業
目
的

は
、
地
域
の
メ
デ
ィ
ア
露
出
を
推
進
し
、
集
客
に
つ
な
げ

る
観
光
振
興
で
あ
る
。
し
か
し
、
桐
生
市
で
は
観
光
産
業

と
い
う
ほ
ど
の
集
積
も
な
く
、
核
と
な
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

も
な
い
。

　

ま
た
、
桐
生
市
の
総
面
積
は
２
７
４
７
・
57
平
方
㌔
。

こ
の
う
ち
70
％
以
上
が
山
地
で
あ
っ
て
可
住
地
域
は
28
％

ほ
ど
し
か
な
く
、
そ
の
少
な
い
平
地
に
人
口
が
集
中
し
て

い
る
。
し
か
し
、
言
い
換
え
れ
ば
、
桐
生
市
の
街
並
み
の

ど
こ
か
が
メ
デ
ィ
ア
に
露
出
す
れ
ば
、
市
民
の
方
に
は
一

度
は
通
っ
た
こ
と
の
あ
る
、
見
た
こ
と
の
あ
る
風
景
が
映

し
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
、
映
像
に
よ
る
地
域
の
メ
デ
ィ
ア
露
出
を
推
進

し
、
集
客
に
つ
な
げ
る
制
作
を
通
じ
て
、
①
地
域
の
文
化

的
財
産
を
地
域
住
民
が
再
発
見
・
再
評
価
す
る
②
地
域
を

学
び
、
愛
す
る
た
め
の
「
学
習
の
契
機
」
と
す
る―

こ
と

を
目
標
と
し
て
活
動
を
は
じ
め
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

活
動
が
ひ
い
て
は
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
い
う

判
断
も
あ
っ
た
。

欠
か
せ
な
い
住
民
の
理
解
、

ロ
ケ
弁
フ
ェ
ア
も
開
催

　

設
立
以
降
、
関
係
者
へ
の
認
知
も
進
み
、
現
在
で
は
年

間
20
本
程
度
の
撮
影
が
行
わ
れ
て
い
る
。
中
に
は
最
近
公

開
さ
れ
た
「
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｕ
」
の
ほ
か
、「
明
日
の
ジ
ョ
ー
」、

「
山
本
五
十
六
」
な
ど
の
映
画
撮
影
の
支
援
も
含
ま
れ
て

い
る
。

　

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
の
は
有
名
作
品
か
ら
自
主
制
作
映
画

ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
、
実
際
に
地
域
を

訪
れ
地
域
の
魅
力
を
見
出
し
て
く
れ
た
制
作
者
の
み
に
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
撮
影
が
行
わ
れ
る
場
所
を
生
活

圏
と
す
る
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
と
考
え
、

制
作
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
な
け
れ
ば
成
立
し

な
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ロ
ケ
ハ
ン
の
撮
影
場
所
な
ど
関
係
各
所
へ
の
あ
い
さ
つ

回
り
の
案
内
、
各
種
機
関
の
許
認
可
へ
の
案
内
、
エ
キ
ス

ト
ラ
募
集
な
ど
、活
動
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、メ
ン
バ
ー

の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
も
多

い
。

わ
た
ら
せ
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
代
表　

●　

周
藤
史
朗

映
像
に
よ
る
地
域
情
報
の
発
信
を
目
指
し
て

―
「
わ
た
ら
せ
Ｆ
Ｃ
」、
地
域
経
済
振
興
に
も
寄
与―

5
群
馬
県
桐
生
市

映
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

特集
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わ
た
ら
せ
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
エ
キ
ス
ト

ラ
を
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登
録
制
度
を
採
用
し
、
登
録
者

へ
の
メ
ー
ル
配
信
に
よ
る
エ
キ
ス
ト
ラ
募
集
を
行
っ
て
お

り
、
現
在
、
登
録
人
数
は
２
０
０
０
人
を
超
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
撮
影
で
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
百
人
単
位
で
エ
キ
ス
ト
ラ
の
募
集
を
依
頼
さ
れ
る

こ
と
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
高
校
野
球
の
ス
タ
ン
ド

を
埋
め
尽
く
す
観
客
役
の
エ
キ
ス
ト
ラ
の
募
集
依
頼
を
受

け
た
時
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
以
外
の
一
般
の
方
を
対
象
に
エ

キ
ス
ト
ラ
募
集
も
行
っ
た
が
、
吹
奏
学
部
は
も
と
よ
り
学

校
ぐ
る
み
で
協
力
体
制
を
し
い
て
く
れ
た
市
立
商
業
高
校

を
は
じ
め
、
各
高
校
に
協
力
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
無

事
に
撮
影
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
ほ
か
撮
影
支
援
に
関
連
し
て
、
ロ
ケ
弁
業
者
の
募

集
を
行
い
、
ロ
ケ
弁
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
撮
影
関
係
者
の

ほ
か
住
民
に
も
配
布
。
さ
ら
に
市
民
文
化
事
業
団
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
「
文
化
会
館
と
遊
ぼ
う
」
の
参
加
事
業
と
し
て

「
ロ
ケ
弁
フ
ェ
ア
」
も
開
催
し
て
い
る
。

　

各
ロ
ケ
弁
業
者
が
、
弁
当
を
提
供
し
た
作
品
の
名
前
を

つ
け
た
お
弁
当
や
映
像
制
作
に
関
連
す
る
名
前
の
お
弁
当

を
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
わ
た
ら
せ
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
、
地
域
経
済
振
興
に
つ
な
が
る

活
動
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

大
き
い
経
済
効
果
、
地
域
へ
の
愛
着
心
も

　

現
在
、
桐
生
市
・
み
ど
り
市
の
協
力
を
受
け
る
こ
と
に

よ
る
信
用
性
の
高
さ
か
ら
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
か
つ
効
果
的

な
ロ
ケ
支
援
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　

地
域
住
民
の
方
々
か
ら
は
、
行
わ
れ
た
撮
影
の
放
映
日

の
問
い
合
わ
せ
や
、
撮
影
の
多
さ
を
実
感
す
る
声
と
と
も

に
、「
映
像
に
し
て
見
る
と
、
い
い
風
景
だ
ね
」
と
い
う

声
を
た
く
さ
ん
頂
い
て
い
る
。
ま
た
、
活
動
を
共
に
し
た

学
生
が
、
志
望
し
て
い
た
映
像
制
作
の
世
界
へ
就
職
し
た

と
い
う
、
う
れ
し
い
報
告
も
受
け
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
わ
た
ら
せ
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」

が
撮
影
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
撮
影
隊
に
よ
る
飲
食
代
や

宿
泊
費
な
ど
の
「
直
接
的
な
経
済
効
果
」、
映
像
を
通
じ

て
の
「
地
域
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
間
接
的
な
経
済
効
果
」
が
生
ま

れ
て
い
る
ほ
か
、
地
域
住
民
が
み
ず
か
ら
の
地
域
を
再
発

見
し
、
愛
着
心
を
育
む
と
い
う
、
す
ば
ら
し
い
成
果
も
出

て
い
る
。

　

今
後
も
、
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
活
動
を
通
じ
て

住
民
の
生
活
環
境
を
守
り
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
に
一

層
、
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

映画「明日のジョー」で使われた倉庫

映画「山本五十六」の桐生市役所屋上での撮影風景

筆者（左）とショートフィルムなどで活躍中のYuki Saito監督
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超
低
予
算
の
「
ま
ち
お
こ
し
映
画
」

　
「
お
い
市
長
、
ち
ょ
っ
と
待
て
。
こ
れ
（
ギ
ャ
ラ
）
が

一
ケ
タ
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
い
」。

　

ま
ち
お
こ
し
映
画
「
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
爺
Ｍ
Ｅ
Ｎ
」
ク
ラ
ン
ク

イ
ン
で
の
監
督
、
出
演
者
、
ス
タ
ッ
フ
の
顔
合
わ
せ
で
、

制
作
総
指
揮
に
あ
た
る
吉
田
信
解
本
庄
市
長
（
本
庄
拠
点

地
域
映
画
製
作
委
員
会
代
表
）
が
、「
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
熱

演
で
、
本
庄
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
、
い
い
作
品
に
仕

上
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
一
同
の
拍
手

に
送
ら
れ
、
帰
り
か
け
た
そ
の
と
き
だ
っ
た
。
頑
固
で
暴

れ
ん
坊
の
製
麺
店
主
の
役
で
こ
の
映
画
に
出
演
す
る
河
原

さ
ぶ
さ
ん
が
、
つ
か
つ
か
と
市
長
に
歩
み
寄
り
、
親
指
と

人
差
し
指
で
つ
く
っ
た
お
金
を
示
す
マ
ル
を
示
し
な
が

ら
、
冗
談
交
じ
り
に
噛
み
付
い
た
。

　
「
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
爺
Ｍ
Ｅ
Ｎ
」
は
、
制
作
費
１
千
万
円
の
超

低
予
算
の
地
域
映
画
。
従
っ
て
、
主
演
の
井
上
順
さ
ん
を

は
じ
め
、
そ
う
そ
う
た
る
出
演
者
の
ギ
ャ
ラ
も
〝
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
金
額
〞
と
言
え
る
ほ
ど
の
低
額
。
ま
だ
顔
合
わ
せ

が
終
わ
っ
た
ば
か
り
な
の
に
、既
に
役
づ
く
り
に
入
っ
て
、

「
迫
真
の
演
技
」
で
市
長
に
迫
っ
た
河
原
さ
ぶ
さ
ん
。

　

製
作
委
員
会
か
ら
は
出
演
者
の
皆
さ
ん
に
、「
本
庄
の

ま
ち
お
こ
し
映
画
と
い
う
こ
と
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
」
と

お
願
い
し
、
本
当
に
申
し
訳
な
い
金
額
で
出
演
し
て
い
た

だ
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、後
日
談
で
河
原
さ
ぶ
さ
ん
が
、「
俺
が
死
ん
だ
と

き
に
は『
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
爺
Ｍ
Ｅ
Ｎ
』の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
棺
桶
に
一
緒
に

入
れ
て
く
れ
」と
周
囲
に
話
し
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
。

　

こ
れ
ま
で
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
作
品
に
出
演
し
た
で

あ
ろ
う
名
バ
イ
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
河
原
さ
ぶ
さ
ん
が
、

彼
の
一
生
の
思
い
出
に
残
る
作
品
の
一
つ
と
し
て
こ
の
映

画
を
評
価
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、
製
作
委
員
会
の
一
員
と

し
て
こ
の
上
な
い
感
激
で
あ
る
。

映
画「
ス
パ
イ
・
ゾ
ル
ゲ
」の
撮
影
が
き
っ
か
け

　

近
年
、
ま
ち
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
映
画
や
ド
ラ
マ
の

撮
影
の
誘
致
が
全
国
的
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
埼
玉
県

で
は
、
22
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
設
立
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
数
は
全
国
一
と
言
わ
れ
る
。
中
で
も
平
成
14
年

３
月
、
県
内
で
も
い
ち
早
く
設
立
さ
れ
た
の
が
、「
彩
の

国
本
庄
拠
点
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」（
会
長
・
吉
田

本
庄
市
長
、
事
務
局
は
本
庄
商
工
会
議
所
）
だ
。

　

設
立
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
本
庄
市
内
に
あ
る
早
稲

田
大
学
の
大
学
院
に
特
命
教
授
と
し
て
し
ば
し
ば
訪
れ
て

い
た
篠
田
正
浩
監
督
が
大
作「
ス
パ
イ
・
ゾ
ル
ゲ
」の
撮
影

地
と
し
て
本
庄
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
こ
と
だ
っ
た
。
旧

市
役
所
跡
地
に
戦
前
の
銀
座
を
彷
彿
と
さ
せ
る
オ
ー
プ
ン

セ
ッ
ト
が
組
ま
れ
、撮
影
が
行
わ
れ
た
。こ
れ
ま
で
映
像
の

世
界
と
は
全
く
無
縁
だ
っ
た
多
く
の
市
民
が
連
日
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
、
ま
た
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
映
画
づ
く
り
に

参
加
し
、
こ
の
活
動
を
契
機
に
映
像
に
対
す
る
関
心
が
一

気
に
高
ま
り
、
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
誕
生
し
た
。

　

以
来
、「
日
本
沈
没
」
な
ど
の
名
立
た
る
劇
場
公
開
映

画
か
ら
昭
和
レ
ト
ロ
の
面
影
が
残
る
旧
市
街
地
の
古
い
建

物
を
背
景
に
し
た
ド
ラ
マ
な
ど
多
く
の
作
品
が
市
内
で
撮

影
さ
れ
、
街
中
を
活
気
づ
け
て
い
た
。

　

し
か
し
、
映
画
や
ド
ラ
マ
の
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
（
映
画
の

終
わ
り
に
表
示
さ
れ
る
制
作
者
や
監
督
な
ど
の
一
覧
）
に

撮
影
協
力『
彩
の
国
本
庄
拠
点
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
』

と
名
前
が
出
る
も
の
の
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
作
品
が
地
元

本
庄
に
関
係
な
く
、
と
き
に
は
昭
和
40
年
の
名
古
屋
で
あ

る
な
ど
、
全
く
違
う
場
所
の
設
定
で
本
庄
が
使
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

　
「
こ
れ
で
は
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
に
な
ら
な
い
。
ま
ち
お
こ
し

に
繋
が
る
地
元
の
映
画
を
作
ろ
う
」
と
い
う
機
運
が
次
第

に
盛
り
上
が
っ
て
い
っ
た
。

２
度
の
挫
折
を
乗
り
越
え
て

本
庄
商
工
会
議
所 

常
務
理
事　

●　

川
上
芳
男

ま
ち
お
こ
し
映
画
で
埼
玉
・
本
庄
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

―
井
上
順
さ
ん
主
演
、「
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
爺（
じ
い
）Ｍ
Ｅ
Ｎ
」―

6
埼
玉
県
本
庄
市

映
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
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018-019　事例６.indd   18018-019　事例６.indd   18 2013/09/27   19:04:262013/09/27   19:04:26



2013・11月号19

特集 映画によるまちづくり

　

地
元
を
舞
台
に
し
た
映
画
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平

成
22
年
10
月
、「
彩
の
国
本
庄
拠
点
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」が
中
心
と
な
り
、自
治
体
や
各
種
団
体
が
参
加
し
、「
本

庄
拠
点
地
域
映
画
製
作
委
員
会
」（
代
表
・
吉
田
本
庄
市
長
）

が
発
足
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
が
発
足
す
る
以
前
、
助
成
金
と
自
己
資
金

を
合
わ
せ
た
１
５
０
万
円
で
、
時
折
、
市
内
で
撮
影
を
し

て
い
た
学
生
監
督
に
協
力
を
求
め
、「
ち
ょ
っ
と
し
た
映

画
で
も
出
来
れ
ば
・
・
・
」
と
い
う
ノ
リ
で
映
画
制
作
に

２
度
挑
戦
し
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
途
中
で
挫
折
す
る
と

い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
折
、
地
域
密
着
型

を
標
榜
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
「
ウ
ニ
ク
ス
上
里
」

支
配
人
で
、
映
画
と
ジ
ャ
ズ

の
ま
ち
づ
く
り
が
夢
と
い
う

佐
々
木
氏
を
通
じ
て
、
同

モ
ー
ル
の
親
会
社
で
あ
る

「
株
式
会
社
ピ
ー
ア
ン
ド

デ
ィ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」

か
ら
５
０
０
万
円
、ま
た「
Ｊ

Ａ
Ｚ
Ｚ
爺
Ｍ
Ｅ
Ｎ
」
の
台
本

を
見
て
、
地
域
の
ま
ち
お
こ

し
映
画
に
関
心
を
持
っ
た
制

作
会
社
か
ら
３
５
０
万
円
の

出
資
金
の
申
し
出
が
あ
り
、

同
映
画
制
作
の
目
途
が
立
っ

た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は

宣
伝
費
や
諸
経
費
が
賄
え

ず
、
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
に
名
前

を
入
れ
る
こ
と
や
完
成
披
露
上
映
会
に
招
待
す
る
こ
と
な

ど
を
条
件
に
、
地
元
企
業
や
地
域
住
民
に
も
多
く
の
協
賛

金
を
お
願
い
し
た
。

地
域
の
情
報
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
む

　
「
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
爺
Ｍ
Ｅ
Ｎ
」
は
商
工
会
議
所
の
事
務
局
長

と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
支
配
人
が
何
と
か
町
お
こ
し

を
し
よ
う
と
即
席
市
民
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
を
結
成
す
る
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
。
し
か
し
、
公
募
で
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー

は
謎
め
い
た
美
人
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ほ
か
は
洋
菓
子
店
や
製

麺
店
の
主
人
な
ど
い
ず
れ
も
ド
素
人
の
４
人
。
こ
う
し
た

個
性
的
な
面
々
が
織
り
な
す
人
間
ド
ラ
マ
で
、
主
役
の
洋

菓
子
店
店
主
に
は
井
上
順
さ
ん
が
扮
し
た
。

　

ま
ち
お
こ
し
が
テ
ー
マ
の
映
画
な
の
で
、
ロ
ケ
地
は
も

ち
ろ
ん
全
部
地
元
。
出
演
者
に
も
本
庄
在
住
の
清
水
章
吾

さ
ん
、
黛
英
里
佳
さ
ん
を
起
用
し
た
。
さ
ら
に
監
督
も
早

稲
田
大
学
の
本
庄
キ
ャ
ン
パ
ス
で
映
画
制
作
を
学
ん
だ
弱

冠
29
歳
の
女
性
監
督
・
宮
武
由
衣
さ
ん
と
地
域
発
に
こ
だ

わ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
本
庄
地
域
の
名
所
、
風
景
、
名
産
品
な
ど
を

ふ
ん
だ
ん
に
映
画
の
中
に
詰
め
込
ん
で
「
全
国
に
本
庄
の

情
報
発
信
を
」
と
、
制
作
費
か
ら
し
て
み
れ
ば
と
う
て
い

間
尺
に
合
わ
な
い
欲
の
深
い
お
願
い
を
脚
本
も
担
当
し
た

宮
武
監
督
に
出
し
た
。

　

さ
ら
に
、
完
成
後
の
観
客
動
員
、
口
コ
ミ
を
期
待
し
、

一
人
で
も
多
く
の
地
域
住
民
が
出
演
で
き
る
場
面
を
と
要

望
。
そ
の
意
向
を
受
け
て
、
監
督
が
苦
肉
の
策
と
し
て
考

え
つ
い
た
の
が
随
所
に
出
て
く
る
、
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
の

基
礎
体
力
づ
く
り
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ー
ン
や
多
く
の
住
民

を
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
集
め
た
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
コ
ン

サ
ー
ト
シ
ー
ン
だ
。
低
予
算
の
た
め
、
撮
影
期
間
は
１
週

間
。
期
間
中
、
雨
が
降
ら
な
い
こ
と
を
祈
っ
た
１
週
間
で

あ
っ
た
。

全
国
27
カ
所
で
上
映
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
制
作

　

映
画
は
平
成
23
年
２
月
に
完
成
、
４
月
か
ら
一
般
公
開

さ
れ
た
。
今
の
配
給
路
線
で
は
な
か
な
か
上
映
の
チ
ャ
ン

ス
に
恵
ま
れ
な
い
ロ
ー
カ
ル
な
低
予
算
映
画
だ
が
、
地
元

で
の
上
映
（
観
客
動
員
６
７
０
０
人
）
後
、
出
演
者
、
関

係
者
の
努
力
も
あ
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
北
は
北
海
道
か
ら
南

は
沖
縄
ま
で
全
国
27
カ
所
で
上
映
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
映
画
は
全
国
青
年
市
長
会
「
特
色
あ
る

施
策
２
０
１
１
」
優
秀
施
策
賞
一
般
投
票
１
位
と
な
り
、

平
成
23
年
度
総
務
省
主
催
「
市
町
村
の
活
性
化
施
策
77
事

例
」
に
も
選
ば
れ
た
。

　

ま
た
、
福
島
原
発
事
故
で
埼
玉
県
加
須
市
に
集
団
避
難

し
て
き
た
双
葉
町
民
を
対
象
に
上
映
会
を
開
き
、
本
庄
市

長
、
井
上
順
さ
ん
が
本
庄
名
物
の
和
菓
子
「
ど
ら
Ｑ
」
と

義
援
金
を
持
っ
て
訪
れ
、
励
ま
し
た
。　

　

映
画
の
テ
ー
マ
は
「
ま
ち
お
こ
し
」
で
あ
り
、
地
域
の

活
性
化
。
現
在
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
日
本
全
国
の
地

方
の
永
遠
の
課
題
で
あ
る
。地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
す
人
、

ま
た
目
指
し
て
い
る
地
域
に
一
度
観
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
い
る
。
92
分
間
ハ
ン
カ
チ
を
握
り
し
め
て
・
・
・
。

　

公
開
か
ら
２
年
半
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
や
っ
と
完
成
し
た
。

　

映
画
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://jazzgm
en.com

/

　

 

映
画
の
上
映
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
本
庄
商

工
会
議
所
内
本
庄
拠
点
地
域
映
画
製
作
委
員
会
（
Ｔ

Ｅ
Ｌ
０
４
９
５―

２
２―

５
２
４
１
）
ま
で

本庄を代表する「若泉公園」でのランニングシー
ンの撮影

撮影の合間にエキストラや観客をなごませる井
上順さん（中央）
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埼
玉
県
で
最
初
に
市
制
施
行

　

川
越
ス
カ
ラ
座
は
明
治
38
年
に
「
一
力
亭
」
と
い
う
寄

席
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
昭
和
15
年
に
現
在
の
映
画
館
の

原
点
と
な
る
「
川
越
松
竹
館
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。
昭
和
38
年
に
「
川
越
ス
カ
ラ
座
」
に
改
名
し
、
平

成
19
年
の
（
一
時
的
）
閉
館
ま
で
街
中
の
映
画
館
と
し
て

地
元
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

川
越
市
は
大
正
11
年
（
１
９
２
２
年
）、
埼
玉
県
で
最

初
に
市
に
移
行
し
た
街
で
、
川
越
が
一
番
手
に
選
ば
れ
た

理
由
の
一
つ
に
映
画
館
の
館
数
も
関
係
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
そ
の
当
時
は
ま
だ
映
画
館
が
７
、
８
館
あ
り
、
街
の

文
化
程
度
を
測
る
〝
も
の
さ
し
〞
と
し
て
の
映
画
館
の
存

在
は
大
き
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

以
前
は
街
中
に
７
、
８
館
存
在
し
た
映
画
館
も
１
９
７

０
年
代
の
初
め
に
生
ま
れ
た
私
が
子
供
の
頃
に
は
既
に
川

越
ス
カ
ラ
座
と
も
う
一
つ
「
シ
ア
タ
ー
ホ
ー
ム
ラ
ン
」
と

い
う
映
画
館
の
２
館
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃

は
週
末
に
な
る
と
よ
く
ど
ち
ら
か
の
映
画
館
に
映
画
を
観

に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
川
越
ス
カ
ラ
座
は
洋
画
を
中
心
に

上
映
し
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
は
子
供
向
け
の
ア
ニ
メ
や
邦
画

を
よ
く
上
映
し
て
い
ま
し
た
。
私
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る

2
つ
の
映
画
館
は
、
い
つ
も
混
ん
で
い
て
熱
気
に
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

シ
ア
タ
ー
ホ
ー
ム
ラ
ン
、

川
越
ス
カ
ラ
座
閉
館

　

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
に
チ
ェ
ー
ン
展
開
さ
れ
た
シ
ネ

マ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
増
加
に
伴
い
、
昔
な
が
ら
の
街
の

映
画
館
が
姿
を
消
し
始
め
、
川
越
の
映
画
館
に
も
そ
の
影

響
が
及
ぶ
こ
と
と
な
り
、平
成
18
年
２
月
に
シ
ア
タ
ー
ホ
ー

ム
ラ
ン
が
閉
館
し
、
翌
年
５
月
に
市
内
に
唯
一
残
っ
た
川

越
ス
カ
ラ
座
も
そ
の
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、川
越
ス
カ
ラ
座
は
私
が
代
表
理
事
を
務
め
る「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
元
々
シ
ア
タ
ー
ホ
ー
ム
ラ
ン
や

川
越
ス
カ
ラ
座
で
小
さ
い
頃
か
ら
映
画
を
観
て
育
っ
た
地

元
の
幼
馴
染
み
や
そ
の
兄
弟
が
自
然
発
生
的
に
集
ま
っ
て

で
き
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ラ
ン
閉
館
後
、
私
達
は
、
唯
一
残
っ
た
川
越
ス

カ
ラ
座
の
支
配
人
だ
っ
た
中
山
仁
一
さ
ん
と
交
流
を
持
つ

よ
う
に
な
り
、映
画
『
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
』
の
監
督
、佐
々

部
清
さ
ん
を
招
待
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
り
、
川
越

の
観
光
地
に
隣
接
し
て
い
る
立
地
を
活
用
し
、
夜
が
早
い

観
光
地
に
明
か
り
を
灯
そ
う
と
ス
カ
ラ
座
ま
で
の
小
道
で

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
や
レ
イ
ト
シ
ョ
ー
を
企
画
し
た
り
し

ま
し
た
。
閉
館
直
前
に
は
上
映
作
品
の
選
定
ま
で
任
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
関
わ
り
か
ら
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
メ
ン

バ
ー
、
そ
し
て
中
山
支
配
人
と
の
間
で
川
越
ス
カ
ラ
座
を

ど
う
に
か
継
続
し
て
い
け
な
い
か
と
い
う
気
持
ち
が
自
然

発
生
的
に
醸
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立　

川
越
ス
カ
ラ
座
復
活

　

平
成
19
年
５
月
の
川
越
ス
カ
ラ
座
閉
館
に
先
立
ち
、
プ

レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
で
協
議
し
、
プ
レ
イ
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
登
録
し
、
賛
助
会
員
を
募

集
し
、
協
賛
金
を
集
め
て
川
越
ス
カ
ラ
座
を
運
営
し
て
い

く
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
平
成
19
年
２
月

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
申
請
を
行
い
、
５
月
に
認
可
を
受
け
、
同
年

７
月
末
ま
で
の
３
カ
月
間
に
５
０
０
万
円
を
集
め
る
こ
と

を
目
標
に
資
金
調
達
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

当
初
、「
わ
ざ
わ
ざ
閉
館
す
る
映
画
館
を
存
続
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
か
」
な
ど
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
お

声
掛
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ほ
と
ん
ど
の
方
か
ら
「
ぜ
ひ

頑
張
っ
て
続
け
て
ほ
し
い
」
と
応
援
を
い
た
だ
き
、
一
口

１
万
円
の
賛
助
会
費
が
３
カ
月
で
当
初
の
目
標
で
あ
っ
た

５
０
０
万
円
近
く
ま
で
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

短
期
間
で
の
資
金
調
達
に
成
功
で
き
た
の
に
は
い
く
つ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
代
表
理
事

川
越
ス
カ
ラ
座
支
配
人

　

●　

舟
橋
一
浩

地
域
で
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
シ
ア
タ
ー

―
川
越
の
街
中
に
唯
一
残
っ
た
映
画
館「
ス
カ
ラ
座
」―

7
埼
玉
県
川
越
市

映
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

特集
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特集 映画によるまちづくり

か
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
地
域
密

着
の
活
動
で
あ
っ
た
こ
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
メ
ン
バ
ー
が

皆
、
地
元
生
ま
れ
の
地
元
育
ち
で
川
越
で
商
売
を
し
て
い

た
り
、
普
段
か
ら
地
元
で
の
様
々
な
活
動
（
町
内
会
や
お

祭
り
な
ど
）
に
参
加
し
た
り
し
て
い
た
こ
と
、
ま
ち
な
か

（
中
心
市
街
地
）
で
の
活
動
だ
っ
た
こ
と
、
映
画
館
を
存

続
さ
せ
る
と
い
う
、「
何
を
」「
ど
う
し
た
い
の
か
」
を
わ

か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
な
ど
が
成
功
の

秘
訣
で
す
。
ま
た
、
映
画
館
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
若
手

中
心
の
集
団
だ
っ
た
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活

動
と
は
一
味
違
う
形
態
の
活
動
だ
っ
た
こ
と
も
一
つ
の
要

因
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
ス
カ
ラ
座
、

フ
ィ
ル
ム
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ

　

今
年
で
川
越
ス
カ
ラ
座
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
再
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、
お
陰
さ
ま
で
６
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
川
越
ス
カ
ラ
座
の
運
営
を
温
か
く
見
守
っ
て
く

だ
さ
る
会
員
の
方
々
（
賛
助
会
員
及
び
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

会
員
）
の
人
数
も
２
８
０
０
名
以
上
に
上
り
、
最
近
で
は

当
館
を
目
的
に
川
越
を
訪
れ
、
映
画
鑑
賞
の
合
間
に
川
越

観
光
を
楽
し
む
市
外
・
県
外
か
ら
の
お
客
様
も
増
え
て
い

ま
す
。

　

川
越
ス
カ
ラ
座
で
は
フ
ィ
ル
ム
の
生
産
終
了
に
伴
い
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
導
入
を
決
め
、
全
国
の
映
画
館
に
先
駆

け
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
資
金
調
達

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。お
陰
さ
ま
で
、た
く
さ
ん
の
方
々

か
ら
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
、
現
在
、
年
内
の
機
器
導
入

に
向
け
て
鋭
意
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
長
年
川
越
の
街
に
映
画
の
灯
を
灯
し
続

け
て
き
た
川
越
ス
カ
ラ
座
前
支
配
人
の
中
山
仁
一
さ
ん
、

そ
し
て
シ
ア
タ
ー
ホ
ー
ム
ラ
ン
の
支
配
人
だ
っ
た
桜
井
政

幸
さ
ん
が
相
次
い
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

フ
ィ
ル
ム
か
ら
デ
ジ
タ
ル
に
代
わ
る
時
を
同
じ
く
し
て
お

二
人
が
こ
の
世
を
去
ら
れ
た
こ
と
は
と
て
も
感
慨
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
先
人
の
お
二
人
が
川
越
に
灯
し
続
け
て
き

た
映
画
の
灯
を
川
越
の
ま
ち
な
か
か
ら
絶
や
す
こ
と
な

く
、
み
ん
な
で
支
え
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
シ
ア
タ
ー
」
と

し
て
埼
玉
県
で
一
番
歴
史
の
あ
る
老
舗
映
画
館
「
川
越
ス

カ
ラ
座
」
を
起
点
に
、
川
越
の
活
性
化
、
魅
力
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

是枝裕和監督（左）と筆者。同監督の作品を上映した際のトークショーの模様

川越スカラ座を訪れた大林宣彦監督（右から３人目）と記念撮影

映画「サイタマノラッパー」の入江悠監督（２列目の右から３人目）とスタッフら
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三
重
県
内
に
９
つ
の

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　

三
重
県
は
中
部
・
近
畿
の
中
間
に
位
置
し
、
名
古
屋
と

大
阪
の
中
間
に
あ
り
交
通
の
便
は
い
い
の
で
す
が
、
空
港

が
な
く
、
東
京
に
行
く
た
め
に
は
必
ず
乗
り
換
え
が
必
要

と
い
う
こ
と
で
、
意
外
と
東
京
の
方
に
は
遠
く
感
じ
る
地

域
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
近
年
は
新
名
神
高
速
道
路
の
開
通

等
に
よ
り
交
通
の
便
も
さ
ら
に
よ
く
な
り
、
本
年
は
20
年

に
一
度
の
伊
勢
神
宮
・
遷
宮
の
年
を
迎
え
注
目
度
も
ア
ッ

プ
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
三
重
県
で
は
近
年
、
映
画

の
ロ
ケ
に
結
構
来
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
内
に
は
老
舗
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る

「
伊
勢
志
摩
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
に
始
ま
り
現
在

で
は
、
菰
野
町
ロ
ケ
応
援
団
「LO

O
K

」、
松
阪
市
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
東
紀
州
プ
レ
ス
＆
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ナ
ヴ
ィ
ゲ
ー
タ
ー
伊
賀（
通

称N
A
V
IGA

）、
桑
名
市
、
い
な
べ
市
「FIN

E

」、
四
日

市
市
と
私
ど
も
津
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン「
ロ
ケ
っ
津
」

と
、
合
わ
せ
て
９
つ
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り

ま
す
。
偶
然
に
も
、
私
自
身
ほ
と
ん
ど
の
設
立
に
関
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
特
徴
と
し
て

は
、
ど
れ
も
が
官
民
で
の
協
力
体
制
の
中
で
運
営
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
た
め
、
官

の
サ
ー
ビ
ス
と
民
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
良
さ
を
生
か
し
た
ロ
ケ
へ
の
対
応
が
利
点
と
し
て

あ
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
出
来
て
お
り
、
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る

の
が
い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
当
局
と
協
働

　

津
市
は
三
重
県
の
中
部
に
あ
る
人
口
約
30
万
人
ほ
ど
の

県
庁
所
在
地
で
す
。
一
番
短
い
地
名
と
い
う
こ
と
で
、
ご

存
知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
で
は
ど
ん

な
街
か
と
い
う
と
イ
メ
ー
ジ
の
わ
か
な
い
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
映
画
ド
ラ

マ
等
の
ロ
ケ
に
数
多
く
訪
れ
て
い
た
だ
く
地
域
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
設
立
時
に
は
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
不
要
で
あ
り
、
従
来
の
対
応
で
い
い
と
の
声
は
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
私
自
身
映
画
人
と
し
て
、
名
古
屋
で

ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
映
画
に
制
作
側
と
し
て
携
わ
っ
た
経
験

か
ら
す
る
と
、
名
古
屋
の
よ
う
な
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
三
重

に
も
あ
れ
ば
、
も
う
少
し
環
境
が
変
わ
る
の
で
は
な
い
か

と
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
私
た
ち
市
民
の
声
を
聴
き
つ
け
て
く
れ
た

の
が
、
津
市
の
観
光
振
興
課
で
し
た
。
市
民
と
市
当
局
と

の
協
働
で
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
設
立
に
向
け
た
動
き

が
始
ま
り
ま
し
た
。

嵐
の
映
画
ロ
ケ
が
き
っ
か
け

　

設
立
の
き
っ
か
け
は
、
何
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
映

画
の
ロ
ケ
が
や
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。

　

２
０
０
６
年
、
昭
和
の
風
景
を
求
め
て
映
画
の
ロ
ケ
が

津
市
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
犬
童
一
心
監
督
が
メ
ガ
ホ
ン

を
取
り
、
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
の
嵐
の
5
人
が
主
演
す
る
青
春
群

像
劇
「
黄
色
い
涙
」
の
ロ
ケ
が
決
ま
っ
た
の
で
す
。
実
は

犬
童
監
督
は
、
監
督
デ
ビ
ュ
ー
当
時
か
ら
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
か
か
わ
っ
た
仲
間
で
も
あ
り
、
私
も
個
人
的
に
は
役
に

立
て
れ
ば
と
の
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
元
で
ロ
ケ
を
す
る
と
い
う
の
に
体
制
が
整
っ
て
い
な

い
中
で
、
こ
の
と
き
は
当
時
、
津
市
観
光
振
興
課
の
原
田

浩
治
氏
と
と
も
に
ロ
ケ
場
所
の
整
理
や
エ
キ
ス
ト
ラ
集
め

な
ど
個
人
的
な
つ
な
が
り
で
何
と
か
乗
り
切
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
後
の
津
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
や
観
光
振
興
を

考
え
る
と
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
必
要
と
の
認
識
で

一
致
し
、
地
元
映
画
団
体
「
三
重
映
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

津
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
「
ロ
ケ
っ
津
」
代
表　

●　

高
垣
和
郎

映
画
ロ
ケ
を
通
じ
、津
市
の
魅
力
を
全
国
に

―
観
光
振
興
と
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て―

8
三
重
県
津
市

映
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
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実
行
委
員
会
」
の
田
中
忍
氏
な
ど
も
加
わ
り
、
２
０
０
８

年
４
月
に
「
津
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
『
ロ
ケ
っ
津
』」

を
設
立
し
ま
し
た
。

難
し
い
活
動
の
継
続

　

し
か
し
、
映
画
等
の
ロ
ケ
は
な
か
な
か
来
て
も
ら
え
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
設
立
当
時
は
伊
勢
志
摩
、菰
野
、

津
の
３
カ
所
だ
っ
た
三
重
県
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

も
今
で
は
９
カ
所
。
全
国
的
に
見
て
も
状
況
は
よ
く
似
て

お
り
、
ど
こ
も
誘
致
に
熱
心
な
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
た
め
ロ
ケ
誘
致
の
競
争
は
激
し
く
、
実
際
、
設
立

以
来
、
津
市
を
メ
イ
ン
の
ロ
ケ
場
所
に
し
て
い
た
だ
い
た

作
品
は
１
作
だ
け
で
し
た
。
た
だ
、
県
内
の
他
市
で
行
わ

れ
る
ロ
ケ
の
お
手
伝
い
な
ど
は
多
く
あ
り
、
東
紀
州
で
の

若
松
孝
二
監
督
「
千
年
の
愉
楽
」
な
ど
は
誘
致
か
ら
ロ
ケ
、

上
映
ま
で
携
わ
る
な
ど
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
以
上
の

活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
活
動
は
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
肝
心
の
津
市
に
ロ
ケ
が
来
ま
せ
ん
。
元
々
、「
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
立
し
て
も
ロ
ケ
が
簡
単
に
来
る

も
の
で
は
な
い
」
と
、
頭
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
活
動

は
次
第
に
沈
滞
気
味
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
夏
、
ま
ち
が
舞
台
に

　

そ
ん
な
中
、
昨
年
末
、
津
市
に
東
京
の
映
画
会
社
か
ら

三
浦
し
を
ん
氏
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
「
神
去
な
あ
な
あ

日
常
」
を
映
画
化
す
る
と
い
う
話
が
舞
い
込
ん
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
作
品
は
実
は
、
出
版
当
時
か
ら
津
市
の
美
杉
地
域

（
旧
美
杉
村
）
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
小
説
で
あ
る
と
話

題
に
な
り
、
映
画
化
さ
れ
れ
ば
素
敵
だ
と
内
輪
で
は
盛
り

上
が
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
今
回
、
そ
の
作
品
の
映
画
化

に
あ
た
り
、
地
元
出
身
の
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
椋
樹
宏

尚
氏
な
ど
、
三
重
県
ゆ
か
り
の
映
画
人
が
地
元
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
作
品
化
に
奔
走
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
と

て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
今
年
夏
、
わ
が
「
ロ
ケ
っ
津
」
は
「
神
去

な
あ
な
あ
日
常
」
を
原
作
と
す
る
映
画
「W

O
O
D
 

JO
B
!

」（
矢
口
史
靖
監
督
、２
０
１
４
年
初
夏
公
開
予
定
）

の
ロ
ケ
協
力
で
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

映
画
は
林
業
に
携
わ
る
人
々
の
姿
を
描
い
て
い
ま
す

が
、
ロ
ケ
に
は
津
市
が
全
面
的
に
協
力
し
、
市
の
美
杉
総

合
支
所
な
ど
が
撮
影
場
所
の
選
定
か
ら
地
元
協
力
体
制
の

構
築
ま
で
行
い
、
ま
た
「
ロ
ケ
っ
津
」
は
ロ
ケ
地
で
の
現

場
対
応
を
は
じ
め
、
ふ
ん
ど
し
姿
で
出
演
し
て
も
ら
う
１

５
０
名
以
上
の
エ
キ
ス
ト
ラ
な
ど
を
映
画
ス
タ
ッ
フ
と
協

力
し
て
集
め
ま
し
た
。
撮
影
期
間
中
、
地
域
全
体
が
毎
日

お
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
し
た
。

永
続
的
な
活
性
化
に
繋
げ
る
た
め
に

　

映
画
の
ロ
ケ
に
よ
る
地
域
の
盛
り
上
が
り
は
、
そ
れ
で

終
わ
ら
せ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
っ
き
り
の
も
の
で
す
。
私
た

ち
は
そ
れ
を
地
域
の
永
続
的
な
活
性
化
に
ど
う
繋
げ
、
一

過
性
の
お
祭
り
騒
ぎ
に
終
わ
ら
せ
な
い
か

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
来
年
の
映
画
公
開
の
時
期
に

合
わ
せ
て
、
改
め
て
津
か
ら
全
国
へ
の
Ｐ

Ｒ
活
動
を
展
開
す
る
ほ
か
、
観
客
動
員
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ロ
ケ
場

所
ツ
ア
ー
な
ど
の
実
施
や
過
疎
に
悩
む
美

杉
地
域
へ
の
定
住
者
を
増
や
す
施
策
を
市

と
と
も
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
、
映
画
ロ
ケ
の
ま
ち
、
津
市
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

「WOOD JOB!」撮影の様子

「WOOD JOB!」の撮影風景

クランクアップ時の記念写真
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商
店
街
活
性
化
事
業
を
活
用

　

１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
た
神
戸
市
の
新
長
田
地
域
。
そ
の
再
開
発
ビ
ル
の

一
角
に
神
戸
映
画
資
料
館
は
あ
り
ま
す
。
兵
庫
県
の
商
店

街
活
性
化
事
業
（
先
導
的
活
性
化
事
業
）
を
活
用
し
、「
新

長
田
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
」
が
補
助
の
受
け
皿
と
し
て

暫
定
的
に
事
業
主
体
と
な
り
、
神
戸
プ
ラ
ネ
ッ
ト
（
安
井

喜
雄
代
表
）
が
委
託
を
受
け
運
営
す
る
か
た
ち
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
２
０
０
６
年
度
に
計
画
策
定
と
施
設
整
備

を
行
い
、
２
０
０
７
年
３
月
25
日
に
オ
ー
プ
ン
、
商
店
街

の
活
性
化
事
業
と
し
て
行
う
定
期
的
な
無
料
上
映
会
は
毎

回
多
く
の
観
客
を
集
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
県
か
ら
の
補

助
は
２
０
０
８
年
度
ま
で
。
こ
の
た
め
２
０
０
９
年
度
か

ら
の
神
戸
プ
ラ
ネ
ッ
ト
と
映
画
資
料
館
に
よ
る
独
立
採
算

化
に
向
け
て
、
試
行
錯
誤
の
日
々
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
併
設
、

収
蔵
フ
ィ
ル
ム
は
１
万
本

　

神
戸
映
画
資
料
館
に
は
、
映
画
を
上
映
す
る
ミ
ニ
シ
ア

タ
ー
（
38
席
）
と
、
映
画
資
料
を
収
集
保
管
す
る
フ
ィ
ル

ム
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
２
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。

　

収
蔵
資
料
は
、神
戸
映
画
資
料
館
の
安
井
喜
雄
館
長
が
、

１
９
７
４
年
ご
ろ
か
ら
映
画
好
き
の
有
志
と
と
も
に
運
営

し
て
き
た
大
阪
の
プ
ラ
ネ
ッ
ト
映
画
資
料
図
書
館
が
収
集

し
て
き
た
も
の
で
す
。
こ
の
資
料
が
膨
大
に
な
り
、
安
全

な
収
蔵
場
所
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
新
長
田
の
再
開
発

地
域
の
紹
介
を
受
け
ま
し
た
。
迎
え
る
側
の
地
域
と
し
て

は
、
映
画
を
使
っ
た
街
の
活
性
化
を
期
待
し
、
ミ
ニ
シ
ア

タ
ー
を
併
設
し
た
神
戸
映
画
資
料
館
が
誕
生
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

収
蔵
資
料
は
、
フ
ィ
ル
ム
約
１
万
本
、
書
籍
約
１
万
冊

の
ほ
か
、
映
画
雑
誌
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
宣
伝
材
料
、
映

写
・
撮
影
・
編
集
・
録
音
機
材
な
ど
。
特
に
そ
の
フ
ィ
ル

ム
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
公
的
な
フ
ィ
ル
ム
・
ア
ー
カ
イ
ブ

で
は
収
集
の
難
し
い
ホ
ー
ム
ム
ー
ビ
ー
な
ど
の
ア
マ
チ
ュ

ア
の
映
像
作
品
や
小
型
映
画
を
多
く
含
み
、そ
れ
ら
は「
記

憶
の
収
蔵
庫
」と
し
て
歴
史
的
文
化
財
と
言
え
ま
す
。商
業

映
画
の
フ
ィ
ル
ム
に
関
し
て
も
貴
重
な
も
の
が
含
ま
れ
て

お
り
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
の
復

元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
素
材
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　

神
戸
映
画
資
料
館
に
移
管
後
は
、
書
籍
・
雑
誌
類
の
整

理
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
作
業
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
最
も
調
査
が
急
が
れ
る
フ
ィ
ル
ム
資
料
は
、
扱
い

に
専
門
知
識
を
必
要
と
す
る
う
え
、
膨
大
な
量
の
た
め
、

未
だ
に
全
貌
が
把
握
で
き
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
産
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
経
年
劣

化
が
懸
念
さ
れ
る
フ
ィ
ル
ム
の
調
査
と
、
そ
の
保
存
が
資

料
館
設
立
当
時
も
、
そ
し
て
現
在
も
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

厳
し
い
運
営
、
大
学
と
も
協
力

　

フ
ィ
ル
ム
の
保
存
を
行
う
国
内
の
主
な
機
関
は
、
前
述

神
戸
映
画
資
料
館
・
支
配
人　

●　

田
中
範
子

国
内
屈
指
の
民
営
フ
ィ
ル
ム
・
ア
ー
カ
イ
ブ

―
神
戸
映
画
資
料
館
、
地
域
活
性
化
の
拠
点
に―

9
神
戸
市

映
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

特集

フィルム収蔵庫の様子。膨大な量の映像資料が保管されている
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の
東
京
国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、

行
政
機
関
が
主
体
と
な
る
京
都
文
化
博
物
館
、
川
崎
市
市

民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
福
岡
市
総
合
図
書
館
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
民
間
主
体
で
運
営
し
、
し
か
も
独
立
採
算
で
成
り

立
た
せ
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
神
戸
映
画
資
料
館
の
開
館
当
時
は
、
ミ

ニ
シ
ア
タ
ー
の
上
映
会
収
入
で
運
営
費
用
を
賄
え
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
甘
い
見
通
し
や
、
行
政
か
ら
の
補
助
を

漠
然
と
期
待
し
て
い
た
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

　

上
映
会
で
収
蔵
作
品
を
見
て
も
ら
う
機
会
を
つ
く
る
こ

と
が
大
事
な
仕
事
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
し
か
し
、

38
席
の
シ
ア
タ
ー
で
上
げ
る
収
益
で
フ
ィ
ル
ム
・
ア
ー
カ

イ
ブ
を
維
持
す
る
こ
と
な
ど
不
可
能
で
す
。
ま
た
行
政
と

の
連
携
も
重
要
で
す
が
、
私
的
な
方
法
で
集
め
ら
れ
た
資

料
は
雑
多
な
も
の
が
含
ま
れ
（
故
に
貴
重
で
あ
る
と
も
言

え
ま
す
）、
行
政
が
丸
抱
え
す
る
こ
と
は
双
方
に
と
っ
て

馴
染
み
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
神
戸
映
画
資
料
館
を
維
持
し
、
活

動
し
て
い
く
の
か
。
答
え
の
出
な
い
ま
ま
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
ス
タ
ッ
フ
を
最
小
人
数
に
削
減
し
、
経
費
を
ぎ
り

ぎ
り
ま
で
き
り
つ
め
て
方
向
性
を
模
索
し
ま
し
た
。

　

神
戸
映
画
資
料
館
に
と
っ
て
の
根
幹
は
ア
ー
カ
イ
ブ
事

業
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
か
ら
再
ス
タ
ー

ト
で
す
。
実
質
的
に
館
長
の
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
え

る
神
戸
映
画
資
料
館
収
蔵
資
料
を
社
会
全
体
の
文
化
遺
産

と
し
て
捉
え
、
保
存
・
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
。

　

上
映
企
画
は
支
出
が
大
き
く
な
る
よ
う
な
冒
険
は
避
け

つ
つ
、
小
さ
い
劇
場
な
ら
で
は
の
個
性
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
心
が
け
て
い
ま
す
。
他
所
で
見
ら
れ
な
い
映
画
を
上
映

す
れ
ば
、
遠
方
か
ら
で
も
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

内
部
に
資
料
整
理
を
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
ら
れ
な
い

代
わ
り
に
、大
学
な
ど
の
研
究
機
関
と
積
極
的
に
協
力
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
資
料
の
評
価
が
定
ま
り
、
活
用
に
広
が
り

も
出
て
き
ま
し
た
。
神
戸
大
学
（
大
学
院
国
際
文
化
学
研

究
科
メ
デ
ィ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
に
は
神
戸
関
係
の

映
画
資
料
や
ス
チ
ー

ル
写
真
を
、
神
戸
芸

術
工
科
大
学
（
吉
武

記
念
ホ
ー
ル
）
に
は

35
ミ
リ
映
写
機
材

を
、
神
戸
学
院
大
学

（
地
域
研
究
長
田
セ

ン
タ
ー
）
に
は
映
画

ポ
ス
タ
ー
を
貸
し
出

し
、
研
究
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た

早
稲
田
大
学
演
劇
映

像
学
連
携
研
究
拠
点

の
公
募
研
究
で
は
幻
灯
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
、
資
料
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
と
連
携
し
、
映
画
祭
を
開
催

　

地
域
連
携
の
面
で
は
、
神
戸
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

祭
実
行
委
員
会
を
組
織
し
た
こ
と
が
多
く
の
も
の
を
も
た

ら
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
映
画
祭
は
、
２
０
０
９
年
か

ら
神
戸
映
画
資
料
館
の
主
催
で
毎
年
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
、
地
元
で
の
認
知
度
を
上
げ
、
気
軽
に
参
加
し
て
も
ら

い
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
様
々
な
団
体
に
呼
び
か
け
、
２

０
１
２
年
に
実
行
委
員
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

神
戸
映
画
資
料
館
は
映
画
祭
事
務
局
と
し
て
企
画
と
運

営
を
担
っ
て
い
ま
す
。
実
行
委
員
会
に
は
、
ま
ち
づ
く
り

株
式
会
社
や
商
工
会
議
所
、
大
学
の
ほ
か
、
地
域
活
性
化
、

多
文
化
共
生
、
舞
台
芸
術
な
ど
新
長
田
地
域
に
集
ま
る

様
々
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
参
加
し
て
お
り
、
映
画
と
地
域
を
つ
な

ぐ
た
め
に
必
要
な
こ
と
が
多
面
的
に
見
え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
外
部
か
ら
の
評
価
と
信
頼
度
が
増
し
た
こ
と
で
、
新

た
な
提
案
な
ど
を
受
け
る
機
会
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

映
像
資
料
を
次
世
代
に

　

ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
は
、長
期
的
な
継
続
が
必
然
で
あ
り
、

そ
の
物
量
と
そ
れ
を
収
め
る
場
所
、
そ
し
て
調
査
す
る
人

員
が
不
可
欠
で
す
。
安
定
し
た
運
営
体
制
に
は
程
遠
い
で

す
が
、
大
学
の
ほ
か
、
行
政
や
企
業
と
の
連
携
に
活
路
を

求
め
て
い
ま
す
。
神
戸
映
画
資
料
館
を
地
域
ア
ー
カ
イ
ブ

と
し
て
位
置
づ
け
、
収
蔵
資
料
は
も
と
よ
り
、
地
域
に
眠

る
映
像
資
料
の
発
掘
と
集
積
に
取
り
組
み
、
こ
れ
ら
の
文

化
遺
産
を
次
世
代
に
継
承
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

神戸映画資料館の入り口には、映写機が展示されている

アニメーションの先駆者・大藤信郎の記念すべき第１作
『のろまな爺』（1924）。貴重な収蔵資料になっている
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「
映
画
の
街
」、
消
え
た
映
画
館

　

歴
史
を
感
じ
、穏
や
か
な
瀬
戸
内
や
島
々
が
生
む
自
然
、

そ
こ
に
暮
す
人
々
の
営
み
の
風
景
が
広
が
る
風
光
明
媚
な

尾
道
に
、
志
賀
直
哉
や
小
津
安
二
郎
な
ど
、
か
つ
て
多
く

の
文
化
人
が
魅
了
さ
れ
た
。

　

そ
ん
な
尾
道
は
「
映
画
の
街
」
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ

て
い
る
。
１
９
５
０
年
代
に
は
「
東
京
物
語
」、
１
９
８

０
年
代
に
は
大
林
宣
彦
監
督
の「
尾
道
三
部
作
」な
ど
数
々

の
名
作
を
誕
生
さ
せ
、
今
で
も
当
時
の
風
情
が
残
り
、
懐

か
し
さ
や
郷
愁
の
溢
れ
た
街
で
あ
る
。
休
日
に
は「
映
画
」

を
求
め
、
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
海
外
か
ら
も
映
画
フ
ァ
ン

や
観
光
客
が
多
く
訪
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
尾
道
は
「
映
画
の
街
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い

て
も
、
時
代
の
波
に
は
逆
ら
え
な
か
っ
た
。
全
盛
期
に
は

9
館
ほ
ど
あ
っ
た
映
画
館
は
街
か
ら
次
第
に
姿
を
消
し
、

最
後
に
残
っ
た
唯
一
の
映
画
館
も
２
０
０
１
年
に
閉
館
、

尾
道
か
ら
映
画
の
灯
が
消
え
て
し
ま
っ
た
。「
映
画
の
街
」

に
映
画
館
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
尾
道
に
住

み
、
地
元
を
愛
す
る
我
々
に
と
っ
て
、
ジ
レ
ン
マ
で
も
あ

り
、
後
ろ
め
た
さ
や
悔
し
さ
が
残
る
出
来
事
だ
っ
た
。

「
深
谷
シ
ネ
マ
」
に
衝
撃

　
「
な
ん
と
か
尾
道
に
映
画
館
を
復
活
で
き
な
い
も
の
だ

ろ
う
か
」
と
、
そ
の
ジ
レ
ン
マ
か
ら
沸
き
起
こ
っ
た
感
情

を
、
映
画
好
き
な
友
人
に
話
し
た
。
し
か
し
、
映
画
館
を

復
活
す
る
と
言
っ
て
も
、
一
体
ど
の
ぐ
ら
い
の
費
用
が
か

か
る
の
か
。
分
か
ら
な
い
こ
と
は
や
っ
て
い
る
人
に
聞
く

の
が
一
番
早
い
と
思
い
、
全
国
の
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
に
足
を

運
び
情
報
収
集
し
た
。
新
潟
、
埼
玉
、
群
馬
、
東
京
、
大

阪
、
京
都
な
ど
の
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
を
巡
り
、
経
営
者
や
支

配
人
と
対
面
す
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
街
の
特
徴
を
生
か

し
た
映
画
館
づ
く
り
や
多
様
な
経
営
方
法
を
学
ん
だ
。

　

そ
の
中
で
も
最
も
衝
撃
を
受
け
た
の
は
、
埼
玉
県
深
谷

市
に
あ
る
市
民
映
画
館
「
深
谷
シ
ネ
マ
」
だ
っ
た
。
訪
れ

た
当
時
、
深
谷
シ
ネ
マ
は
オ
ー
プ
ン
か
ら
4
年
目
を
迎
え

て
い
た
。

　

銀
行
を
改
装
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
運
営
す
る
ど
こ
に
も

な
い
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
。
今
ま
で
見
た
映
画
館
の

イ
メ
ー
ジ
と
全
く
異
な
っ
た
、
も
の
す
ご
い
衝
撃
を
受
け

た
。
調
査
し
て
い
く
中
で
、「
人
口
が
30
万
人
い
な
い
と

1
ス
ク
リ
ー
ン
の
経
営
は
成
り
立
た
な
い
」
と
言
わ
れ
て

い
る
と
も
知
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、深
谷
市
は
人
口
15
万
人
。1
ス
ク
リ
ー

ン
が
4
年
間
も
街
で
唯
一
の
映
画
館
と
し
て
立
派
に
成
り

立
ち
、「
街
の
再
生
」
と
い
う
機
能
を
持
っ
た
映
画
館
が

存
在
し
て
い
た
。「
深
谷
市
の
よ
う
な
経
営
方
法
な
ら
、

人
口
が
同
じ
15
万
人
の
尾
道
で
も
継
続
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
は
…
」。
映
画
館
を
復
活
し
、
継
続
で
き
る
ヒ

ン
ト
を
つ
か
ん
だ
瞬
間
、
こ
れ
は
絶
対
に
復
活
さ
せ
ね
ば

と
い
う
使
命
感
と
と
も
に
、
尾
道
で
の
映
画
館
経
営
へ
の

希
望
が
見
え
た
。
そ
ん
な
深
谷
シ
ネ
マ
と
の
出
会
い
が
、

尾
道
の
映
画
館
を
復
活
さ
せ
経
営
す
る
方
法
を
考
え
る
大

き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

映
画
館
復
活
運
動
に
奔
走
、

市
民
の
意
識
高
め
る

　

早
速
、
尾
道
に
戻
り
、
地
元
の
大
学
生
や
映
画
フ
ァ
ン

を
中
心
に
２
０
０
６
年
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
シ
ネ
マ
尾
道
」

を
立
ち
上
げ
、
映
画
館
復
興
運
動
を
広
げ
て
い
っ
た
。

　

公
共
ホ
ー
ル
や
地
元
商
店
街
で
の
2
カ
月
に
1
度
の
上

映
会
。大
ス
ク
リ
ー
ン
で
映
画
を
観
る
喜
び
を
も
う
一
度
、

尾
道
市
民
に
呼
び
戻
し
、
映
画
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
き

た
い
と
考
え
た
。
尾
道
の
人
が
次
第
に
文
化
へ
の
関
心
を

持
た
な
く
な
っ
た
か
ら
映
画
館
が
な
く
な
っ
た
。
我
々
市

民
が
、
映
画
館
と
い
う
街
に
と
っ
て
守
る
べ
き
財
産
を
潰

し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
映
画
館
再
建
が
目
的
で
は
な
く
、

尾
道
の
人
に
沢
山
の
映
画
を
観
て
も
ら
い
、
街
に
映
画
館

を
継
続
さ
せ
て
い
く
と
い
う
文
化
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ネ
マ
尾
道 

代
表
理
事　

●　

河
本
清
順

映
画
文
化
の
再
生
で
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な
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―
「
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市
民
の
貴
重
な
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特集 映画によるまちづくり

目
標
だ
っ
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
一
人
で
も
多
く
の
市
民
に
「
自
分
の

映
画
館
」と
い
う
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ
。

そ
れ
が
尾
道
と
い
う
人
口
15
万
人
の
小
さ
な
街
で
、
唯
一

映
画
文
化
を
復
活
さ
せ
る
方
法
だ
と
考
え
た
。
映
画
館
を

成
り
立
た
せ
、
経
営
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
文
化
へ

の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

最
初
は
た
っ
た
3
人
か
ら
始
ま
っ
た
活
動
が
、
上
映
会

を
重
ね
る
に
つ
れ
、
だ
ん
だ
ん
と
そ
の
輪
は
広
が
り
、
２

０
０
４
年
に
立
ち
上
げ
た「
尾
道
に
映
画
館
を
つ
く
る
会
」

の
会
員
は
１
０
０
人
以
上
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の

仲
間
は
30
人
近
く
に
な
っ
た
。
ま
た
、
最
初
は
反
対
の
声

も
あ
っ
た
映
画
館
復
興
運
動
へ
の
意
識
を「
草
の
根
募
金
」

を
す
る
こ
と
で
高
め
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
２
０
０
１
年
ま
で
上
映
し
、
尾
道
駅
前
に

唯
一
残
っ
て
い
た
映
画
館
の
建
物
を
借
り
受
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
草
の
根
募
金
に
よ
る
「
尾
道
シ
ネ
マ
基
金
」
は

２
７
０
０
万
円
に
達
し
、
借
り
受
け
た
映
画
館
の
改
装
費

を
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
た
。
地
元
書
店
や
飲
食
店
で
の

募
金
箱
、
個
人
、
企
業
、
全
国
の
映
画
フ
ァ
ン
、
映
画
関

係
者
、
著
名
人
な
ど
、
１
円
か
ら
数
百
万
円
ま
で
、
多
く

の
方
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
。

「
シ
ネ
マ
尾
道
」、
つ
い
に
オ
ー
プ
ン

　

２
０
０
８
年
10
月
、
つ
い
に
尾
道
に
7
年
ぶ
り
の
映
画

館「
シ
ネ
マ
尾
道
」（
１
１
２
席
）が
オ
ー
プ
ン
し
た
。「
１

日
平
均
40
人
の
集
客
」
と
い
う
採
算
ラ
イ
ン
ぎ
り
ぎ
り
で

は
あ
る
が
、
現
在
開
館
6
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

　

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
協
力
の
も
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

で
5
人
の
有
給
映
写
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
力
を
あ
わ
せ
、

運
営
を
続
け
て
い
る
。
尾
道
市
民
の
み
な
ら
ず
、
映
画
監

督
や
俳
優
、
著
名
人
も
全
国
か
ら
尾
道
へ
駆
け
つ
け
、
応

援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
か
つ
て
志
賀
直
哉
や
小
津
安

二
郎
が
尾
道
の
街
に
魅
了
さ
れ
、
新
し
い
文
化
が
芽
生
え

た
よ
う
に
、歴
史
は
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
将
来
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
の
尾
道
の
子
供
達
を

育
て
る
べ
く
、
文
化
庁
や
尾
道
市
か
ら
助
成
金
を
受
け
、

「
こ
ど
も
映
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
や
「
高
校
生
の
た
め

の
映
画
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
等
を
開
催
し
、情
操
教
育
・

市
民
の
学
び
の
場
と
し
て
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
。

映
画
文
化
再
生
で
街
を
元
気
に

　

小
津
安
二
郎
が
か
つ
て
「
東
京
物
語
」
で
描
い
た
、
誰

も
が
憧
れ
求
め
る
人
の
ぬ
く
も
り
や
温
か
さ
は
、
時
代
が

ど
ん
な
に
変
化
し
よ
う
と
も
我
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
街
で
生

活
し
て
い
く
中
で
必
要
不
可
欠
で
、
尾
道
は
そ
ん
な
昔
の

風
情
や
人
情
が
今
も
息
づ
い
て
い
る
街
で
あ
る
。
ま
さ
に

そ
れ
は
我
々
が
「
映
画
」
に
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
尾
道

が
「
映
画
の
街
」
と
言
わ
れ
て
い
る
所
以
な
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

駅
前
に
映
画
館
が
復
活
し
、
空
き

店
舗
が
多
か
っ
た
尾
道
の
中
心
街

も
、
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
て
き
た
。

街
の
魅
力
を
つ
く
り
出
し
、
市
民
が

日
常
的
に
映
画
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
映
画
館
と
い
う
場
所
は
ど
こ
の

街
に
も
絶
対
に
必
要
な
の
だ
。
地
元

尾
道
の
未
来
の
た
め
、映
画
の
た
め
、

取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
こ
れ
か
ら
も

無
限
に
あ
る
。映
画
文
化
の
再
生
で
、

こ
れ
か
ら
も
尾
道
の
街
や
人
を
元
気

に
し
て
い
き
た
い
。

映画「エンディングノート」の砂田麻美監督（左端）をゲストに迎
えた「高校生のための映画館ワークショップ」の様子

「こども映画ワークショップ」の様子。脳科学者の茂木健一郎さん（左
から２人目）をゲストに迎えて開催した

シネマ尾道館内
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「
し
ま
ね
映
画
祭
」
は
、
１
９
９
２
（
平
成
４
）
年
に

開
か
れ
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
文
化
芸
術
会
議
し

ま
ね
」
の
協
賛
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
当
初
の
上

映
会
場
は
県
下
８
市
町
。
全
国
的
に
映
画
館
が
減
り
は
じ

め
た
こ
ろ
だ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
22
年
目
。
今
で
は
島
根
県
内
で
映
画
館
が
あ

る
の
は
松
江
と
出
雲
の
２
市
（
シ
ネ
コ
ン
２
館
）
だ
け
と

な
り
、
し
ま
ね
映
画
祭
の
観
客
動
員
数
も
当
初
の
２
万
人

台
か
ら
最
近
で
は
１
万
人
を
割
っ
た
状
態
が
続
い
て
い

る
。
そ
こ
で
、
も
っ
と
映
画
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
そ
う

と
、
２
０
０
３
年
に
映
画
を
制
作
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
し
ま
ね
映
画
塾
」
を
立
ち
上
げ
た
。
い
ず
れ
も
地
域
の

住
民
を
巻
き
込
み
、
そ
の
自
主
性
、
独
自
性
を
尊
重
す
る

「
島
根
方
式
」
で
さ
ら
な
る
発
展
を
期
し
て
い
る
。

テ
ー
マ
は
「
環
境
」、
全
県
が
会
場
に

　

し
ま
ね
映
画
祭
発
足
の
基
に
な
っ
た
の
は
、
当
時
、
既

に
20
年
の
歴
史
を
持
っ
て
い
た
「
島
根
県
民
会
館
名
画
劇

場
」（
毎
月
１
回
、名
画
を
上
映
。
現
在
も
継
続
）
だ
っ
た
。

こ
こ
で
育
ま
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
映
画
・
映
像
の
持
つ
力
、

芸
術
性
を
知
っ
た
官
民
の
有
志
た
ち
が
「
映
画
館
の
な
い

町
に
映
画
を
届
け
、
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
」、「
映
画
文
化
の
火
を
消
す
な
」
な
ど
と
声
を

上
げ
、
実
行
委
員
会
を
設
立
し
た
。

　

し
ま
ね
映
画
祭
の
特
徴
は
▽
テ
ー
マ
は
初
回
か
ら
一
貫

し
て
「
環
境
」
▽
日
本
一
長
い
開
催
期
間
（
約
３
カ
月
）

▽
会
場
は
全
県
▽
上
映
作
品
は
各
会
場
が
選
定―

な
ど
。

そ
し
て
、
実
行
委
員
会
に
は
、
実
働
部
隊
と
な
る
企
画
委

員
会
を
設
置
。
メ
ン
バ
ー
は
県
内
の
公
立
文
化
施
設
を
中

心
に
、
行
政
、
民
間
を
含
む
各
地
の
会
場
の
代
表
や
支
援

を
い
た
だ
い
て
い
る
マ
ス
コ
ミ
、
企
業
か
ら
の
約
40
人
で

構
成
し
て
い
る
。

誘
客
に
あ
の
手
こ
の
手

　

企
画
委
員
会
は
映
画
祭
全
体
の
と
り
ま
と
め
を
担
当

し
、
テ
ー
マ
映
画
（
全
会
場
で
上
映
）
を
選
ぶ
が
、
そ
れ

を
除
く
上
映
作
品
の
選
定
や
運
営
に
つ
い
て
は
各
会
場
の

想
い
や
実
情
を
反
映
さ
せ
、
お
仕
着
せ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
。

　

各
会
場
は
独
立
採
算
制
の
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
住
民
や
関
係
者
か
ら
成
る
独
自
の
実
行
委
な
ど
を

つ
く
り
誘
客
に
知
恵
を
絞
っ
て
い
る
。
ま
た
作
品
の
選
定

に
当
た
っ
て
も
子
供
向
け
の
ア
ニ
メ
か
ら
話
題
作
、
時
代

劇
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
各
年
齢
層
に
配
慮
し
、
広
報
も

映
画
祭
共
通
の
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
以
外
に
独
自
に
作
っ

た
り
、
各
自
治
体
の
広
報
に
掲
載
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る

な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
上
映
に
合
わ
せ
て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

開
催
し
た
り
、
お
で
ん
な
ど
「
食
」
を
抱
き
合
わ
せ
た
り

す
る
会
場
も
。
抽
選
会
や
グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
あ
の

手
こ
の
手
だ
。

　

チ
ケ
ッ
ト
売
り
も
含
め
、
い
ず
れ
も
地
域
の
住
民
、
映

画
フ
ァ
ン
を
巻
き
込
み
、
い
か
に
自
分
た
ち
の
地
域
の
事

業
と
し
て
魅
力
あ
る
も
の
に
す
る
か
、
企
画
段
階
か
ら
住

民
参
加
を
心
が
け
て
い
る
。
第
22
回
と
な
る
今
年
は
、
９

月
７
日
か
ら
11
月
23
日
ま
で
10
市
町
、
12
会
場
で
36
作
品

を
上
映
す
る
。

県
内
各
地
で
「
映
画
塾
」

　

こ
れ
ま
で
の
上
映
本
数
は
１
０
０
０
本
を
突
破
し
、
招

い
た
ゲ
ス
ト
も
監
督
、
俳
優
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど
１
１
０
人

以
上
を
数
え
る
。
し
か
し
、
来
場
者
は
総
計
30
万
人
を
超

え
た
も
の
の
、
単
年
度
で
見
る
と
、
ピ
ー
ク
時
の
半
分
程

度
に
落
ち
て
き
た
。危
機
感
を
覚
え
た
企
画
委
員
会
で
は
、

も
っ
と
映
画
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
そ
う
と
、
前
述
し
た

よ
う
に
２
０
０
３
年
に
「
し
ま
ね
映
画
塾
」
を
誕
生
さ
せ

た
。

　

同
塾
は
、
映
画
「
白
い
船
」
や
「
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ

し
ま
ね
映
画
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
長

島
根
県
民
会
館
館
長

　

●　

西
尾
俊
也

映
画
館
の
な
い
町
に
映
画
を
届
け
て
22
年

―
「
し
ま
ね
映
画
祭
」、運
営
に
地
域
の
創
意
生
か
す―

11
島
根
県

映
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

特集
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特集 映画によるまちづくり

―

49
歳
で
電
車
の
運
転
士
に
な
っ
た
男
の
物
語―

」、「
渾

身
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
錦
織
良
成
監
督
（
島
根
県
出
身
）

が
塾
長
を
務
め
、
毎
年
、
キ
ャ
ス
ト
も
含
め
て
関
東
や
関

西
、
隣
県
な
ど
県
内
外
か
ら
１
０
０
〜
１
５
０
人
が
参
加

す
る
。
公
募
し
た
シ
ナ
リ
オ
か
ら
10
作
品
程
度
を
選
定
。

参
加
者
を
選
定
作
品
ご
と
の
ク
ル
ー
に
分
け
て
、
２
泊
３

日
の
合
宿
形
式
で
撮
影
、
５
分
程
度
の
短
編
映
画
を
制
作

す
る
。

　

合
宿
先
（
ロ
ケ
地
）
は
、
名
乗
り
を
上
げ
た
地
域
に
出

か
け
て
い
く
こ
と
を
原
則
に
し
て
い
る
。
慣
れ
な
い
た
め

運
営
上
の
リ
ス
ク
は
あ
る
も
の
の
、毎
年
合
宿
地
を
変
え
、

県
全
体
を
巻
き
込
む
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
。

　

ま
た
、
撮
影
ク
ル
ー
を
受
け
入
れ
る
地
域
に
は
実
行
委

員
会
な
ど
の
組
織
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
、
ロ
ケ
現
場
選
定

の
相
談
、個
人
宅
な
ど
の
借
り
上
げ
の
仲
介
、本
番
撮
影
時

の
手
伝
い
な
ど
を
お
願
い
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
担
う
に

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
て
約
50
人
の
地
元
応

援
団
が
必
要
で
、地
域
の
熱
意
が
問
わ
れ
る
。撮
影
合
宿
ま

で
に
数
回
の
会
合
を
持
つ
こ
と
で
、
地
元
ス
タ
ッ
フ
と
撮

影
ク
ル
ー
の
交
流
の
輪
が
広
が
っ
た
り
、
わ
が
町
自
慢
の

再
認
識
に
繋
が
っ
た
り
す
る
な
ど
の
効
果
も
出
て
い
る
。

カ
ギ
握
る
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍

　

映
画
塾
と
は
い
っ
て
も
「
自
分
た
ち
が
表
現
し
た
い
こ

と
を
思
い
通
り
に
撮
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
の
が
基
本
方

針
で
、
取
り
立
て
て
何
も
教
え
な
い
の
が
特
徴
だ
。

　

参
加
者
は
、
一
度
も
現
地
を
訪
れ
た
こ
と
が
な
い
人
も

多
く
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
お
世
話
に
な

ら
な
い
と
身
動
き
が
取
れ
な
い
と
言
っ
て
も
い
い
。
ま
た

撮
影
合
宿
の
初
日
は
戸
惑
う
地
元
ス
タ
ッ
フ
も
、
２
日
目

に
な
る
と
塾
生
の
熱
気
に
当
て
ら
れ
る
の
か
、
地
元
の
歴

史
を
語
っ
た
り
、
急
に
キ
ャ
ス
ト
を
頼
ま
れ
て
も
喜
ん
で

出
演
し
た
り
す
る
光
景
も
。

　

撮
影
合
宿
の
３
日
間
、
１
０
０
人
以
上
が
同
じ
地
域
で

動
き
回
る
た
め
、小
さ
な
町
で
は
店
の
弁
当
が
無
く
な
り
、

昼
食
抜
き
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ク
ル
ー
も
あ
っ
た
。

　

完
成
し
た
地
域
色
豊
か
な
作
品
は
、
映
画
祭
の
ク
ロ
ー

ジ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
現
地
の
文
化
施
設
で
上
映
さ

れ
、
錦
織
塾
長
、
し
ま
ね
映
画
祭
の
応
援
団
長
で
あ
る
映

画
評
論
家
・
北
川
れ
い
子
さ
ん
や
ゲ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の

作
品
を
講
評
す
る
。

　

地
元
の
方
々
も
た
く
さ
ん
姿
を
見
せ
、
映
像
に
ち
り
ば

め
ら
れ
た
わ
が
町
の
風
景
に
「
あ
れ
は
ど
こ
だ
」、「
ス
ク

リ
ー
ン
で
観
る
と
違
っ
て
見
え
る
」、「
あ
の
キ
ャ
ス
ト
は

知
り
合
い
。
い
い
演

技
を
し
て
い
る
」
な

ど
と
い
っ
た
感
想
も

聞
か
れ
る
。

　

こ
う
し
て
塾
も
今

年
で
11
回
目
を
迎

え
、
制
作
本
数
は
コ

メ
デ
ィ
ー
、
社
会
派

タ
ッ
チ
な
ど
１
０
０

本
を
超
し
た
。
映
画

塾
を
き
っ
か
け
に
地

元
有
志
で
映
画
づ
く

り
を
は
じ
め
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
地
域
に

出
掛
け
る
意
義
が
芽

生
え
始
め
て
い
る
。

映画塾の撮影風景

真剣に撮影に取り組む映画塾の参加者ら

しまね映画祭には毎年多くの観客が訪れる
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「
さ
ぬ
き
映
画
祭
」
と
は

　
「
さ
ぬ
き
映
画
祭
」
は
、
映
画
・
映
像
に
よ
る
地
域
文

化
の
振
興
と
香
川
の
活
性
化
、
映
像
制
作
に
関
わ
る
人
材

育
成
な
ど
を
目
的
に
２
０
０
６
年
度
よ
り
毎
年
開
催
し
て

お
り
、
今
年
度
で
８
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

香
川
県
で
は
、２
０
０
１
年
の「
香
川
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
事
業
」
開
始
以
来
、
数
多
く
の
映
画
・
Ｔ
Ｖ
な
ど

の
ロ
ケ
撮
影
を
誘
致
・
支
援
し
、
映
画
で
は
多
数
の
作
品

が
全
国
公
開
さ
れ
、
県
の
知
名
度
ア
ッ
プ
や
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
映
画
に
対
す

る
関
心
を
更
に
高
め
る
た
め
、「
さ
ぬ
き
映
画
祭
」
は
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

事
業
の
内
容
と
し
て
は
、メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る「
上

映
会
」
の
ほ
か
、
香
川
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
「
映
像
作
品
企

画
募
集
」
や
、「
映
像
塾
」
の
開
講
な
ど
、
人
材
育
成
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
上
映
会
「
さ
ぬ
き
映
画
祭
２
０
１
３
」
は
、

映
画
「
踊
る
大
捜
査
線
」
シ
リ
ー
ズ
で
お
馴
染
み
の
本
県

出
身
の
映
画
監
督
、
本
広
克
行
氏
を
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
迎

え
、
２
０
１
３
年
２
月
３
日
〜
17
日
の
期
間
で
開
催
し
、

総
入
場
者
数
は
約
６
５
０
０
名
と
な
り
ま
し
た
。
北
海
道

や
関
東
地
方
な
ど
、
遠
方
か
ら
も
多
く
の
皆
様
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
有
料
入
場
者
数
は
、
約
３
２
０
０
名
と
、
前

回
の
２
・
５
倍
以
上
を
記
録
し
ま
し
た
。
本
広
氏
は
、
讃

岐
３
部
作
と
し
て
、
映
画
「
サ
マ
ー
タ
イ
ム
マ
シ
ン
・
ブ

ル
ー
ス
」、「
Ｕ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
」、「
曲
が
れ
！
ス
プ
ー
ン
」
を
出

身
地
で
あ
る
香
川
県
で
撮
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る

よ
う
に
、
地
元
香
川
へ
の
想
い
が
強
く
、「
自
分
が
関
わ

る
こ
と
で
、よ
り
魅
力
的
な
映
画
祭
に
な
る
の
な
ら
」
と
、

本
映
画
祭
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

「
さ
ぬ
き
映
画
祭
２
０
１
３
」

　

高
松
会
場
で
は
、
本
広
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
よ
る
、
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
映
画
を
上
映
す
る
と
と

も
に
、
全
作
品
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
付
き
と
い
う
贅
沢
な
内
容

と
な
り
ま
し
た
。
上
映
作
品
も
、
全
国
公
開
前
の
も
の
や

昨
年
話
題
と
な
っ
た
作
品
、
ア
ニ
メ
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と

は
一
味
違
っ
た
も
の
と
な
り
、
全
て
に
監
督
や
俳
優
な
ど

の
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
が
付
く
こ
と
で
、
来
場
者
は
映
画
の
余

韻
に
浸
り
な
が
ら
、
当
事
者
し
か
知
ら
な
い
撮
影
の
ウ
ラ

話
な
ど
を
聞
け
て
、
映
画
の
本
当
の
お
も
し
ろ
さ
に
目
覚

め
た
な
ど
と
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　

映
画
の
上
映
の
ほ
か
に
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

ま
し
た
。
新
た
な
試
み
と
し
て
開
催
し
た
「
ふ
る
さ
と
映

画
祭
サ
ミ
ッ
ト
」
や
「
若
手
自
主
映
画
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、

各
地
域
の
映
画
祭
代
表
者
や
若
手
映
画
監
督
が
一
堂
に
会

し
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
熱
気
溢
れ
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
広
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
提
案
で
、
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
も
復
活
さ
せ
ま
し
た
。サ
ポ
ー
タ
ー
集
め
に
は
、デ
ィ

レ
ク
タ
ー
自
ら
県
内
各
所
へ
足
を
運
び
、「
さ
ぬ
き
映
画

祭
２
０
１
３
」
の
広
告
塔
と
し
て
映
画
祭
を
よ
り
広
く
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
奔
走
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
特
典
と
し
て
、
本
広
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を

は
じ
め
、
大
林
宣
彦
監
督
な
ど
映
画
関
係
者
と
の
交
流
会

も
開
催
し
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
交
流
の
場
は
、
地
方
で

映
画
に
携
わ
る
人
に
と
っ
て
、
と
て
も
貴
重
な
機
会
で
、

プ
ロ
の
映
画
監
督
か
ら
映
画
制
作
に
つ
い
て
直
接
ご
教
示

い
た
だ
く
場
面
も
あ
り
、
参
加
者
に
は
大
変
な
刺
激
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
メ
イ
ン
会
場
を
ワ
ー
ナ
ー
・
マ
イ
カ
ル
・

シ
ネ
マ
ズ
高
松
（
現
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
高
松
東
）
に
変
更
し

た
こ
と
で
、
鑑
賞
環
境
が
大
き
く
改
善
し
、
映
画
フ
ァ
ン

に
は
大
変
好
評
で
し
た
。
開
催
期
間
中
は
、
本
当
に
多
く

の
ゲ
ス
ト
や
観
客
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ま
た
、

多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
支
え
ら

れ
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

香
川
県
政
策
部
文
化
振
興
課 

主
任　

●　

香
川
明
子

映
画
・
映
像
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
を
推
進

―
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
さ
ぬ
き
映
画
祭
」―

12
香
川
県

映
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
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人
材
育
成
の
取
り
組
み

　
「
映
像
作
品
企
画
募
集
」
の
表
彰
式
も
上
映
会
期
間
中

に
行
わ
れ
、
優
秀
企
画
４
作
品
の
う
ち
、
香
川
県
の
釜
次

智
久
監
督
（
獅
子
あ
わ
せ
製
作
委
員
会
）
が
製
作
し
た

「T
he lion dance 

し
あ
わ
せ
獅
子
あ
わ
せ
」
が
３
年
ぶ

り
と
な
る
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
。
県
内
の
応
募

者
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
の
は
初
め
て
で
、
県
内
人

材
の
成
長
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
極
道
の
妻
た
ち
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
の
監
督
と
し
て
知

ら
れ
る
中
島
貞
夫
審
査
委
員
長
か
ら
は
、「
応
募
作
品
の

レ
ベ
ル
は
向
上
し
て
い
る
」
と
の
講
評
を
い
た
だ
き
、
こ

う
し
た
作
品
を
通
じ
て
、
香
川
の
良
さ
を
県
内
外
に
向
け

て
発
信
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
映
像
塾
」
は
、
地
方
で
は
め
ず
ら
し
い
映
画
制
作
や

シ
ナ
リ
オ
制
作
の
講
座
を
開
講
し
、
県
外
か
ら
、
映
像
制

作
な
ど
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
を
講
師
に
招

い
て
い
ま
す
。
映
画
制
作
の
講
座
で
は
、
講
義
で
映
画
の

作
り
方
を
学
ん
だ
後
、受
講
生
同
士
で
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、

実
際
に
短
編
映
画
を
制
作
し
ま
す
。
受
講
生
た
ち
が
約
半

年
か
け
て
制
作
し
た
映
画
は
、
２
月
の
上
映
会
で
お
披
露

目
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
、
香
川
県
に
は
、
映
画
制
作

に
携
わ
る
人
材
が
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。「
映
像
塾
」
出

身
者
の
中
に
は
、
監
督
・
脚
本
家
と
し
て
、
本
格
的
に
映

画
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
も
出
て
き
て
い
て
、
共
に

学
ん
だ
仲
間
た
ち
が
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

香
川
の
魅
力
を
発
信

　

現
在
、
来
年
２
月
の
「
さ
ぬ
き
映
画
祭
２
０
１
４
」
に

向
け
て
、
よ
り
魅
力
的
で
、
誰
も
が
参
加
で
き
る
映
画
祭

と
な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
広
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
は
、
多
く
の
ゲ
ス
ト
を
さ
ぬ
き
映
画
祭
に
招
き
ま
す

が
、
出
演
依
頼
の
際
の
決
ま
り
文
句
は
、「
本
場
の
さ
ぬ

き
う
ど
ん
を
食
べ
に
来
ま
せ
ん
か
」。
こ
の
言
葉
で
、
多

く
の
映
画
人
が
香
川
に
集
ま
る
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
、「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
３
」

の
開
催
も
あ
り
、
瀬
戸
内
の
島
々
に
は
多
く
の
ア
ー
ト
作

品
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
、「
う
ど
ん
県
。
そ
れ
だ
け
じ
ゃ

な
い
香
川
県
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
と
お
り
、
香
川
に

は
「
食
」、「
観
光
」、「
ア
ー
ト
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
魅

力
が
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

毎
年
２
月
に
は
、

さ
ぬ
き
映
画
祭
が
開

催
さ
れ
ま
す
が
、
ご

来
県
の
映
画
関
係
者

や
一
般
の
お
客
様

に
、
香
川
の
魅
力
を

存
分
に
体
感
し
て
も

ら
い
、
郷
土
の
情
報

発
信
に
つ
な
が
る
と

と
も
に
、
香
川
の
映

像
文
化
が
よ
り
一
層

盛
り
上
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

映画「踊る大捜査線」上映後のゲストトーク（トークショー）の様子。本
広監督（右から２人目）と婦警役の俳優さんら

「ふるさと映画祭サミット」の模様。各地の映画祭代表者などが集まり、
活発な意見交換が行われた

グランプリを獲得した「獅子あわせ製作委員会」の皆さん。左端は中島貞
夫審査委員長
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日
本
映
画
中
心
に
30
回

　

古
湯
温
泉
が
あ
る
佐
賀
市
富
士
町
は
佐
賀
県
の
北
に
位

置
し
、
住
民
は
４
０
０
０
人
余
り
。
北
に
脊
振
山
地
が
連

な
り
、
南
西
に
天
山
が
そ
び
え
る
山
あ
い
の
町
だ
。

　

福
岡
空
港
に
ゲ
ス
ト
を
迎
え
に
行
く
と
き
に
は
、
目
印

に
し
て
も
ら
う
た
め
に
古
湯
映
画
祭
の
ス
タ
ッ
フ
は
黄
色

い
ハ
ッ
ピ
を
着
て
い
く
。
福
岡
空
港
か
ら
は
、
約
１
時
間

半
。走
る
ほ
ど
に
さ
び
し
く
な
っ
て
い
く
周
り
の
景
色
に
、

「
ど
こ
に
連
れ
て
い
か
れ
る
の
だ
ろ
う
…
」
と
、
不
安
に

か
ら
れ
た
ゲ
ス
ト
も
い
た
そ
う
だ
。

　

30
回
目
と
な
る
今
年
の
富
士
町
古
湯
映
画
祭
（
２
０
１

３
年
９
月
21
〜
23
日
）
の
テ
ー
マ
は
「
日
本
映
画
バ
ン
ザ

イ
！
」。
映
画
を
つ
く
っ
た
人
と
映
画
を
見
た
人
が
出
会

え
る
場
と
し
て
続
け
て
き
た
の
で
、
映
画
祭
の
上
映
作
品

は
ほ
と
ん
ど
が
日
本
映
画
だ
っ
た
。
そ
の
日
本
映
画
へ
の

感
謝
と
期
待
を
込
め
て
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　

ゲ
ス
ト
は
、
過
去
に
参
加
い
た
だ
い
た
監
督
た
ち
に
再

度
の
参
加
を
お
願
い
し
た
。
な
か
に
は
３
〜
５
回
目
と
な

る
監
督
も
い
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
合
わ
な
い
こ
と
に
は

参
加
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
お
願
い
し
た
監
督
の
半
分

で
も
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
…
と
思
っ
て
い
た
が
、
な
ん
と

ほ
と
ん
ど
の
監
督
が
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ

た
の
に
は
驚
い
た
。

　

今
回
の
依
頼
書
は
今
ま
で
と
違
っ
て
地
元
で
つ
く
っ
て

い
る
名
尾
和
紙
に
筆
で
依
頼
文
を
書
き
、
竹
筒
に
入
れ
て

送
っ
た
。
30
回
目
に
か
け
る
意
気
込
み
と
誠
意
が
伝
わ
る

よ
う
、
そ
し
て
古
湯
を
思
い
出
し
て
も
ら
お
う
…
と
い
う

ス
タ
ッ
フ
の
ア
イ
デ
ア
だ
。
少
し
は
思
い
が
伝
わ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
そ
う
た
る
顔
ぶ
れ
、
観
客
も
大
幅
増

　

そ
う
し
て
決
ま
っ
た
今
回
の
ゲ
ス
ト
と
上
映
作
品
は
▽

井
筒
和
幸
監
督
「
黄
金
を
抱
い
て
翔
べ
」、
▽
降
旗
康
男

監
督
「
あ
な
た
へ
」、
▽
大
林
宣
彦
監
督
「
こ
の
空
の
花

―

長
岡
花
火
物
語
」
と
「
水
の
旅
人―

侍K
ID
S―

」（
こ

の
作
品
は
、
大
林
監
督
が
以
前
に
古
湯
映
画
祭
に
参
加
い

た
だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
富
士
町
で
ロ
ケ
を

行
っ
た
作

品
。
そ
し
て

そ
の
ロ
ケ
地

は
、
昨
年
完

成
し
た
ダ
ム

の
底
に
沈
ん

で
い
る
。
そ

の
沈
ん
だ
風

景
を
垣
間
見

ら
れ
る
と
い

う
こ
と
で
、

多
く
の
町
民

に
見
て
も
ら
お
う
と
特
別
無
料
上
映
と
し
た
）、
▽
周
防

正
行
監
督
「
終
の
信
託
」、
▽
入
江
悠
監
督
「
Ｓ
Ｒ
サ
イ

タ
マ
ノ
ラ
ッ
パ
ー
2　

女
子
ラ
ッ
パ
ー
☆
傷
だ
ら
け
の
ラ

イ
ム
」、
▽
阪
本
順
治
監
督
「
こ
の
世
の
外
へ―

ク
ラ
ブ

進
駐
軍
」、
▽
小
林
政
広
監
督
「
日
本
の
悲
劇
」、
▽
佐
々

部
清
監
督
「
ツ
レ
が
う
つ
に
な
り
ま
し
て
。」、
▽
緒
方
明

監
督
「
の
ん
ち
ゃ
ん
の
り
弁
」、
▽
石
井
岳
龍
監
督
「
水

の
中
の
八
月
」。

　

30
回
目
に
ふ
さ
わ
し
い
そ
う
そ
う
た
る
顔
ぶ
れ
だ
。上

映
後
に
は
毎
回
、監
督
と
観
客
の
や
り
と
り
が
で
き
る

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
っ
た
。そ
の
結
果
、
映
画
鑑
賞
、
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
と
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の
参
加
者
の
延
べ
人
数
は
、昨

年
よ
り
お
よ
そ
１
０
０
０
人
多
い
３
８
０
０
人
に
上
っ
た
。

温
泉
と
映
画
に
浸
れ
る
イ
ベ
ン
ト
、

町
ぐ
る
み
で
取
り
組
み

　

古
湯
映
画
祭
の
１
回
目
は
、
１
９
８
４
年
７
月
28
、
29

日
の
2
日
間
で
延
べ
入
場
者
数
は
約
６
０
０
人
。
佐
賀
市

の
映
画
フ
ァ
ン
の
グ
ル
ー
プ
「
シ
ネ
ア
ス
ト
佐
賀
」（
私

富
士
町
古
湯
映
画
祭
実
行
委
員

シ
ネ
マ
倶
楽
部
21
代
表

　

●　

大
歯
雄
司

「
映
画
フ
ァ
ン
」と「
古
湯
フ
ァ
ン
」の
増
加
を
目
標
に

―
30
回
目
を
迎
え
た
富
士
町
古
湯
映
画
祭―

13
佐
賀
県
佐
賀
市

映
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

特集

上映会場でのパーティーの模様
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も
こ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
関
わ
っ
て
い
っ
た
）
代

表
の
中
溝
好
生
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
基
に
し
て
、
す
で
に

注
目
さ
れ
て
い
た
湯
布
院
映
画
祭
を
参
考
に
、
温
泉
と
映

画
に
浸
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
じ
ま
っ
た
。
実
行
委
員

会
は
、
町
の
青
年
団
、
婦
人
会
、
農
協
、
森
林
組
合
、
商

工
会
、
旅
館
組
合
な
ど
の
諸
団
体
で
構
成
さ
れ
、
町
ぐ
る

み
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　

2
回
目
か
ら
は
、
青
年
団
が
積
極
的
に
運
営
を
担
う
よ

う
に
な
り
、
後
に
青
年
団
有
志
で
つ
く
っ
た
「
シ
ネ
マ
倶

楽
部
富
士
」
が
企
画
運
営
の
中
心
と
な
っ
て
い
く
。
２
回

目
（
３
日
間
）
と
３
回
目
（
４
日
間
）
の
黒
澤
明
監
督
の

特
集
で
延
べ
入
場
者
数
が
２
０
０
０
人
、
３
０
０
０
人
と

増
え
て
い
っ
た
。
ま
た
2
回
目
の
特
集
か
ら
佐
賀
出
身
の

映
画
評
論
家
・
西
村
雄
一
郎
さ
ん
に
企
画
面
で
協
力
し
て

も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

映
画
祭
を
き
っ
か
け
に
、
富
士
町
で
ロ
ケ
撮
影
が
行
わ

れ
た
映
画
が
あ
る
。
今
回
上
映
し
た
、
大
林
宣
彦
監
督
の

「
水
の
旅
人―

侍K
ID
S―

」
と
山
田
洋
次
監
督
の
「
男

は
つ
ら
い
よ　

ぼ
く
の
伯
父
さ
ん
」
だ
。
ま
た
、
作
家
の

笹
沢
左
保
さ
ん
も
「
富
士
町
に
ふ
る
さ
と
を
感
じ
た
…
」

と
、
一
時
期
移
り
住
ん
で
い
ら
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

20
回
目
を
終
え
て
、「
シ
ネ
マ
倶
楽
部
富
士
」
が
解
散

し
た
。
20
代
初
め
か
ら
関
わ
っ
て
き
た
中
心
メ
ン
バ
ー
が

働
き
盛
り
の
40
代
に
な
り
、
本
業
が
忙
し
く
な
っ
て
き
た

た
め
だ
。し
か
し
、残
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
新
た
な
メ
ン
バ
ー

が
「
シ
ネ
マ
倶
楽
部
21
」
と
し
て
、
事
務
局
と
共
に
企
画

運
営
を
担
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
23
回
目
を
終
え
て
、
そ
れ
ま
で
会
場
と
な
っ
て

い
た
北
部
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
が
解
体
さ
れ
た
。
翌
々
年

に
は
そ
の
跡
地
に
新
た
な
施
設
（
佐
賀
市
立
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
）
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
24
回
目
の

開
催
を
ど
う
す
る
か
悩
ん
だ
。
し
か
し
、
ち
ょ
う
ど
町
が

佐
賀
市
と
合
併
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
不
要
と
な
っ

た
町
議
会
場
に
少
し
手
を
加
え
て
、２
日
間
に
な
っ
た
が
、

町
の
産
業
祭
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
と
し
て
開
催
し
た
。

　

そ
し
て
25
回
目
以
降
は
新
設
さ
れ
た
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
て
い
る
。

上
映
作
品
は
三
百
数
十
本
、

延
べ
入
場
者
９
万
人
に

　

か
な
り
昔
か
ら
だ
と
思
う
が
、

富
士
町
で
は
毎
年
10
月
に
「
く
ん

ち
」
と
い
う
祭
り
が
あ
る
。
昼
間

に
天
衝
舞
（
て
ん
つ
く
ま
い
）
や

浮
立
（
ふ
り
ゅ
う
）
を
神
社
に
奉

納
し
て
、
終
わ
る
と
夜
ま
で
各
家

で
無
礼
講
の
宴
会
だ
。
そ
れ
が
週

末
ご
と
に
３
週
間
続
く
。

　

私
も
昨
年
は
３
週
末
と
も
お

じ
ゃ
ま
し
た
。
３
回
と
も
帰
り
の
車
で
爆
睡
し
て
い
た
。

「
古
湯
映
画
祭
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
が
い
い
」
と
、

よ
く
言
わ
れ
て
き
た
。
数
年
前
か
ら「
く
ん
ち
」に
お
じ
ゃ

ま
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
の
訳
が
わ
か
っ
た
よ
う
な
気

が
す
る
。

　

過
去
30
回
の
映
画
祭
で
上
映
し
た
作
品
は
三
百
数
十

本
、
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
ゲ
ス
ト
は
３
０
０
人
余
り
、

延
べ
入
場
者
数
は
９
万
人
近
く
に
な
る
。「
映
画
祭
を
も
っ

と
大
き
く
し
な
い
ん
で
す
か
？
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を

聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
今
も
「
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
」

で
や
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
う
は
考
え
て
い
な
い
。
し
か
し

続
け
る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
映
画
祭
が
大
き
く
な
っ
て

い
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
は
思
う
。

映
画
と
古
湯
の
フ
ァ
ン
の
増
加
目
指
し
て

　

映
画
を
つ
く
っ
た
人
達
と
映
画
を
見
た
人
達
が
出
会
え

る
映
画
祭
を
続
け
る
こ
と
で
、
映
画
フ
ァ
ン
が
一
人
で
も

増
え
て
い
っ
た
ら
と
思
う
。
ま
た
、
映
画
祭
に
足
を
運
ん

で
も
ら
う
と
い
う
こ
と
は
、
古
湯
に
足
を
運
ん
で
も
ら
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
古
湯
を
、
富
士
町
を
も
っ

と
知
っ
て
も
ら
う
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
こ
れ

ま
で
も
、
上
映
の
合
間
に
町
内
観
光
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施

し
て
き
た
し
、
今
回
は
映
画
祭
の
30
年
の
歴
史
が
垣
間
見

ら
れ
る
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を
つ
く
っ
た
ら
思
っ
た
よ
り
多

く
の
人
が
来
て
く
れ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
映
画
フ
ァ
ン
と
古
湯
フ
ァ
ン
を
一
緒
に
ふ

や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

富
士
町
古
湯
映
画
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
2.saganet.ne.jp/kasuke/eigasai_top.

htm

大林宣彦監督（右）のトークショーの様子

映画祭の会場内。前は桟敷席、後ろは椅子席となっている
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市
民
討
議
会
と

プ
ラ
ー
ヌ
ン
ク
ス
ツ
ェ
レ

　

日
本
に
お
け
る
新
し
い
市
民
参
加
手
法

の
一
つ
と
し
て
、「
市
民
討
議
会
」
が
注

目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
市
民
討
議
会
は
２

０
０
５
年
７
月
に
東
京
青
年
会
議
所
千
代

田
区
委
員
会
で
行
わ
れ
、
翌
２
０
０
６
年

８
月
に
三
鷹
青
年
会
議
所
と
三
鷹
市
が
共

催
で
開
催
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
全
国

に
普
及
、
２
０
１
３
年
７
月
末
現
在
で
の

開
催
総
数
は
３
０
０
件
以
上
に
な
っ
て
い

ま
す
。（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
討
議
会
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（CD

PN

）
調
べ
）

　

こ
の
手
法
は
ド
イ
ツ
の
市
民
参
加
プ

ラ
ー
ヌ
ン
ク
ス
ツ
ェ
レ（Planungszelle:

計
画
細
胞
）
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ー
ヌ
ン
ク
ス
ツ
ェ
レ
は
、
ペ
ー
タ
ー・

Ｃ
・
デ
ィ
ー
ネ
ル
（Peter C. D

ienel

）

ヴ
パ
タ
ー
ル
大
学
名
誉
教
授
（
故
人
）
に

よ
り
考
案
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
特
徴
は

① 

話
し
合
い
へ
の
参
加
者
を
無
作
為
抽
出

で
選
ぶ

② 

各
話
し
合
い
の
前
に
現
状
や
課
題
な
ど

の
情
報
提
供
を
行
う

③ 

１
グ
ル
ー
プ
５
人
（
通
常
５
グ
ル
ー
プ

25
人
を
１
セ
ル
と
し
て
行
う
）
に
分
け

て
話
し
合
い
を
行
い
、（
１
日
４
コ
マ
、

４
日
間
で
16
コ
マ
）
話
し
合
い
の
コ
マ

ご
と
に
メ
ン
バ
ー
を
シ
ャ
ッ
フ
ル
す
る

④ 

参
加
者
に
対
価
と
し
て
の
謝
礼
を
支
払

う
⑤ 

ま
と
ま
っ
た
結
果
を
市
民
答
申
と
し
て

公
表
す
る

と
い
う
５
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
を
日
本
に
そ
の
ま
ま
導
入
す
る
に

は
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

し
た
。
ま
ず
開
催
経
費
で
す
が
、
最
低
で

も
約
１
６
０
０
万
円
程
度
、
平
均
で
４
０

０
０
万
円
程
度
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
で
は

日
本
の
自
治
体
レ
ベ
ル
で
は
な
か
な
か
手

が
出
ま
せ
ん
。
ド
イ
ツ
で
さ
え
プ
ラ
ー
ヌ

ン
ク
ス
ツ
ェ
レ
を
「
市
民
参
加
の
ベ
ン
ツ

（
＝
金
は
か
か
る
が
性
能
は
良
い
の
意
）」

と
言
っ
て
い
る
く
ら
い
で
す
。

　

専
門
の
研
究
機
関
に
企
画
と
開
催
を
全

て
委
託
す
る
費
用
、
最
低
で
も
５
セ
ル
＝

１
２
５
人
、
平
均
で
数
百
人
に
な
る
参
加

者
へ
の
報
酬
（
参
加
者
の
年
収
を
勘
案
）

な
ど
、
た
い
へ
ん
な
費
用
が
掛
か
る
の
で

す
。

　

そ
し
て
開
催
日
数
は
連
続
し
た
４
日
間

で
す
。
ド
イ
ツ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
も

社
会
民
主
主
義
の
強
い
国
で
、「
市
民
参

加
の
た
め
に
仕
事
を
休
む
」
こ
と
は
市
民

と
し
て
の
義
務
と
い
う
文
化
が
あ
り
、
休

暇
も
取
り
や
す
い
よ
う
で
す
が
、
日
本
に

は
残
念
な
が
ら
そ
の
よ
う
な
文
化
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
導
入
を
検
討
し
た
際
に
、

以
下
の
よ
う
に
し
ま
し
た
。

① 
予
算
面
を
考
え
て
、
参
加
人
数
は
少
数

（
25
〜
50
名
程
度
）
で
行
う

② 

４
日
間
の
開
催
は
難
し
い
の
で
土
日
で

参
加
で
き
る
よ
う
に
２
日
間
開
催
に
す

る
③ 

青
年
会
議
所
・
自
治
体
職
員
・
公
募
市

民
な
ど
で
合
同
委
員
会
を
つ
く
り
運
営

す
る

④ 

報
告
書
は
合
同
委
員
会
が
作
成
す
る

　

プ
ラ
ー
ヌ
ン
ク
ス
ツ
ェ
レ
の
精
神
は
引

き
継
ぎ
つ
つ
も
、
民
主
主
義
的
な
市
民
参

加
制
度
と
し
て
は
や
む
を
得
な
い
多
少
の

妥
協
を
伴
っ
て
日
本
に
導
入
し
た
も
の
が

市
民
討
議
会
で
す
。

　

な
お
、
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
作
為
の

参
加
者
を
加
え
た
り
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
を
使
っ
た
り
し
て
市
民
の
意
見
を
調

整
・
誘
導
す
る
市
民
討
議
会
が
出
現
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
民
主
的
市
民
参
加

の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
著
し
く
阻
害
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
よ
り
質
の
高
い
市

民
参
加
を
広
げ
る
と
い
う
意
味
で
は
改
善

が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
市
民
討
議
会

　

一
方
、
諸
外
国
の
研
究
者
の
方
々
に
注

目
さ
れ
て
い
る
点
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、

市
民
討
議
会
が
政
府
や
自
治
体
、
研
究
者

が
広
げ
た
の
で
は
な
く
、
青
年
会
議
所
を

中
心
と
し
た
草
の
根
運
動
と
し
て
広
が
っ

た
点
で
す
。
少
々
古
い
デ
ー
タ
で
す
が
、

２
０
１
０
年
度
ま
で
の
う
ち
、
完
全
な
無

作
為
抽
出
で
開
催
さ
れ
た
市
民
討
議
会
１

３
７
件
の
主
催
類
型
別
実
施
件
数
は
表
１

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

世
界
的
に
見
て
も
、
市
民
参
加
の
手
法

が
草
の
根
で
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
事
例

TOPICS
トピックス

広
が
る「
市
民
討
議
会
」、開
催
３
０
０
件
超
え
る

〜
主
な
テ
ー
マ
は「
ま
ち
づ
く
り
」や「
地
域
の
魅
力
」〜

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
討
議
会
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

理
事
・
事
務
局
長　

●　

小
針
憲
一
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は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
そ
う
で
す
。

ど
の
よ
う
に
全
国
に
広
が
っ
た
か
に
つ
い

て
今
回
は
紙
面
の
都
合
も
あ
り
割
愛
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
一
言
で
申
し
上
げ

る
な
ら
ば
『
市
民
の
潜
在
力
を
信
じ
、
そ

れ
を
掘
り
起
こ
し
た
い
と
願
う
全
国
の
志

あ
る
人
々
が
、
目
に
見
え
ぬ
バ
ト
ン
を
次

か
ら
次
へ
と
手
渡
し
て
い
き
全
国
に
広

ま
っ
た
』
と
言
え
ま
す
。

　

最
近
で
は
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぐ
人
々
の

中
に
、自
治
体
職
員
の
方
や
市
議
会
議
員
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
団
体
の
メ
ン
バ
ー
の
方
々

な
ど
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
市

民
討
議
会
の
開
催
テ
ー
マ
に
も
変
化
が
起

こ
り
始
め
て
い
ま
す
。

よ
り
具
体
的
な
政
策
課
題
に

　

表
２
は
先
ほ
ど
の
表
１
と
同
じ
条
件
で

市
民
討
議
会
を
開
催
テ
ー
マ
別
に
分
類
し

た
も
の
で
す
。

　

テ
ー
マ
の
分
類
と
し
て
は
、
ま
ち
づ
く

り
や
地
域
の
魅
力
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
「
ま
ち
お
こ
し

を
ど
う
す
る
か
」「
う
ち
の
市
の
魅
力
を

発
信
す
る
に
は
」
と
い
っ
た
、
市
民
参
加

と
し
て
扱
い
や
す
い『
無
難
で
抽
象
的
な
』

テ
ー
マ
が
大
半
を
占
め
ま
す
。

　

プ
ラ
ー
ヌ
ン
ク
ス
ツ
ェ
レ
で
は
係
争
案

件
や
意
見
対
立
が
厳
し
い
テ
ー
マ
が
扱
わ

れ
ま
す
が
、
市
民
討
議
会
で
は
い
ま
だ
数

件
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
興
味
深
い

テ
ー
マ
が
増
え
つ
つ
あ
る
の
も
事
実
で

す
。
私
が
関
わ
っ
た
中
か
ら
ご
紹
介
す
る

と
、
新
宿
区
の
自
治
基
本
条
例
を
テ
ー
マ

に
し
た
市
民
討
議
会
（
２
０
１
０
年
）
は

区
長
・
議
会
の
共
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
し
、

翌
年
に
は
同
じ
新
宿
区
で
市
民
討
議
会
を

事
業
仕
分
け
的
に
活
用
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
今
年
の
10
月
に
は
盛
岡
市
で
「
総
合

計
画
」
と
「
公
共
施
設
に
お
け
る
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
関
す
る
市
民
討
議

会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
特
に

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
今

ま
で
に
な
い
テ
ー
マ
と
し
て
、
そ
し
て
同

じ
悩
み
を
持
つ
自
治
体
が
全
国
に
数
多
く

あ
る
こ
と
か
ら
注
目
さ
れ
る
中
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
現
在
計
画
段
階
の
た
め
詳
細

は
公
表
で
き
ま
せ
ん
が
、
福
島
県
内
で
被

災
地
の
方
々
の
た
め
の
復
興
を
テ
ー
マ
に

し
た
市
民
討
議
会
が
準
備
中
で
す
。
復
興

の
た
め
の
よ
り
具
体
的
で
詳
細
な
提
案
を

市
民
の
手
で
作
り
出
せ
る
も
の
と
期
待
が

高
ま
り
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
抱
え
て
い
ま
す

が
、
市
民
討
議
会
の
可
能
性
は
今
日
も
全

国
で
広
が
り
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
広
が

り
が
地
方
自
治
を
よ
り
良
い
も
の
と
し
、

日
本
を
活
性
化
す
る
原
動
力
の
一
つ
と
な

る
よ
う
、
今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

表１　主催類型別実施件数（JC＝青年会議所）

表２　討議テーマ類型別実施件数

（高崎経済大学地域政策学部　佐藤徹教授による）

（高崎経済大学地域政策学部　佐藤徹教授による）
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は
じ
め
に

　

坂
の
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
、
歴
史
あ
る

社
寺
が
数
多
く
残
る
尾
道
市
で
は
、
ま
ち

な
み
形
成
事
業
や
空
き
家
再
生
事
業
な
ど

を
実
施
し
、
新
た
な
魅
力
を
持
つ
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

ま
ず
は
座
学
か
ら
：
１
日
目
の
講
義

　

尾
道
市
の
歴
史
は
瀬
戸
内
海
と
深
い
繋

が
り
が
あ
る
。
私
か
ら
は
そ
の
海
か
ら
始

ま
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
総
論
と
し
問
題
提

起
を
行
っ
た
。
尾
道
の
名
前
が
第
一
級
文

書
に
登
場
し
た
の
は
国
宝
・
高
野
山
文
書
、

１
１
６
９
年
備
後
尾
道
村
を
大
田
庄
の
倉

敷
地
と
す
る
と
あ
る
。
貿
易
港
と
し
て
の

始
ま
り
だ
。
次
は
１
６
７
２
年
に
河
村
瑞

賢
に
よ
っ
て
蝦
夷
地
か
ら
日
本
海
、
瀬
戸

内
海
か
ら
大
坂
ま
で
の
西
回
り
航
路
が
完

成
。
次
は
江
戸
中
期
、第
13
代
尾
道
奉
行
、

平
山
角
左
衛
門
で
あ
る
。
１
７
４
０
年
着

任
早
々
、
港
に
入
っ
て
く
る
船
舶
増
加
に

伴
っ
て
の
港
拡
張
で
中
浜
沖
の
埋
め
立
て

工
事
に
着
手
、
適
正
な
陣
頭
指
揮
に
よ
り

短
期
間
で
貿
易
港
の
機
能
を
大
き
く
改
善

し
た
お
奉
行
様
と
し
て
親
し
ま
れ
た
。

　

そ
の
尾
道
も
昭
和
に
入
り
車
社
会
が
到

来
、
旧
市
街
地
で
は
手
狭
に
な
り
企
業
が

移
転
、
市
街
地
の
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
が
始

ま
り
、シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
と
言
わ
れ
た
が
、

こ
こ
十
数
年
で
活
気
が
戻
る
。

　

尾
道
に
は
創
業
１
０
０
年
以
上
の
老
舗

が
二
十
数
軒
あ
る
。
古
い
店
で
創
業
４
４

０
年
。そ
の
街
に
新
た
に
登
場
し
た
の
が
、

若
い
人
達
が
そ
の
地
域
の
環
境
を
残
し
な

が
ら
再
生
し
た
新
店
舗
だ
。
山
の
斜
面
地

で
も
始
ま
り
、
若
い
移
住
者
が
増
え
、
子

ど
も
達
が
生
ま
れ
、
界
隈
性
が
復
活
し
て

い
る
。
こ
こ
で
問
題
提
起
と
し
て
、
こ
の

低
成
長
時
代
に
あ
っ
て
地
域
づ
く
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

を
問
う
こ
と
に
し
た
。

　

特
別
講
師
の
尾
道
市
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
長
・
矢
野
一
徳
氏
は
、「
尾
道
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
説
明
し
、市
の
概
要
、

景
観
、
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
の
３

つ
に
関
し
て
報
告
し
た
。

　

具
体
的
に
は
尾
道
市
景
観
条
例
、
尾
道

市
屋
外
広
告
条
例
、
尾
道
市
歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画
な
ど
を
紹
介
し
た
。
ま
た

海
辺
の
雁
木
部
分
の
海
岸
保
全
事
業
、
景

観
向
上
の
た
め
の
既
存
物
件
撤
去
例
（
１

例
）、
駅
前
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
の
有
効

活
用
な
ど
の
事
例
報
告
を
行
い
、
歴
史
的

建
造
物
、
市
街
地
環
境
、
街
中
回
遊
性
、

歴
史
的
風
致
な
ど
現
在
の
進
捗
状
況
を
解

説
し
た
。

　

次
い
で
「
尾
道
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
」
の
園

山
春
二
氏
の
活
動
に
つ
い
て
サ
ポ
ー
タ
ー

の
安
井
謙
介
氏
が
発
表
し
た
。

　

園
山
氏
の
活
動
は
18
年
の
歳
月
を
か
け

る
古
民
家
再
生
の
元
祖
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
千
光
寺
山
斜
面
地
エ
リ
ア
の

一
角
の
16
棟
が
再
生
物
件
と
し
て
稼
働
し

て
い
る
。
主
な
施
設
は
招
き
猫
美
術
館
、

カ
フ
ェ
ーSA

K
A
 Bar

、
ブ
ー
ケ
ダ
ル
ブ

ル
、
梟
の
館
、
尾
道
ア
ー
ト
館
、
こ
げ
ら

の
家
、
小
庵
な
ど
で
、
地
域
丸
ご
と
開
発

進
行
形
な
の
が
園
山
流
で
あ
る
。

　

東
京
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
建
築
家

の
安
井
氏
は
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
、
こ
の
エ

リ
ア
の
魅
力
を
一
般
に
紹
介
し
て
お
り
、

３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
で
こ
の
エ
リ
ア
を
ス
キ
ャ

ン
し
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
ブ
ロ
グ
で
情
報
発

信
。
園
山
氏
を
別
の
角
度
か
ら
応
援
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
「
株
式
会
社
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
リ

ン
ク
せ
と
う
ち
」
代
表
取
締
役
の
出
原
昌

直
氏
は
「
観
光
を
手
段
と
し
た
事
業
と
雇

用
の
創
出
」
を
テ
ー
マ
に
、
同
社
の
事
業

な
ど
を
紹
介
。

　

こ
の
中
で
、観
光
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て「
せ
と
う
ち
湊
の
や
ど
」を
手
が
け
、

旧
島
居
邸
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
千
光

寺
山
斜
面
地
に
歴
史
あ
る
洋
館
の
宿
と

し
、隣
に
は
旧
出
雲
屋
敷
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
た
和
建
築
の
宿
を
一
流
建
築
士
の
手

に
よ
っ
て
蘇
ら
せ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

ま
た
尾
道
駅
前
ウ
オ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

で
はO

nom
ichi U

2 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
日
本
初
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
専
用
の

ホ
テ
ル
の
建
造
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い

る
こ
と
を
説
明
。
こ
の
ほ
か
、
瀬
戸
内
の

産
物
を
使
っ
た
新
た
な
料
理
の
発
信
、
季

節
ご
と
の
賑
わ
い
を
演
出
す
る
マ
ル
シ
ェ

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
尾
道
独
特
の
空
き
屋

の
問
題
、
雇
用
創
出
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
開
発
、
起
業
、
学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど

の
支
援
も
行
う
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
こ
と
を
報
告
し
た
。

地
域
再
生
実
践
塾　

平
成
25
年
度
第
３
回　

広
島
県
尾
道
市

尾
道
市
立
大
学
芸
術
文
化
学
部
教
授　

●　

稲
田
全
示

海
か
ら
は
じ
ま
る
歴
史
的
空
間
の
再
生
と
実
践

〜 
歴
史
が
息
づ
く
芸
術
文
化
と
商
人
の
ま
ち
〜

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
再
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
地
域
再
生
実
践
塾
」
を
開
催
し
て
い
る
。
今
月
号
で
は
第

３
回
（
広
島
県
尾
道
市
）
と
第
４
回
（
新
潟
県
長
岡
市
）
の
開
催
内
容
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
主
任
講
師
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。 

（
地
域
支
援
課
）
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「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
尾
道
空
き
屋
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
代
表
理
事
の
豊
田
雅
子
氏
は

「
尾
道
式
空
き
家
再
生
術
」
と
題
し
て
講

演
。
同
氏
は
通
称
「
ガ
ウ
デ
ィ
ハ
ウ
ス
」

の
オ
ー
ナ
ー
で
、
こ
の
空
き
屋
が
き
っ
か

け
で
正
会
員
１
６
０
名
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
リ
ー

ダ
ー
に
な
っ
た
。

　

２
０
０
７
年
、
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
市
民
団

体
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
年
会
費
５
千

円
で
活
動
が
始
ま
っ
た
。
空
き
家
再
生
の

方
法
や
活
用
法
な
ど
を
話
し
合
う
「
尾
道

空
き
家
談
義
」
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
71

回
を
数
え
る
。

　

空
き
屋
再
生
は
ま
ず
家
の
片
付
け
が
大

変
だ
が
、
い
い
こ
と
も
あ
る
。
レ
ト
ロ
な

珍
品
が
残
っ
て
い
る
、
だ
か
ら
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
の
蚤
の
市
は
何
度
も
行
っ
て
い
る

と
い
う
。

　

尾
道
ま
ち
づ
く
り
発
表
会
は
最
前
線
で

ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
る
人
達
の
報

告
会
で
年
１
回
行
い
、
市
役
所
に
話
し
、

街
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。

　

尾
道
建
築
塾
は
建
物
探
訪
編
と
再
生
現

場
編
が
あ
り
、
こ
の
現
場
の
指
導
で
目
か

ら
う
ろ
こ
が
落
ち
る
く
ら
い
建
物
に
対
す

る
感
覚
が
変
わ
る
そ
う
だ
。
ま
た
同
Ｎ
Ｐ

Ｏ
は
尾
道
で
住
む
ま
で
の
支
援
や
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
事
業
も
市
内
で
展
開
し
て
い
る
と

い
う
。

次
に
現
場
か
ら
：
２
日
目
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　

実
践
塾
２
日
目
は
、
ま
ず
斜
面
地
に
あ

る
尾
道
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
の
視
察
か
ら
始
ま

り
、
こ
の
エ
リ
ア
の
数
件
の
開
発
物
件
を

見
学
。
コ
ツ
コ
ツ
修
繕
し
た
建
物
で
あ
る

が
、
居
心
地
の
い
い
環
境
が
そ
こ
に
点
在

し
、
面
と
な
っ
て
い
る
の
が
感
じ
ら
れ
る

エ
リ
ア
だ
。

　

次
に
「
せ
と
う
ち
湊
の
や
ど
」
を
視
察
。

プ
ロ
の
建
築
家
の
手
に
な
る
島
居
邸
洋
館

と
出
雲
屋
敷
は
元
の
建
築
の
重
厚
さ
と
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
技
術
で
見
事
に
再
生
し
眺

望
を
楽
し
め
る
文
化
的
空
間
に
な
っ
て
い

た
。

　

３
番
目
に
訪
れ
た
の
は
東
土
堂
町
の
斜

面
地
で
小
さ
な
パ
ン
屋
さ
ん
、陶
芸
工
房
、

小
さ
な
公
園
の
あ
る
一
帯
で
、
界
隈
を
感

じ
た
。
下
っ
て
光
明
寺
會
館

の
Ａ
Ｉ
Ｒ
カ
フ
ェ
で
は
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ

ン
ス
の
解
説
や
ア
ー
ト
が
発

す
る
環
境
や
人
と
の
関
係
性

が
尾
道
市
立
大
学
芸
術
文
化

学
部
美
術
学
科
准
教
授
の
小

野
環
氏
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
。

　

午
後
か
ら
は
「
尾
道
空
き

家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
北
村
洋
品
店
、

三
軒
家
ア
パ
ー
ト
で
市
街
地
の
再
生
ぶ
り

と
通
称
ガ
ウ
デ
ィ
ハ
ウ
ス
、
次
に
商
店
街

の
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の
た
め
の
宿
泊
所

「
あ
な
ご
の
ね
ど
こ
」
を
見
学
し
た
後
、

会
議
場
に
戻
り
、
５
チ
ー
ム
に
テ
ー
マ
を

出
し
、
議
論
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
発
表
を
聞
い

て
：
３
日
目
の
総
括

　

実
践
塾
を
締
め
く
く
る
総
括
で
、
私
は

「
低
成
長
時
代
」と
い
う
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
５
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
、
以
下
の
よ

う
な
ポ
イ
ン
ト
を
指
摘
し
た
。

　

①
地
域
づ
く
り
と
は
、
新
た
な
価
値
観

を
見
出
す
こ
と
。
幹
が
あ
っ
て
枝
葉
を
つ

け
る
木
の
よ
う
な
も
の
だ
。
リ
ー
ダ
ー
に

は
、
や
わ
ら
か
な
優
し
さ
が
必
要
だ
。
②

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
と
は
、
楽
し
み

を
創
る
こ
と
。
テ
ー
マ
が
必
要
だ
。
地
元

目
線
と
外
の
空
気
を
吸
っ
た
人
が
欠
か
せ

な
い
。
③
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
理
解
す
る
に

は
、
ゆ
る
や
か
な
場
づ
く
り
が
重
要
。
ア

ン
ケ
ー
ト
や
懇
親
会
は
必
要
だ
。
小
さ
な

こ
と
で
い
い
か
ら
役
に
立
と
う
よ
。
④
地

域
と
密
着
す
る
に
は
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
必
要
。
ゆ
る
や
か
に
密
着
す
る
。
と

こ
と
ん
や
ろ
う
。
つ
な
ぐ
役
目
の
人
。
⑤

観
光
地
で
あ
る
地
域
と
の
関
わ
り
は
、

「（
観
光
資
源
を
）
守
る
・
磨
く
・
創
る
、

そ
し
て
発
信
す
る
」
が
重
要
と
な
る
。

　

会
場
全
体
の
皆
さ
ん
の
こ
と
ば
が
連
鎖

し
、
協
力
し
合
え
る
可
能
性
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。

地域再生実践塾

フィールドワーク。斜面地では景観を楽
しみながら、空き家再生の宝庫を見学

熱心に講義を聴く参加者ら

平成25年度第３回　地域再生実践塾（尾道市）の概要
＜日　程＞
第１日目　平成25年９月18日（水）
　Lecture 1　「総論・問題提起」
　　　　　　主任講師：尾道市立大学芸術文化学部　教授　稲田全示 氏
　Lecture 2　「尾道市のまちづくり」　
　　　　　　特別講師：尾道市都市部まちづくり推進課　課長
　　　　　　　　　　　矢野一徳　氏
　Lecture 3　「尾道イーハトーヴ〈まちづくりのレシピ〉」
　　　　　　特別講師：尾道イーハトーヴ　園山春二　氏・安井謙介　氏
　Lecture 4　「観光を手段とした事業と雇用の創出」
　　　　　　特別講師：株式会社ディスカバーリンクせとうち　代表取締役
　　　　　　　　　　　出原昌直　氏
　Lecture 5　「尾道式空き家再生術」
　　　　　　特別講師：NPO法人尾道空き家再生プロジェクト　代表理事
　　　　　　　　　　　豊田雅子　氏
第２日目　９月19日（木）
　Field Work 1　「尾道イーハトーヴの視察」
　　　　　　特別講師：園山春二　氏・安井謙介　氏
　Field Work 2　旧島居邸・出雲屋敷の視察
　　　　　　特別講師：出原昌直　氏
　Field Work 3　光明寺會舘・AIRカフェ視察
　Lecture 6　「斜面地におけるアーティスト・イン・レジデンス」
　　　　　　特別講師：尾道市立大学芸術文化学部　准教授　小野環 氏
　Field Work 4　北村洋品店・ガウディハウスの視察
　　　　　　特別講師：豊田雅子　氏
　Field Work 5　渡船～向島からの眺め～
　　　　　　主任講師：稲田全示 氏
　Field Work 6　あなごのねどこの視察
　　　　　　特別講師：豊田雅子　氏
　Field Work 7　尾道映画資料館の視察
　Group Work 1　－視察の整理
　　　　　　主任講師：稲田全示 氏
第３日目　９月20日（金）
　Group Work 2　－グループ発表・講評
　　　　　　主任講師：稲田　全示　氏
　Lecture 7　総括
　　　　　　主任講師：稲田 全示　氏
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は
じ
め
に

　

多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
各
自
治
体
で
は
市
民
協
働
条
例
を

制
定
す
る
な
ど
独
自
の
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。

　

長
岡
市
は
、
長
岡
藩
の
頃
よ
り
領
主
と

領
民
が
一
体
と
な
っ
て
藩
を
盛
り
立
て

る
、
い
わ
ば
「
市
民
協
働
」
の
先
駆
け
と

も
い
え
る
「
米
百
俵
」
の
精
神
が
根
付
い

て
い
る
土
地
で
あ
り
、
２
０
０
４
年
の
新

潟
県
中
越
地
震
の
際
も
協
働
に
よ
り
復
興

を
成
し
遂
げ
た
。
２
０
１
２
年
４
月
１
日

に
オ
ー
プ
ン
し
た
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
プ
ラ
ザ

「
ア
オ
ー
レ
長
岡
」
は
、
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
前

に
位
置
す
る
市
役
所
と
交
流
ス
ペ
ー
ス
が

一
体
と
な
っ
た
複
合
施
設
で
あ
り
、
市
民

と
議
会
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
た
め
の
全

国
初
の
ガ
ラ
ス
張
り
の
「
議
場
」
や
、
５

千
人
を
収
容
で
き
る
「
ナ
カ
ド
マ
」
と
よ

ば
れ
る
屋
根
付
き
広
場
な
ど
が
あ
る
。
あ

ら
ゆ
る
世
代
の
多
様
な
人
々
の
自
発
的
な

活
動
を
実
現
す
る
「
市
民
交
流
の
拠
点
」

と
し
て
、
長
岡
市
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在

と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
、
新
し
い
長
岡
の
顔
、
協
働
と
交

流
の
拠
点
で
あ
る
「
ア
オ
ー
レ
長
岡
」
を

中
心
に
実
践
さ
れ
て
い
る
市
民
協
働
に
関

す
る
具
体
的
事
例
を
検
証
し
な
が
ら
、
地

域
活
性
化
に
つ
い
て
３
日
間
に
わ
た
り
講

義
と
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

１
日
目
： 

行
政
・
企
業
・
大
学
の

立
場
か
ら

　

ま
ず
行
政
の
立
場
か
ら
長
岡
市
市
民
協

働
推
進
室
の
山
崎
茂
樹
室
長
が
「
ア
オ
ー

レ
型
市
民
協
働
」
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ

た
。
ア
オ
ー
レ
長
岡
は
市
民
協
働
の
拠
点

で
あ
り
、『
ア
オ
ー
レ
』
は
長
岡
弁
で
『
会

い
ま
し
ょ
う
』
を
意
味
す
る
。
平
成
24
年

４
月
に
オ
ー
プ
ン
以
来
、
24
年
度
の
イ
ベ

ン
ト
数
は
４
７
１
件
、
来
場
者
は
１
５
２

万
人
、
視
察
見
学
者
は
７
４
６
団
体
１
万

５
千
人
に
上
っ
て
い
る
。
施
設
利
用
に
関

す
る
制
約
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
が
使
い
や
す
く
、
自
由
で
自
発

的
な
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い

る
。
加
え
て
市
民
団
体
に
は
活
動
を
支
援

す
る
助
成
金
制
度
も
用
意
し
て
い
る
。

　

続
い
て
地
元
企
業
の
立
場
か
ら
「
久
保

田
」
で
有
名
な
朝
日
酒
造
株
式
会
社
の
西

脇
美
智
子
氏
が
講
義
を
行
っ
た
。
同
社
の

経
営
理
念
は
「
会
社
の
社
会
的
存
在
価
値

を
高
め
る
こ
と
」
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も

重
要
な
活
動
で
あ
る
社
会
貢
献
活
動
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
良
い
酒
は
、
良
い
米
と

水
か
ら
で
き
る
こ
と
か
ら
、
美
し
い
里
山

を
守
る
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
会
員
と

と
も
に
地
域
の
自
然
保
全
を
実
践
し
て
い

る
。
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
企
業
に
な

る
べ
く
、
今
後
も
地
域
住
民
と
の
交
流
、

行
政
と
の
協
働
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
説
明
し
た
。

　

最
後
に
、
長
岡
技
術
科
学
大
学
の
上
村

靖
司
准
教
授
が
、
学
生
の
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

が
中
越
地
震
で
あ
る
。
災
害
で
失
う
も
の

は
、「
損
失
」（
建
物
、
道
路
、
イ
ン
フ
ラ

な
ど
）
と
「
喪
失
」（
人
口
、
人
命
、
賑

わ
い
）
の
２
種
類
が
考
え
ら
れ
る
。
同
大

学
で
は
「
喪
失
」
を
補
填
す
る
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

る
。
当
初
は
個
々
で
活
動
し
て
い
た
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
震
災
か
ら
２
年
後
に

「V
O
LT
 of N

U
T
S

」
と
い
う
団
体
と
な

り
、
平
成
22
年
度
は
年
間
活
動
日
数
１
０

７
日
、
延
べ
３
０
８
人
の
学
生
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
。
特
徴
と
し
て
は
、

長
期
休
暇
中
（
夏
休
み
・
冬
休
み
）
で
は

な
く
、
学
期
内
で
の
活
動
を
活
発
化
し
た

こ
と
で
あ
る
。
同
大
学
は
全
国
の
高
等
専

門
学
校
（
５
年
生
）
の
受
け
入
れ
が
多
い

た
め
、
大
学
３
年
へ
の
編
入
が
多
く
、
学

生
活
動
の
期
間
は
短
い
。
し
か
し
大
学
の

授
業
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
現
地
で
の
活
動
が
単
位

と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
サ
ー
ク
ル
と
な
っ
た
こ
と
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
方
法
な
ど
の
伝
統
を
先
輩
か
ら

受
け
継
ぎ
、
活
動
が
継
続
さ
れ
る
仕
組
み

も
出
来
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し

た
。２

日
目
： 

「
復
興
」
と
「
多
世
代

交
流
」
に
つ
い
て

　

２
日
目
は
、「
震
災
復
興
か
ら
市
民
協

働
へ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
な
が
お
か
市

民
協
働
セ
ン
タ
ー
の
稲
垣
文
彦
セ
ン
タ
ー

長
が
講
義
を
行
っ
た
。
災
害
は
潜
在
的
な

地
域
社
会
の
課
題
を
顕
在
化
さ
せ
る
。
右

肩
上
が
り
の
経
済
の
時
代
に
起
き
た
災
害

は
「
復
旧
＝
復
興
」
で
あ
っ
た
が
、
経
済

が
右
肩
下
が
り
の
現
在
は「
復
旧
」と「
復

興
」
は
異
な
り
、
イ
ン
フ
ラ
や
建
物
な
ど

を
災
害
前
の
状
態
に
戻
す
だ
け
の
復
旧
で

は
な
く
、
以
前
よ
り
も
住
み
や
す
い
地
域

に
自
ら
工
夫
し
て
変
え
よ
う
と
す
る
復
興

地
域
再
生
実
践
塾　

平
成
25
年
度
第
４
回　

新
潟
県
長
岡
市

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
協
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
長
岡 

代
表
理
事　

●　

羽
賀
友
信

米
百
俵
に
学
ぶ
長
岡
の
市
民
協
働

〜
復
興
か
ら
生
ま
れ
た
市
民
協
働
の
精
神
〜
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の
仕
組
み
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
建
物
や
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
後
も
、

住
民
の
不
安
や
悩
み
を
聞
き
取
る
「
寄
り

添
い
型
支
援
」
を
行
い
、
住
民
の
主
体
性

を
活
か
し
た
持
続
可
能
な
地
域
の
仕
組
み

づ
く
り
を
支
援
し
た
。
結
果
、
災
害
に
よ

り
閉
鎖
的
、
保
守
的
、
諦
め
感
を
持
っ
た

地
域
の
住
民
が
、
新
た
な
可
能
性
を
受
け

入
れ
、
や
れ
ば
で
き
る
と
思
え
る
自
立
し

た
地
域
に
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
説
明

し
た
。

　

続
い
て
「
多
世
代
交
流
で
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
多
世

代
交
流
館
に
な

ニ
ー
ナ
」
の
佐

竹
直
子
代
表
理

事
が
講
義
を

行
っ
た
。
佐
竹

氏
は
、
震
災
の

経
験
か
ら
「
子

育
て
」
を
子
育

て
世
代
だ
け
が

担
う
の
で
は
な

く
、
地
域
や
社

会
の
い
ろ
い
ろ

な
世
代
と
共
に

育
み
合
え
る
場

が
必
要
だ
と
感

じ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を

設
立
し
た
。
交

流
活
動
に
よ
っ

て
世
代
を
超
え

た
「
違
い
」
が

も
た
ら
す
「
恵
み
」
に
気
づ
き
、
お
互
い

様
の
気
持
ち
を
大
切
し
、
多
世
代
が
集
ま

れ
る
交
流
の
場
の
提
供
を
始
め
た
。
こ
の

拠
点
に
は
震
災
を
き
っ
か
け
に
集
ま
っ
た

10
代
か
ら
60
代
の
メ
ン
バ
ー
が
「
つ
な
が

り
こ
そ
が
最
大
の
防
災
力
」
と
い
う
考
え

で
多
世
代
交
流
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

被
災
時
に
も
冷
静
か
つ
専
門
的
な
判
断

（
災
害
の
ト
リ
ア
ー
ジ
）
が
可
能
な
人
材

も
育
成
し
て
い
る
と
説
明
し
た
。

３
日
目
： 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
発
表

　

最
終
日
は
、
10
年
後
の
協
働
の
姿
を
グ

ル
ー
プ
で
考
え
た
「
協
働
新
聞
」
を
発
表

し
た
。
市
民
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
に

は
、
相
手
の
ニ
ー
ズ
を
引
き
出
す
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
、
思
い
を
伝
え
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
重
要
で
あ
る
。
参
加

者
は
、お
互
い
の
意
見
を
引
き
出
し
あ
い
、

思
い
も
よ
ら
な
い
ア
イ
デ
ア
が
発
表
さ

れ
、
良
い
刺
激
と
な
っ
た
。

お
わ
り
に

　

米
百
俵
の
精
神
「
国
が
興
る
の
も
町
が

栄
え
る
の
も
、
こ
と
ご
と
く
人
に
あ
る
」

は
長
岡
の
地
域
づ
く
り
の
大
き
な
柱
と

な
っ
て
い
る
。
多
様
な
ア
ク
タ
ー
に
よ
る

長
岡
の
協
働
事
例
が
、
全
国
の
皆
さ
ん
の

お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
最
後

に
、
本
実
践
塾
に
携
わ
っ
た
す
べ
て
の
方

に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

地域再生実践塾

講義の様子

平成25年度第４回　地域再生実践塾の概要

＜日　程＞
第１日目　平成25年10月２日（水）
Lecture 1 　「米百俵から学ぶ長岡の市民協働 ～復興から生まれた市民

協働の精神～」 
　　　　　　主任講師：NPO法人市民協働ネットワーク長岡　代表理事
　　　　　　　　　　　羽賀　友信　氏
Lecture 2　「長岡市の市民協働推進施策」　
　　　　　　特別講師：長岡市市民協働推進室　室長
　　　　　　　　　　　山崎　茂樹　氏
Lecture 3　「社会的存在価値を高める～酒造りの正道を歩んで～」
　　　　　　特別講師：朝日酒造株式会社　文化事業部　部長
　　　　　　　　　　　西脇　美智子　氏
Lecture 4　「地元大学としての市民協働への参画」　
　　　　　　特別講師：長岡技術科学大学　機械系　准教授
　　　　　　　　　　　上村　靖司　氏
シティホールプラザアオーレ長岡（見学）
第２日目　10月３日（木）
Lecture 5　「震災復興から市民協働へ」　
　　　　　　特別講師：ながおか市民協働センター　センター長
　　　　　　　　　　　稲垣　文彦　氏
Lecture 6　「多世代交流でエンパワーメント」　　
　　　　　　特別講師：NPO法人多世代交流館になニーナ　代表理事
　　　　　　　　　　　佐竹　直子　氏
Field Work 1　「長岡震災アーカイブセンターきおくみらい（見学）」
　　　　　　主任講師： 羽賀　友信　氏
Field Work 2　「ながおか市民防災センター・子育ての駅ぐんぐん（見学）」
　　　　　　主任講師： 羽賀　友信　氏
Field Work 3　「山古志被災現場（視察）」 
　　　　　　主任講師： 羽賀　友信　氏
Group Work 1　「協働をあらためて考える」　　
　　　　　　主任講師： 羽賀　友信　氏
第３日目　10月４日（金）
Group Work 2　「グループ発表・意見交換」 
　　　　　　主任講師： 羽賀　友信　氏
Lecture 7　「総括」
　　　　　　主任講師： 羽賀　友信　氏

フィールドワークの様子（山古志）
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東
み
よ
し
町
の
概
要

　

徳
島
県
東
み
よ
し
町
は
、
徳
島
県
の
西

北
部
、
四
国
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、

北
に
は
阿
讃
山
脈
、
南
に
は
四
国
山
地
の

急
峻
な
山
々
を
有
し
、
中
央
部
を
吉
野
川

が
西
か
ら
東
へ
流
れ
る
、
豊
か
な
水
と
緑

に
恵
ま
れ
た
温
暖
な
気
候
の
地
域
で
あ

る
。
徳
島
自
動
車
道
や
Ｊ
Ｒ
徳
島
本
線
、

幹
線
道
が
吉
野
川
に
平
行
し
て
走
り
、
そ

の
周
辺
部
を
中
心
に
街
並
み
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。

　

徳
島
自
動
車
道
の
吉
野
川
Ｓ
Ａ
に
隣
接

す
る
吉
野
川
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
に
は

Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
Ｉ
Ｃ
も
設
置
さ
れ
、
他
の
四

国
３
県
や
岡
山
ま
で
２
時
間
以
内
、
大
阪

ま
で
は
３
時
間
と
以
前
に
比
べ
て
移
動
時

間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
た
た
め
、
今
後
、

中
四
国
や
近
畿
圏
と
の
交
流
連
携
の
拠
点

と
し
て
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

人
口
減
を
受
け
、

交
流
・
移
住
事
業
を
推
進

　

本
町
の
人
口
は
、
平
成
12
年
ま
で
の
20

年
間
で
約
４
％
増
と
緩
や
か
な
増
加
傾
向

に
あ
っ
た
が
、
平
成
12
年
か
ら
平
成
22
年

ま
で
の
10
年
間
で
約
７
％
減
と
な
り
、
少

子
高
齢
化
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
四
国
の
中
心
部
で
あ
る
と

い
う
地
理
的
な
利
点
を
活
か
し
た
、交
流
・

観
光
に
伴
う
産
業
発
展
、
地
場
産
業
の
発

掘
や
若
者
の
新
た
な
定
住
政
策
な

ど
、
人
口
減
少
の
抑
制
の
た
め
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
、
関
西
圏
に
あ
る
大
学

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
県
外
の
中

学
校
か
ら
の
田
舎
暮
ら
し
体
験
研

修
、
近
畿
在
住
の
町
出
身
者
が
設
立

し
た
「
近
畿
ふ
る
さ
と
会
」
に
よ
る

里
帰
り
ツ
ア
ー
の
実
施
な
ど
、
様
々

な
分
野
で
地
域
外
と
の
交
流
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
る
。

国
指
定
特
別
天
然
記
念
物

「
加
茂
の
大
ク
ス
」

　

本
町
加
茂
の
古
川
地
区
、
旧
若
宮

神
社
の
社
地
跡
に
ど
っ
し
り
と
根
を

下
ろ
し
、
源
平
の
頃
か
ら
我
が
町
の

歴
史
と
共
に
生
き
て
き
た
ク
ス
ノ
キ
の
巨

樹
「
加
茂
の
大
ク
ス
」
が
あ
る
。
樹
齢
千

年
余
り
の
国
指
定
の
特
別
天
然
記
念
物
で

あ
る
。

　

そ
の
大
ク
ス
の
世
話
を
し
て
い
る
地
元

住
民
や
団
体
の
中
に
、
我
々
の
「
古
川
若

手
会
」
が
あ
る
。

　

古
川
若
手
会
は
、
子
ど
も
達
の
た
め
に

20
年
以
上
前
か
ら
夏
祭
り
も
実
施
し
て
い

る
が
、
大
ク
ス
の
保
護
や
世
話
を
す
る
活

動
が
結
果
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
も
た
ら
し
、
子
孫
に
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
残
す
こ
と
に
繋
が
る
と
の
思
い
で

取
り
組
ん
で
い
る
。

（
徳
島
県
東
み
よ
し
町
）

　

移
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

古
川
若
手
会　
●　

元
木　

健

　

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策
の
柱

と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
交
流
に
よ
る
地
域
活
性

化
支
援
事
業
」と
し
て
、地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的･

主
体
的
に
実
施
す
る
、

都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

　

今
回
は
平
成
24
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
徳
島
県
東
み
よ
し
町
の
取
り
組
み
を
「
古

川
若
手
会
」
の
元
木
健
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。 （
企
画
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課
）

特別天然記念物「加茂の大クス」。すぐ右下に「おおくすハウス」が見える

空
き
家
を
改
修
し
、
交
流
拠
点
基
地
に

〜
樹
齢
千
年
の
巨
木
が
見
守
る「
お
お
く
す
ハ
ウ
ス
」〜
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空
き
家
を
改
修
、
交
流
の
場
に

　

今
回
、
古
川
若
手
会
で
は
大
ク
ス
の
た

も
と
の
空
き
家
を
借
り
上
げ
、
地
域
住
民

と
都
市
住
民
・
大
学
生
と
の
交
流
や
住
民

同
士
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
「
移
住
・

交
流
に
よ
る
地
域
活
性
化
支
援
事
業
」
の

助
成
金
を
活
用
し
て
、
独
創
的
で
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
交
流
拠
点
基
地
「
お
お
く
す
ハ

ウ
ス
」
を
整
備
す
る
な
ど
し
た
。

　

整
備
・
改
修
に
あ
た
っ
て
は
若
者
が「
住

み
や
す
い
定
住
の
カ
タ
チ
」「
21
世
紀
の

故
郷
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
大
学
、
地

域
住
民
、
専
門
家
が
交
流
し
、
協
働
し
な

が
ら
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
だ
。

　

ま
た
、「
お
お
く
す
ハ
ウ
ス
」
を
活
用

し
て
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
た
。

（
１
）特
産
品
の
試
食
Ｐ
Ｒ
作
戦
及
び
販
売

　

お
お
く
す
ハ
ウ
ス
の
１
階
玄
関
付
近
に

特
産
品
の
展
示
ブ
ー
ス
や
実
際
に
試
食
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
大
ク
ス
の
落

ち
葉
で
作
っ
た
お
守
り
の
ほ
か
、
絵
は
が

き
、
煎
餅
、
商
工
会
青
年
部
が
開
発
し
た

ゆ
ず
ぽ
ん
酢
「
東
み
よ
し
の
料
理
人
」、

特
産
の
桐
下
駄
な
ど
を
土
日
限
定
で
販
売

し
て
い
る
。

　

地
域
の
農
産
物
や
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
繋

げ
る
と
と
も
に
、
地
元
の
産
直
施
設
へ
の

橋
渡
し
や
、
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
の

場
を
創
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
２
） 都
市
住
民
・
地
域
づ
く
り
の
専
門
家

と
の
交
流
会

　

都
会
目
線
や
企
業
目
線
で
眠
っ
て
い
る

地
域
資
源
と
人
材
を
発
掘
し
、
多
様
な
観

点
か
ら
新
商
品
の
開
発
研
究
を
行
っ
た
。

ま
た
、
地
域
づ
く
り
の
専
門
家
が
知
的
財

産
を
活
用
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
の
成
功

事
例
を
講
義
、
参
加
者
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
た
。

（
３
）ゼ
ミ
合
宿
受
け
入
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

に
ぎ
わ
い
と
活
力
を
生
む
事
業
と
し
て

大
学
の
「
ゼ
ミ
合
宿
受
け
入
れ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
実
施
。
こ
れ
に
よ
り
交
流
人
口

が
増
加
し
、
経
済
的
な
効
果
も
生
じ
た
。

ま
た
学
生
は
町
内
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
す
る
こ
と
で
、創
造
性
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
、
協
調
性
と
い
っ
た
資
質
を

身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
地
元
住
民
で
は

発
見
で
き
な
か
っ
た
魅
力
あ
る
地
域
資
源

を
発
見
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
若
者
に
対
し
て
田
舎
暮
ら

し
の
良
さ
な
ど
移
住
や
定
住
に
繋
が
る
情

報
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
ほ
か
、「
お
お
く
す
ハ
ウ
ス
」
に

は
町
の
魅
力
を
情
報
発
信
す
る
た
め
に
各

種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
い
た
ほ
か
、
１
階

奥
に
は
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
テ
ー
ブ
ル

や
ソ
フ
ァ
を
配
置
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
大
ク
ス
だ
け
を
見
て
次

の
観
光
地
を
目
指
す
人
が
多
か
っ
た
が
、

お
お
く
す
ハ
ウ
ス
で
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
販

売
、
近
隣
の
観
光
地
の
紹
介
、
田
舎
の
情

報
発
信
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は

意
義
深
い
。
ま
た
、
お
お
く
す
ハ
ウ
ス
が

出
来
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
旅
行
会
社
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
、
観
光
客
の
増
加

に
も
繋
が
っ
た
。

今
後
の
展
望

　

こ
の
よ
う
に
、
お
お
く
す
ハ
ウ
ス
が
地

域
住
民
と
大
学
生
や
都
市
住
民
等
と
の
交

流
の
場
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
課

題
の
掘
り
起
こ
し
や
、
地
域
資
源
を
活
か

し
た
事
業
の
実
施
に
つ
な
が
っ
た
。

　

ま
た
、
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、

自
治
会
等
の
ま
ち
づ
く
り
実
践
や
情
報
交

換
の
場
と
な
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手

を
支
援
す
る
役
割
も
果
た
す
こ
と
が
で
き

た
。

　

そ
の
結
果
、
新
た
な
人
と
人
の
交
流
が

生
ま
れ
、
異
文
化
交
流
が
促
進
さ
れ
、
地

域
経
済
の
活
性
化
や
移
住
・
定
住
の
促
進

に
繋
が
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

　

今
後
は
お
お
く
す
ハ
ウ
ス
を
婚
活
事
業

や
女
子
会
な
ど
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

都
市
部
の
住
民
や
大
学
生
と
の
交
流
を
更

に
推
進
し
て
移
住
や
定
住
に
繋
げ
て
い
き

た
い
。

　

ま
た
、
田
舎
暮
ら
し
や
移
住
に
興
味
を

持
っ
て
い
る
若
い
世
代
、
町
出
身
者
で
Ｕ

タ
ー
ン
を
志
向
す
る
中
堅
世
代
を
対
象

に
、
宿
泊
を
伴
う
農
業
体
験
に
も
活
用
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

観光客でにぎわうおおくすハウス

大学との連携事業の様子
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い
わ
き
市
は
、「
和
を
以
て
貴
し
と
な

す
（
以
和
貴
）」
の
精
神
の
も
と
、
昭
和

41
年
10
月
に
14
市
町
村
の
大
同
合
併
に
よ

り
誕
生
し
た
市
で
、
福
島
県
の
東
南
端
に

位
置
し
、
県
内
で
最
大
の
面
積
を
持
つ
。

西
に
阿
武
隈
山
地
、東
は
太
平
洋
に
面
し
、

豊
か
な
自
然
環
境
と
温
暖
な
気
候
に
恵
ま

れ
、
東
北
地
方
で
は
仙
台
市
に
次
ぐ
人
口

（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
、32
・
7
万
人
）

を
擁
し
中
核
市
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
は
い
わ
き
市
の
北
東
に
位
置
す
る

四
倉
地
区
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
中

核
と
な
っ
て
い
る
「
四
倉
ふ
れ
あ
い
市
民

会
議
」
会
長
の
佐
藤
雄
二
氏
に
、
ま
ち
づ

く
り
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
と
そ
の

実
現
に
向
け
た
活
動
、
そ
し
て
、
震
災
か

ら
の
復
興
に
向
け
た
思
い
や
取
り
組
み
に

つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

「
市
民
会
議
」
設
立
の
き
っ
か
け
と

取
組
内
容

　

四
倉
地
区
で
は
、「
四
倉
ふ
れ
あ
い
市

民
会
議
」（
以
下
、「
市
民
会
議
」
と
言
う
）

が
設
立
さ
れ
る
ま
で
は
様
々
な
団
体
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
し

て
い
た
。
し
か
し
、
基
幹
産
業
で
あ
る
水

産
業
、
鉱
工
業
の
衰
退
に
は
歯
止
め
が
か

か
ら
ず
、
商
店
街
で
は
空
き
店
舗
も
目
立

ち
始
め
て
い
た
。
こ
の
た
め
、「
市
民
の

力
で
四
倉
に
活
力
を
取
り
戻
そ
う
」
と
個

人
76
名
、
企
業
41
社
、
四
倉
町
区
長
会
と

千
軒
平
土
地
改
良
区
組
合
3
団
体
を
構
成

員
と
す
る
「
市
民
会
議
」
が
平
成
16
年
に

誕
生
し
た
。

　

市
民
会
議
で
は
、
地
域
資
源
で
あ
る
文

化
、産
業
、歴
史
を
掘
り
起
こ
し
、海
・
山
・

里
・
ま
ち
の
環
境
を
最
大
限
に
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
よ
う
と
、
住
民
に

よ
る
ま
ち
歩
き
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
話
し
合
い
を
積
み
重
ね
た
。
そ
し

て
こ
れ
を
体
系
的
に
整
理
し
、
平
成
18
年

に
「
賑
わ
い
と
ふ
れ
あ
い
・
笑
顔
と
優
し

さ
が
交
差
す
る
、
魅
力
あ
る
ま
ち
四
倉
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
、
ま
ち
づ
く
り
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
な
る
「
四
つ
の
倉

の
ま
ち
づ
く
り
」（
一
の
倉
「
あ
お
い
海
」、

二
の
倉
「
み
ど
り
の
山
」、
三
の
倉
「
ゆ

た
か
な
里
」、
四
の
倉
「
元
気
な
ま
ち
」）

を
策
定
し
た
。

　

平
成
19
年
度
に
は
い
わ
き
市
と
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
締
結
し
、
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
の
実
現
に
向
け
「
四
倉
地
区
ま

ち
づ
く
り
計
画
（
平
成
21
年
８
月
）」
を

行
政
と
協
働
で
策
定
し
て
お
り
、
現
在
は

ま
ち
づ
く
り
の
中
核
組
織
と
し
て
主
に
以

下
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
（
１
）会
報
誌「
ブ
リ
ッ
ジ
」の
発
行（
年

３
回
、
約
５
５
０
０
の
地
区
内
全
世
帯
に

配
布
）

　
（
２
）
道
の
駅
実
行
委
員
会
に
よ
る
道

の
駅
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
車
中
宿
泊
研
究

会
、
視
察
の
実
施

　
（
３
）
道
の
駅
と
漁
港
周
辺
の
各
検
討

委
員
会
に
よ
る
懇
談
会
や
会
議
の
実
施

　
（
４
）
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
行
委
員
会
に
よ

る
地
域
間
交
流
や
グ
リ
ー
ン
＆
ブ
ル
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
施
。（
震
災
後
、
原
発

被
害
に
よ
り
グ
リ
ー
ン
＆
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
中
断
中
）

　
（
５
）
体
験
学
習
委
員
会
に
よ
る
「
海

と
山
の
冒
険
隊
」
事
業
の
実
施
（
震
災
で

中
断
し
た
が
、
今
年
11
月
よ
り
日
帰
り
で

の
体
験
学
習
を
再
開
）

　
（
６
）
凧
揚
げ
実
行
委
員
会
に
よ
る
「
い

わ
き
凧
揚
げ
大
会
」
の
実
施

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
よ
つ
く
ら
ぶ
」
の
設
立

　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
の
ひ
と
つ
に
、
全
国
初
の
民
設

民
営
の
道
の
駅
の
施
設
と
し
て
平
成
21
年

12
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
道
の
駅
よ
つ
く

ら
港
交
流
館
」（
以
下
、「
交
流
館
」
と
言

う
）
が
あ
る
。

　

交
流
館
を
中
心
に
隣
接
す
る
四
倉
漁
港

及
び
四
倉
海
岸
一
帯
の
商
業
と
観
光
の
拠

点
づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
、
運
営
主
体

と
な
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
よ
つ
く
ら
ぶ
」（
佐

藤
雄
二
理
事
長
、「
市
民
会
議
」
会
長
と
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　（四倉町商工会内）
　電話：0246-32-2900

地域づくり団体探訪Series

四
倉
ふ
れ
あ
い
市
民
会
議

福
島
県
い
わ
き
市

大
震
災
を
乗
り
越
え
、新
た
な
交
流
拠
点
目
指
す

　
　

〜
道
の
駅
「
よ
つ
く
ら
港
交
流
館
」
を
中
心
に
ま
ち
づ
く
り
〜
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兼
任
）
は
市
民
会
議
が
中
心
と
な
っ
て
設

立
し
た
。
館
内
に
は
直
売
所
や
飲
食
施
設

が
設
置
さ
れ
、
平
成
22
年
度
は
年
間
約
48

万
人
の
入
込
客
数
を
記
録
し
、
雇
用
の
創

出
、地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
。

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、観
光
情
報
案
内
所「
道

の
駅
よ
つ
く
ら
港
情
報
館
」（
設
置
者
は

い
わ
き
市
。
平
成
22
年
７
月
オ
ー
プ
ン
）

（
以
下
、「
情
報
館
」と
言
う
）の
管
理
運
営

も
行
い
、
こ
の
一
帯
に
お
け
る
賑
わ
い
創

出
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
っ
た
。

　

交
流
館
や
情
報
館
は
、
縦
走
す
る
国
道

6
号
線
と
、
四
倉
漁
港
や
海
水
浴
場
に
隣

接
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
施
設
や
広
い
砂
浜

は
、市
民
会
議
が
実
施
す
る
地
域
間
交
流
、

体
験
学
習
や
凧
揚
げ
大
会
の
開
催
場
所
に

も
な
っ
て
お
り
、
交
流
の
場
、
憩
い
の
場

と
し
て
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
た
が
、
交

流
館
オ
ー
プ
ン
後
わ
ず
か
１
年
３
カ
月
後

に
東
日
本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
て
し
ま
っ

た
。

震
災
を
乗
り
越
え
て

　

交
流
館
と
情
報
館
は
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
津
波
で
被
災
し
、
交
流
館
は
全
部

取
り
壊
さ
れ
た
（
情
報
館
は
平
成
25
年
９

月
現
在
、
被
災
し
た
建
物
の
改
修
作
業

中
）。
建
設
の
た
め
の
負
債
が
残
っ
た
ま

ま
で
は
あ
っ
た
が
、
佐
藤
氏
は
復
興
に
向

け
一
刻
も
早
く
新
た
な
施
設
を
再
開
さ
せ

た
い
と
考
え
、
震
災
直
後
か
ら
協
力
者
探

し
に
奔
走
し
た
。
そ
し
て
、民
間
企
業（
ヤ

マ
ト
福
祉
財
団
）
の
支
援
を
受
け
、
平
成

24
年
８
月
、
交
流
館
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
を
果
た
し
た
。

　

佐
藤
氏
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

ま
で
の
間
も
仮
設
店
舗
を
設
置
す
る
な

ど
、
早
期
復
興
に
向
け
尽
力
し
た
。
同
氏

は
「
震
災
後
す
ぐ
、
こ
れ
ま
で
地
域
間
交

流
事
業
を
行
っ
て
い
た
三
島
町
や
県
内
の

道
の
駅
関
係
者
が
瓦
礫
の
撤
去
や
汚
泥
の

除
去
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。
多
く
の
支

援
の
お
か
げ
で
仮
設
店
舗
を
い
ち
早
く
開

業
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
頃
か
ら
の

地
域
間
交
流
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
」
と

語
る
。
仮
設
店
舗
の
設
置
や
そ
の
後
の
新

た
な
施
設
の
オ
ー
プ
ン
は
、
こ
の
地
域
全

体
の
復
興
に
向
け
、
明
る
い
兆
し
に
な
っ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

新
た
な
交
流
館
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

当
た
り
緊
急
時
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能

も
備
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。雨
水
貯
水
槽
、

災
害
時
非
常
用
ト
イ
レ
、
飲
料
用
貯
水
タ

ン
ク
、
緊
急
時
食
料
、
非
常
用
発
電
機
等

を
設
置
し
、さ
ら
に
太
陽
光
発
電
や
蓄
電
、

温
水
、
電
気
自
動
車
の
電
気
供
給
等
の
設

備
を
備
え
、
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の

役
割
も
担
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
の「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」

実
現
に
向
け
て

　

交
流
館
と
目
と

鼻
の
先
に
あ
る
四

倉
漁
港
は
、
放
射

能
汚
染
が
心
配
さ

れ
る
た
め
取
材
の

時
点
で
は
水
揚
げ

が
で
き
ず
、
こ
の

た
め
店
内
に
は
新

鮮
な
魚
介
類
は
見

当
た
ら
な
か
っ

た
。
先
が
見
え
な

い
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
そ
ん

な
中
で
も
佐
藤
氏
と
、
市
民
会
議
メ
ン

バ
ー
で
交
流
館
内
の
「
海
カ
フ
ェ
」
で
働

い
て
い
る
岡
田
孝
子
さ
ん
は
、「
わ
た
し

た
ち
は
転
ん
で
も
た
だ
で
は
起
き
な
い
」

と
笑
顔
で
話
す
。

　

美
し
い
海
岸
線
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き

る
交
流
館
だ
が
、
今
後
、
目
前
に
６
〜
７

メ
ー
ト
ル
の
防
潮
堤
が
建
設
さ
れ
る
予
定

で
、
海
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。
し
か
し
、
市
民
会
議
で
は
、
防
潮

堤
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
し
て
野
外
で
映
画
を

楽
し
め
る
場
所
に
で
き
な
い
か
と
考
え
て

い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

ま
さ
に
「
転
ん
で
も
た
だ
で
は
起
き
な

い
」
と
い
う
わ
け
だ
が
、「
実
現
す
る
か

ど
う
か
分
か
ら
な
い
け
ど
、
楽
し
く
や
ら

な
い
と
ね
」
と
岡
田
さ
ん
は
言
う
。

　

市
民
会
議
で
は
、
様
々
な
職
業
や
立
場

の
メ
ン
バ
ー
が
、
一
市
民
と
し
て
自
分
が

協
力
で
き
る
こ
と
を
自
然
に
行
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
ま
ち
づ
く
り

の
多
様
な
ア
イ
デ
ア
に
つ
な
が
っ
て
い
る

よ
う
だ
っ
た
。
交
流
館
の
す
ぐ
側
に
は
、

県
内
に
１
６
０
名
程
い
る
震
災
遺
児
の
た

め
の
ケ
ア
施
設
も
建
設
中
だ
。「
ま
ち
づ

く
り
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
の
実
現
に

向
け
、
で
き
る
こ
と
か
ら
、
楽
し
み
な
が

ら
一
歩
ず
つ
、
と
い
う
「
市
民
会
議
」
の

姿
勢
が
印
象
に
残
っ
た
。

 

編
集
委
員　

●　

宮
城　

園
子

● 地域づくり団体探訪

「四倉ふれあい市民会議」会長の佐藤雄二氏（右）
とメンバーの岡田孝子氏

「交流館」内直売所の様子

リニューアルオープンした道の駅「よつくら港交
流館」
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す
る
講
話
を
聞
き
、
続
い
て
２
部
で
は
研

修
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
」や「
人
間
関
係
の
構
築
」を
テ
ー

マ
と
し
た
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
向
上

さ
せ
る
『
気
づ
き
』
を
得
る
研
修
を
受
講

し
ま
す
。

②
本
家
「
野
球
拳
」
で
社
内
を
活
性
化

③ 

伊
予
の
和
太
鼓
を
打
っ
て
社
内
を
活
性

化

　

こ
の
２
つ
の
研
修
で
は
松
山
の
郷
土
芸

能
を
体
験
し
、
楽
し
み
つ
つ
も
研
修
と
し

て
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
盛
り
込
み
、
組
織
の

融
和
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上

な
ど
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
④
道
後
温
泉
「
い
や
し
と
こ
こ

ろ
ざ
し
」
巡
り
⑤
正
岡
子
規
を
知
り
「
や

り
が
い
」
を
さ
が
す―

の
２
つ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
ま
ち
歩
き
を
取
り
入
れ
、
講
師

ら
の
語
り
か
ら
夢
や
希
望
、
高
い
志
を

持
っ
た
先
人
達
の
機
微
に
触
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
専
用
Ｈ
Ｐ
を
開
設
し
て
お

り
、
一
部
の
研
修
は
動
画
も
見
ら
れ
ま
す

の
で
、「
松
山　

企
業
研
修
」と
検
索
し
て
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
坂
の
上
の
雲
』
の
ま
ち
づ
く
り

　

明
治
と
い
う
激
動
の
時
代
に
高
い
目
標

と
夢
を
持
ち
、
ひ
た
向
き
に
歩
ん
で
い
っ

た
３
人
の
主
人
公
（
松
山
出
身
の
正
岡
子

規
、
秋
山
好
古
、
秋
山
真
之
）
の
姿
を
生

き
生
き
と
描
い
た
司
馬
遼
太
郎
の
小
説

『
坂
の
上
の
雲
』
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

そ
う
と
、
松
山
市
は
官
民
一
体
と
な
っ
て

こ
の
10
年
あ
ま
り
全
国
的
に
も
珍
し
い
、

小
説
を
テ
ー
マ
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
松
山
が
輩
出
し

た
偉
人
た
ち
の
ひ
た
む
き
に
努
力
す
る
姿

な
ど
か
ら
学
ぶ
と
こ
ろ
が
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
で
、
ゆ
か
り
の
地
な
ど
の
ゾ
ー
ン
を
結

び
「
屋
根
の
な
い
博
物
館
」
と
し
て
魅
力

あ
る
ま
ち
に
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
自

ら
の
地
域
の
み
な
ら
ず
本
市
を
訪
れ
た
方

も
含
め
、
人
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
こ
と

が
松
山
の
強
み
で
あ
る
と
考
え
、
平
成
24

年
に
官
民
が
連
携
し
て
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
発
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
激
動
の
現
代
を
生
き
抜

く
た
め
、
組
織
に
お
け
る
新
た
な
戦
略
を

生
み
出
し
、
連
帯
意
識
を
向
上
さ
せ
た
い

と
す
る
企
業
や
団
体
に
も
大
い
に
参
考
と

な
り
、
本
市
へ
の
旅
を
通
じ
て
、
新
た
な

発
見
や
交
流
、
感
動
を
生
み
、
心
に
残
る

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
研
修
に
な
る
こ
と
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

５
つ
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

企
業
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
主
に
明
治
期

を
テ
ー
マ
と
し
、
そ
の
時
代
を
駆
け
抜
け

た
秋
山
兄
弟
の
ほ
か
、
正
岡
子
規
、
夏
目

漱
石
、
伊
佐
庭
如
矢
と
い
っ
た
松
山
ゆ
か

り
の
人
物
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
彼
ら
の

足
跡
を
た
ど
り
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
次

の
５
つ
が
誕
生
し
ま
し
た
。

① 

『
坂
の
上
の
雲
』
の
ま
ち
松
山―

明
治

の
松
山
・
人
び
と
の
人
生
に
学
ぶ―

　

こ
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
『
坂
の
上

の
雲
』
の
主
人
公
３
人
が
抱
い
た
高
い
志

と
ひ
た
む
き
な
努
力
、
夢
や
希
望
を
持
ち

続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
取
り
入
れ
て
お

り
、
明
治
を
生
き
た
松
山
の
偉
人
た
ち
の

想
い
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
２
部
構
成
で
、
１
部
で
は
専
任
講
師
か

ら
『
坂
の
上
の
雲
』
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

松
山
市
産
業
経
済
部

観
光
・
国
際
交
流
課 

主
査　

●　

仙
波
匡
視

〜
北
か
ら
南
か
ら
〜

愛
媛
県
松
山
市

年
末
に
第
１
号
、
今
後
も
研
修

誘
致
に
全
力

　

職
場
旅
行
や
企
業
研
修
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
情
報
発
信
や
営
業
活
動
を
始
め
た
の
は

今
年
の
春
以
降
で
あ
り
、
実
際
の
利
用
第

１
号
（
関
西
地
方
の
青
年
会
議
所
の
研
修

旅
行
）
が
年
末
に
決
ま
る
な
ど
、
こ
の
取

り
組
み
は
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
す
。

　

当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ

ば
、
研
修
に
限
ら
ず
、
滞
在
さ
れ
る
全
体

行
程
の
ご
提
案
な
ど
、
徹
底
し
た
サ
ポ
ー

ト
を
い
た
し
ま
す
。

　

松
山
の
偉
人
達
の
活
躍
は
色
あ
せ
る
こ

と
が
な
い
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
偉
人
達

を
育
ん
だ
松
山
を
企
業
研
修
に
最
適
の
地

と
す
る
た
め
に
は
、
研
修
の
ク
オ
リ
テ
ィ

と
知
名
度
を
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、〝
坂
の
上
の
雲
〞
を

掴
み
に
い
く
よ
う
に
挑
戦
し
が
い
の
あ
る

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
と
ら
え
、
今
後
は
、
Ｈ
Ｐ

を
一
層
充
実
さ
せ
る
な
ど
し
て
情
報
発
信

と
企
業
研
修
の
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

企
業
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
観
光
誘
客

　
　

〜
松
山
ゆ
か
り
の
偉
人
の
足
跡
た
ど
る
〜

松山市企業研修プログラムHP

044　北から南から.indd   44044　北から南から.indd   44 2013/10/01   11:41:192013/10/01   11:41:19



“きっと満足、糸島生活”
―企業と人の誘致を推進―

糸島市長　●　松本嶺男

45 2013・11月号

　
「
伊
都
国
・
斯
馬
国
」
か
ら
「
糸
島
」
へ

　

糸
島
市
は
、
福
岡
市
の
西
隣
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
「
糸
島
」
は
、
古
代
都
市
の
伊
都
（
い
と
）
国
と
斯
馬
（
し
ま
）

国
に
端
を
発
し
ま
す
。「
魏
志
倭
人
伝
」に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

当
時
は
、
対
外
交
流
の
拠
点
と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。
市
内
の

遺
跡
か
ら
は
、
日
本
最
大
の
銅
鏡
「
内
行
花
文
鏡
（
国
宝
）」
な

ど
貴
重
な
副
葬
品
が
多
数
出
土
し
て
お
り
、
当
時
の
繁
栄
が
う
か

が
え
ま
す
。

　

古
く
か
ら
地
域
内
の
交
流
が
深
く
、
平
成
22
年
に
は
、
前
原
市
、

二
丈
町
、
志
摩
町
が
合
併
し
、
現
在
の
糸
島
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

注
目
さ
れ
始
め
た
糸
島
の
魅
力

　

本
市
は
、福
岡
都
心
部
か
ら
約
30
分
の
距
離
に
位
置
し
な
が
ら
、

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
新
鮮
な
農
林
水
産
物
や
、
海
・
山
を
中

心
と
し
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
有
し
て
い
ま
す
。近
年
、各
種
メ
デ
ィ

ア
で
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
某
情
報
誌
の
「
住

み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
第
１
位
に
選
ば
れ
る
な
ど
、「
糸
島

の
魅
力
」
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
米
、
野
菜
、
果
物
、
魚
、
肉
、
乳
製
品
、
酒
、
調
味
料

な
ど
、
高
品
質
、
安
全
・
安
心
・
新
鮮
な
食
材
が
幅
広
く
揃
う
の

が
本
市
の
強
み
で
す
。
需
要
も
広
が
っ
て
お
り
、
関
東
の
大
手
百

貨
店
か
ら
糸
島
市
専
用
ブ
ー
ス
の
出
展
オ
フ
ァ
ー
が
寄
せ
ら
れ
る

よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
も
専
門
部
署
を
設
け
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
や
ブ
ラ
ン
ド
構

築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
成
果
は
、
糸
島
を
愛
す

る
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
が
ん
ば
っ
て

お
ら
れ
る
か
ら
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
郷
土
を
愛
し
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
人
を

「
愛
郷
者
（
あ
い
き
ょ
う
も
ん
）」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
糸
島
の
魅

力
は
、
愛
郷
者
の
皆
さ
ま
が
創
る
の
で
あ
り
、
行
政
は
、
そ
れ
を

し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
す
る
立
場
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

九
州
大
学
と
の
連
携

　

現
在
、
本
市
と
福
岡
市
と
の
間
に
、
開
学
１
０
０
年
を
迎
え
た

九
州
大
学
が
移
転
中
で
、
関
係
者
約
１
万
８
６
０
０
人
が
周
辺
地

域
に
流
入
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
九
州
大
学
の
持
つ
知
的
資
源
は
、
研
究
施
設
や
関
連
企

業
立
地
の
呼
び
水
と
な
っ
て
お
り
、市
内
の
研
究
施
設
用
地
に
は
、

水
素
や
半
導
体
な
ど
最
先
端
技
術
を
活
用
し
た
研
究
機
関
を
は
じ

め
、
各
種
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
立
地
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
大
学
と
の
連
携
協
定
を
基
に
、
相
互
の
資
源
を
活
用

し
て
、
年
間
１
０
０
件
以
上
の
連
携
・
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。小
水
力
発
電
整
備
、Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
作
成
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る
災
害
時
の
本
人
確
認
、
専
用
小
麦

に
よ
る
ラ
ー
メ
ン
や
イ
ノ
シ
シ
肉
の
商
品
化
な
ど
、
幅
広
い
分
野

に
九
州
大
学
の
知
的
資
源
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
が
本
市
を
研
究
や
地
域
活
動
体
験
の
場
と
し
て
活

用
し
て
お
り
、
全
国
の
学
生
を
集
め
た
「
地
域
活
性
化
プ
ラ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
」
や
空
き
家
改
修
、
消
防
団
入
団
な
ど
、
地
域
に
溶
け

込
ん
だ
取
り
組
み
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

九
州
大
学
は
、糸
島
に
と
っ
て「
強
み
」で
あ
り
、成
長
の「
チ
ャ

ン
ス
」
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
九
州
大
学
の
知
力

と
若
い
力
を
生
か
し
た
学
研
都
市
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

企
業
と
人
の
誘
致

　

本
市
は
、
自
主
財
源
が
約
37
％
と
全
国
平
均
に
比
べ
て
低
く
、

特
に
市
民
税
法
人
分
の
収
入
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
企
業
・
研

究
所
の
誘
致
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
市
発
足
後
３
年
間
で
、
８
社

の
新
規
操
業
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
愛
郷
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
取
り
組
み
の
よ
う
に
、
糸
島

の
発
展
は
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
の
力
が
基
盤
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
人
的
資
源
の
確
保
も
重
要
な
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
き
っ
と
満
足
、
糸
島
生
活
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
不
動
産
業
者
と
の
連
携
や
企
業
・
大
学
向
け
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、

空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
な
ど
、「
人
の
誘
致
」
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
増
加
や
九
州
大
学
の
移
転
を
チ
ャ
ン
ス
と

し
て
、
市
の
魅
力
に
一
層
磨
き
を
か
け
、「
企
業
と
人
の
誘
致
」

を
積
極
的
に
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

住
め
ば
、
皆
さ
ん
が
き
っ
と
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
、
そ
ん
な

糸
島
を
目
指
し
、
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
手
を
取
り
合
っ
て
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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47 2013・11月号

手
前
み
そ

　

で
す
が
…

神
奈
川
県

横須賀市 178

横須賀市は神奈川県の南東、三浦半島
の中央部に位置し、東京から50㌔、

横浜から20㌔圏内にあり、東京湾と相模
湾の２つの海に面した温暖な気候で海も山
も楽しめる街です。
　国際的な注目が高まっている横須賀は、
日本全国の観光地などの魅力を評した外国
人観光客向け観光ガイドブック「ミシュラ
ン・グリーンガイド・ジャポン」の2013
年版で、「三浦半島」が２つ星、「観音崎」
が１つ星を獲得しました。このほか、横須
賀軍港めぐり、ヴェルニー公園、ヴェル二ー

アメリカが感じられる国際的な街アメリカが感じられる国際的な街

記念館、記念艦三笠、横須賀美術館、荒崎公園が紹介されています。
　また、「 夏の横須賀ドル旅まつり」として、米ドル紙幣で観光できるキャンペーンを７月から８月に展開し、アメリカ
が感じられる街として、横須賀ならではの魅力も発信しています。

■ 横須賀美術館　海も緑も美術館の一部。
ガラスで覆われた建物は「環境全体が
美術館」というコンセプトに基づいて
造られ、周りの自然と一体となる工夫
があちこちになされている

■ 荒崎公園　公園の海岸部には、荒崎ハ
イキングコースが相模湾に面した美し
い岩場に沿ってつくられており、三浦
半島屈指の景観を楽しむことができる■ 横須賀軍港めぐり　米海軍

基地のある横須賀本港と海
上自衛隊基地のある長浦
港。２つの港を約50分で巡
る横須賀ならではのクルー
ジング

■ ヴェルニー公園　広場を中心にフランス式花壇や
噴水、洋風あずまやなどが設けられ、フランスの品
種を中心とした130種類・約2,000株のバラが彩り
を添えている。海沿いには横須賀本港を一望できる
ボードウォークがあり、潮風の中で散歩を楽しめる

■ ヴェル二ー記念館　ヴェルニー公園の一
角にあるヴェルニー記念館は、横須賀製
鉄所を作り上げたヴェルニーの功績と、
横須賀製鉄所の意義を永く後世に伝える
ために建てられた施設

■ 記念艦三笠　明治38年、日露戦
争時の日本海海戦で活躍した戦艦
「三笠」。ポーツマス（英国）に保
存されている「ビクトリー」、ボス
トン(米国）に保存されている 「コ
ンスティチューション」と並ぶ、
世界三大記念艦として、三笠公園
に保存され、船内では日露戦争当
時の物品を展示している

■ 夏の横須賀ドル旅まつり　
米海軍横須賀基地周辺を中
心とした50施設で、米ドル
紙幣を使ってグルメ・おみ
やげ・観光を楽しんでいた
だくイベント

■ 観音崎　日本最初の洋式灯台である「観音崎灯台」があるエリア一帯が広大な公園と
なっている

アメリカが感じられる国際的な街
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482013・11月号

　全国地域リーダー養成塾は、様々な分野で既存の枠にとらわれない斬新かつ大胆な発想のでき

る地域のリーダーの養成を目的とした、体系的かつ効果的なカリキュラムによる研修です。

　平成元年度から開講し、24年度までに813名の感性豊かな実行力のある地域のリーダーを養

成してきました。現在、25年度の塾生が研修を行っています。

　熱意ある皆さんの積極的な参加をお待ちしています。

●研修期間　　平成26年５月から平成27年１月下旬

●募集人数　　40名

●応募資格　　地方公共団体等の職員、地域づくり団体等のメンバー（募集案内参照）

●研修内容　　 地域づくりの専門家・実践家等による講義のほか、プレゼンテーション研修、ファシリテーション研修など

のグループ演習を取り入れ、実践を重視した研修を行います。

　　　　　　　 また、主任講師による少人数のゼミナール形式の講座を開講し、塾生各自が地域のテーマを見つけ、調査･研

究に取り組み、成果を修了レポートにまとめます。きめ細かい指導により、｢自ら考える力｣を養います。

●申し込み　　 募集案内及び参加申込書は、センターのホームページ（「地域づくり百科」http://www.chiiki-dukuri-

hyakka.or.jp）からダウンロードできます。

●応募方法　　平成26年１月17日（金）までに、各市区町村担当課へ応募書類を提出してください。

●問い合わせ先　　研修交流課　（電話）03-5202-6135

平成26年度全国地域リーダー養成塾
塾生の募集！

　全国地域リーダー養成塾のカリキュラムの一部である「特別講義」を、当センター会員のみなさまに公開して行います。

　今年度は、前伊藤忠商事株式会社会長／前中華人民共和国駐箚特命全権大使　丹羽　宇一郎氏を講師にお迎えし、人口減少・
少子高齢化の厳しい状況が続く日本において、未来を担う地域のリーダーはどうあるべきか、ご講演いただきます。
　皆様のご参加をお待ちしております。

●講　師：丹羽　宇一郎　氏（前伊藤忠商事株式会社会長/前中華人民共和国駐箚特命全権大使）
●テーマ：「本物のリーダーとは」
●日　時：平成25年12月６日（金）13：30～15：00

●場　所：ホテルルポール麹町　３階「マーブル」（東京都千代田区平河町2－4－3）

●対　象：当センター会員の皆様

●参加費：無料

●申込方法：ＦＡＸまたは電子メール

　詳しくは、同封のチラシまたはセンターのホームページ（「地域づくり百科」http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp）

をご覧ください。

●問い合わせ先　研修交流課　（電話）03-5202-6135

　　　　　　　　　　　　　　（FAX）03-5202-0755

全国地域リーダー養成塾特別講義　12月６日（金）開催
「本物のリーダーとは」
参加者募集中！
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C O N T E N T S

地域トピックス　■■■
広がる「市民討議会」、開催 300 件超える 小針　憲一

地域再生実践塾　広島県尾道市
海からはじまる歴史的空間の再生と実践 稲田全示

地域再生実践塾　新潟県長岡市
米百俵に学ぶ長岡の市民協働 羽賀友信

移住・交流推進支援事業　徳島県東みよし町
空き家を改修し、交流拠点基地に 元木　健

地域づくり団体探訪　福島県いわき市
四倉ふれあい市民会議
大震災を乗り越え、新たな交流拠点目指す

レギュラーリポート

2013 -11

北から南から　愛媛県松山市
企業研修プログラムで観光誘客 仙波匡視

首長の思い
“きっと満足、糸島生活”―企業と人の誘致を進める糸島―
 糸島市長（松本嶺男）

センター通信

特　集

 1 巻頭エッセー／超高齢社会に立ち向かう医療福祉政策 嘉田由紀子（滋賀県知事）　　

　 　  映画によるまちづくり
 4 基調論文  映画によるまちづくりの現状と今後の展望 増淵敏之（法政大学大学院政策創造研究科教授）　　
 8 北海道夕張市　「まちおこし」から「映画おこし」へ 澤田直矢　　
 10 北海道むかわ町　お年寄りたちが映画制作、めざすは「カンヌ」 斉藤征義　　
 12 宮城県石巻市　ロケ誘致で震災復興と活性化めざす 亀山泰弘　　
 14 佐賀県佐賀市　「映画ファン」と「古湯ファン」の増加を目標に 大歯雄司　　
 16 山形県鶴岡市　木造工場を映画館に再生し、集客拠点に 菅　隆　　
 18 群馬県桐生市　映像による地域情報の発信を目指して 周藤史朗　　
 20 埼玉県本庄市　まちおこし映画で埼玉・本庄を全国にPR 川上芳男　　
 22 埼玉県川越市　地域で支えるコミュニティシアター 舟橋一浩　　
 24 三重県津市　映画ロケを通じ、津市の魅力を全国に 高垣和郎　　
 26 神戸市　国内屈指の民営フィルム・アーカイブ 田中範子　　
 28 広島県尾道市　映画文化の再生で元気な街づくり 河本清順　　
 30 島根県　映画館のない町に映画を届けて22年 西尾俊也　　
 32 香川県　映画・映像により地域の活性化を推進 香川明子　　

44
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地域づくり11月号
2013年11月１日発行　編集・発行＝一般財団法人地域活性化センター

東京都中央区日本橋2-3-4　日本橋プラザビル13階　電話03-5202-6131（代）　http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/　 印刷・製本／株式会社丸井工文社
法律で許可された場合以外に、本誌からの無断転載を禁止します

落丁・乱丁はお取り替えします。地域づくり情報課（03-5202-6138）まで、ご連絡下さい。

 

（
鳥
取
県
江
府
町
）

　

標
高
９
１
０
㍍
。
鳥
取
県
屈
指
の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
観
光
客
の
み
な
さ
ん
を
魅
了
す
る「
鍵
掛
峠（
か

ぎ
か
け
と
う
げ
）」。

　

大
山
の
南
壁
と
日
本
屈
指
の
規
模
を
誇
る
ブ
ナ
の
原

生
林
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
一
枚
の
絵
画
の
よ
う
で

す
。

　

そ
ん
な
鍵
掛
峠
が
一
番
の
美
し
さ
を
誇
る
の
が
秋
の

紅
葉
で
す
。
10
月
末
か
ら
11
月
初
旬
の
ピ
ー
ク
時
に
は

数
万
人
も
の
観
光
客
が
訪
れ
、
七
色
に
染
ま
る
ブ
ナ
の

鮮
や
か
な
紅
葉
絵
巻
に
た
だ
た
だ
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　

大
山
南
壁
の
猛
々
し
い
白
い
綾
線
を
背
景
に
、
鮮
や

か
な
紅
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起業支援で地域経済を活性化2

都道府県漫遊　　　　【沖縄県】46

手前みそですが…　　【神奈川県横須賀市】47

38
48

日時 平成25年11月26日（火）
13時30分～16時30分［開場12時30分］

会場 三重県総合文化センター［中ホール］
（三重県津市一身田上津部田1234）

定員４００名

ネルディスカッションパ

調講演（対談トークショー）基

入場
無料

■ コーディネーター
　原田  勝広（明治学院大学教授）

■ パネリスト［五十音順］
　大口  秀和（志摩市市長）
　鳥田  陽史（野原村元気づくり協議会会長）
　松浦  信男（万協製薬（株）代表取締役社長）

主催／三重県・一般財団法人 地域活性化センター　後援／総務省・中日新聞社・伊勢新聞社・朝日新聞社・読売新聞社・毎日新聞社・日本経済新聞社・産経新聞社・地域づくり団体全国協議会（順不同）

　地域には魅力的な地域資源があるものの、地域住民だけではその資源を十分
に活かしきれていません。そこで近年、地域活性化のパートナーとして企業への注
目度が高まっており、人材、ノウハウ、ビジネスの面から補完できる企業の価値が再
評価されています。他方、企業側も社会貢献活動や社員の健康増進、新規ビジネス
の機会の場として地域を再評価する動きが見られます。
　三重県では、「三重のふるさと応援カンパニー推進事業」として、地域と企業を結
びつけて両者にメリットがある新しい関係づくりを目指す取り組みを進めています。
　本フォーラムでは、どのようにして地域と企業との連携を深めていくか、また新し
い関係づくりを推進するにはどうしたらよいかなど、その課題と今後の展望につい
て考えます。

1937年三重県伊勢市
生まれ。60年慶應義塾
大学経済学部卒業後、
株式会社赤福入社。68
年代表取締役社長、05
年代表取締役会長に
就任。93年には伊勢神
宮内宮前に、江戸から
明治期の町並みを再
現した「おかげ横丁」
を誕生させた。伊勢特
有の町並みである妻
入の建物や伊勢河崎
の蔵、桑名の洋館など

が忠実に再現されている。おかげ横丁設立前の92年に
は35万人だったおはらい町の往来者数は、おかげ横
丁設立とともに増加し、12年には年間450万人を突破
した。伊勢商工会議所会頭、皇學館大學常任理事、（財）
伊勢神宮崇敬会常務理事等を歴任している。

浜田 益嗣
三重県伊勢市生
まれ。津田塾大
学時代から劇団
「東京キッドブラ
ザース」に所属。
1980年フジテレ
ビ にアナウン
サーとして入社。
85年に退社後、
フリーになり女
優に転身。02年
に自ら脚本・演
出を手がけ主演
した二人芝居

「私とわたしとあなたと私」を上演。07年には
ニューヨークでその英語版「I and Me & You and I」
をオフブロードウェイの劇場で上演。現在は、映
画・舞台・TV・CMなど、さまざまな分野で活躍
しており、三重県観光大使も務める。

山村 美智（やまむら みち・女優）
■鉄道／近鉄名古屋線津駅下車、
　　　　JR紀勢本線津駅下車、
　　　　伊勢鉄道津駅下車

■バス／三重交通路線バスで
　　　　津駅西口から約5分

■徒歩／津駅西口から約25分

■タクシー／津駅西口から約５分

■自家用車／伊勢自動車道
（芸濃インターから約
15分・津インターから
約10分）
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坂
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鈴
鹿
・
四
日
市

偕楽
公園県立美術館

総合教育
センター

三重大学附属
小・中・特別支援学校
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〜

（　　　　　　　）はまだ ますたね・赤福10代目当主/
（株）濱田総業代表取締役社長

申込み方法 メール・FAXまたはハガキにより、郵便番号、住所、氏名、職業、電話
番号、参加人数を下記までお知らせください。

問い合わせ・申込み先 一般財団法人地域活性化センター　地域づくり情報課
〒103-0027 東京都中央区日本橋2-3-4 日本橋プラザビル13階
TEL：03-5202-6138　FAX：03-5202-0755
E-mail：jcrd-forum@jcrd.jp　URL：http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/

「三重の元気なまちづくりをめざして！
～企業が地域のためにできること～」

首都圏に三重の魅力を発信！
首都圏営業拠点

「三重テラス」
９月28日（土）
東京日本橋に
オープン！

夕暮れの大山南壁
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